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19月 7轟 ≪金)鶴鶴――歴覇 腰嚢
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9:鍵

摯125

酵:鍵

10:鱗

10:3参

11:欝

11:紳

12:鍵

13:翻醸

13:15

13:5醸

l理 :趣瞳

里馨:舞

受 付 惇爾饉前 ・研究織要饉奄 昼食注文

公爾振業 《]≫ 等教菫 争公轟援難案内参鐵

体咆・移轍

公轟授業 く至≫ 磐教菫 争公輩授業案萎参照

体態 幸移動

闘 会 行 事 惇奮饉 金爾会捜拶 喪質続鮮 轟種説明

昼盆 寺体麟 憾奮鐘 幸学校継介VTR写 真バネル轟示

プラスバンド演萎 体奮饉 oFスベィン奇爾曲』鰹

研 究 餐 嚢 擦奮饉 。本控の攀究鋳畿要

移 彎

分  科 会 基教室 ・研究協議 提案要項参照

壼0月 拿藝 ≪土》 鶴認E■ 覇鷲 纂覇

霧:30

8:50

9100

10:1参

11:亀懸

12:参等

愛 付 体奮鑢鸞

全体会・指導轟評 鉢奮饉 ◆弁科会罐告,指導薫評

記 念 講 演

体育饉 孝演遜

「しヽま,どうもヽう子どもを育てるか聾
名古睡大学教授 擁爾正雲先生

爾 暴 ξ予 暮 鉢育鐘 参全国バズ学習畿竃会 議連絡
。問 嚢

― 燃 ―



畿 鷲 授 饉 案 内
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1の 1教室
LL教室
運動場

運難場

1の 7義饉
1参奪数室

第 1美術室
1の 10畿童
1の 12載室
2① 重教菫
2の量数室
2の 3教室
2参 4教室
鵞等?教室
2総 8教室
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2籍‐11数室
菫道壌
パレーコー
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1惨亀教室
1翁尋教宣
重勢懲数室

菫嚇7数室
菫働務教堂
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2の悪教室
纂導音楽菫

第3美術室
鸞鉾参数室

食の1参教室
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参の 1数室
惑の議教室
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事録轟教室
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教構輝嶽饉 理社-2尋
第 硬 ~―年 ■ 罐軽 な≧ゼ舞 挙孵鉾 理魏替 瞳難難

鍾藉63年 10周 了醒 (金 )
指導童

理.事  元  古代社会の確立
2.本時傷学習  (本時6/11)
(1)醸  標 。 遣唐使の役割と天平文化について理解させる。

● 自分の考えをもち,積極的に班議壌に参旗させる。
(2)準  議 教 師 フラツシュカード.プリント

生 徒 資料新しい歴史

奪.班肉で学警整理を答え合
わせする。
2.本鋳器轟標を知る。

3.遣唐使e苦労につ警ヽて護
べるこ
導.過唐使が派遣された理由
を班自で轟し合う。

舞愛鋳震 教豊
藁 諄 卓 史

わ。豪壼時代の文イヒについ
て護べる。
春 各自で調ベプリント
に記入する。

・  嚢菫で織番法により
確認をする。
● 班ごと鍾発表をする。

6.各班母発表を参考延
プリントをまとぬる。
7.次時勢予告を固く。

。 大陸の仏教文fヒの影響
を受:ナていること矩気づ
かせる。
。気づいたこと,注目す
べき点も記入させる。

(3)学習選難

確

認

退
覆

。 班尭で答え
合わせができ
たか。
(挙 手)

参 遺唐使参苦
労や役割が理
解できたか。
(発 表)

。 班活垂難活
発か.
(義置巡根)

。 文fヒ鋳特亀
が理解できた
か。
(発 表)

プ リ ン ト を ま め な さ い

0 鐘の範の意見に十分註
)慧してまと録させる。

● プリントざま
とみられたか。
(机爾巡崚)。 平安時代について学甕

することを無らせる。

を し な さ oヽ

江つぎヽて調べなさい

。 遺議使について穣歌や
資料をもとに考えさせる。
9 籍文化,儀教文化を伝
える使命があつたことを
理解させる。
。 義諄命捕説を鑢える。

雲ついて議べなさい

Ъ 懇度轟霧紅つ争ゝても難
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る。
古代天皇鐵と等令政治を綸ざして改革が進轟られたことを曖
解させる。
平城京と豊族の生活,遺痣使と天平文化について理解4・

‐
せる。

驚を中心とした彙アジアの律令解がくずれι各国が独自な発
展選種をみせたことに着霧させる。
摂震政論のしくみと農村の変化を理解させる。
武士の発生と成長および素薦礎 方が発展したことを理解させ
る。
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教育課程  1英-7

欝 ■

1.

2.
:(1)

材
導
標
指の時

露

題
本

言午
2     艤躙雉垣L貯嚢

轟本に住んで

f奎貢称塁製勇基形の疑間文と応答文を理解させt簡単な問答がで
きるようにさせる。
O班で話し合いや練習を話発に行わせる。
教師 Vtt Tatt Fitth caFdS TP(2)準  錢

(3)学奮轟種

学 習 活 動 留 意 薫 評 爾

―
準

・
構

過

程

一
な

1. F
発煙

2.Vi

3.理

4.VI
容描
(1)

(2)

(3)

理

滅

　

　

｝
ノ

１

６

機}

単語の意味を確認し、電 を見ながら前時の復習をし
さもヽ。

lash cardsで新轟単語の
野と意端を確認する。

TRを見て復習する。

0教師の後について発音
練習した後、班内で意
味を確認させる。
。三単現の一sに注意さ
せる。

Ｔ
ｉ

）１

０
　
轟
Ｃ

Eし く発音で
∈いるか。
(観察 )

心

轟

種

幸

IV雲を見て、大まかな内容

雪  警 
響農電毛私奪糠

をつかみなさい。

0三単現の疑蘭文と応答
文を簡潔に示す。

。各自で考えた後、話し
≫ 合わせる。

。壼内で活発に練習させ
る。

0大まかな内容
を把握できたか
(指名 )

0練習‡こ参舞し
ているか。
(観察 )

本文の読みを続奮し、萎容を理解しなさい。

てきな声で練
Fきでい饉か
《観察 )
露互懸動は懸
豊か。
〔就聞巡縄 )

文ヽ を読み、内容をつかむ

音読を轟き、教師・テー
ノの後について練習する。

菫で意味を確認する。

0はじめ t・A、 幸つくり読
み次第にスピードを速
めて練習させる。
◇奎内で順番に言わせる

0ブ

習買

0瑠

弄

饉
轟
通
纏

本時録ま≧め壁しなさい。

ア
肇:本 鷺     曇卜・ 。ポイントを明示する。0課題を具体的に示す。

-



■ 奇諄盛界郵等議爵幕ヰ爆諄罐蒙癬轟麗菫癬難麗鷲轟饗

10爵 馨元・麗材黎 爾本に住んで ?時爾寵了

。 マイク分響本で磯生懸、マイクや翼畿礫藤本議の話しぷ
り、そして、醸本癬駆摯酪 など場選酢認さ管る。

轟標 :。  次の議統な理解墓せ、表現させる。
・ 動詞の三人称撃数現在影 〔昔定平鑽欝
・ 動鐵の二人称撃数瑾在彫 (疑爾文と応答文 )
。 一畿動爾警爾いた膏定文

(学 奮 活 動 ) く 学 雪 糠 麗 )

疇覆嚢茜さ萱歪亜で理|≪藝雹軋麗萱歪登厄

(7鋳潤完了}
-4時再懸轟轟悪轟覇覆

3時                 ……“凛

墨 7時

身近な内審で友違岡士、簡書の議曹む

しなさい。
二人権尊鐘現在影の鍵薦丈と応答文の

使い方鍮鑢鸞をする。

鋳e経 露ike sp鍵麓」亀騨 Se・7鍛文書購
唱しなさい.

日本に住んで

轟 鶴t～ ≧ 義襲 齢t～ ④麓い方
を理解しなさい.

一鑽鍮欝場膏定文鍮慶善ヽ方を蕪警する

I轟 間t li降 施騨 機 f醸 な爾
しなさい。

難馨を 一s,一 i郡 紅壼れをさ彗奪

二人権単数現在影に注意して英作文を

しなさい。

鶴『
ま鑢 tttt鍾 答えなさ等ヽ。

嚢蘭文の時の動詞は原彫になることを

理解しなさい。
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昭和S3年 1審薦?覇 (金}第露時騒
｀   ま恣 覆 野 覇

1運  総  障害走
2 :翠時の掩彎[ 輯錢薄/疇
(1)目  標  o インターバルはスピードを落とさずt正しいフォームで走ることが

できるようにさせる。
o 目標をもって、互いに観力して練理する態度を育てる。
o 走路・用具の安全を確か峰、自他の撻顧 。安全に留意して繊書が晴
きるようにさせる。

準  備  教師 ハードル  生徒 学習カード
学習過程

学 警 懸 動

1,集合・整列する。
(1)準鑢運動をする。
●グループ麗ほぞ予う。

o輔輻 を行う。
黛。本時の学奮内容を知る。

藝額を甕罐:こさせ轟。 本時の甕機が

わかった豫Ъ

(総
踏 み 響 り と 若 地 鍮 鑢 奮 を 募 な さ むヽ 。

3.自分の機力皐こ舎った臓―スで繊
警する。

麟
輔

２

３

轟詳

幹
　
齢
器

撃

　

鏑

　

選

一憲
自
目
覇
剛
目
閣
門
目
憲
闇
目
懸
剛
日
日
□
鐵
癬
闇
闇

(1)スタンディングスター群から
3台のハードルをこす。

や  グループで酢 感ヽこフォームを
観察する。

者麹難むにf予浄せる。

見学者の指示をする。

鑢み騨りは遠く、着鑢は近く
:こさせる。

●上下動を少なくさせる。

4.イ ンタータく厳難拿歩か 5歩で圭 lo着地簑暴l歩を大きく踏み轟
る鐵習をする. させる。

(1)ク ラ争チングスタートから5曇 ハードリングやインターノ奪レ

互いξこ毅え舎

嗜ている濾ゝ

リズムはうま

くて》かん理rしヽ

る力、

朧

意畿的経繍曹

できたち、

{響}

台翁ハードルをこす。

5。 整曖選動をする。

整曜運動をする。

数時の予告を聞く。

の一達鍛動作:こりもヽて観察さ蛾

るふ

ン タ ー パ ル の 難 奮 を し な さ い 。

意留 点
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纂 二 義鋒角■tXゞ彙蓮手ふ ボを導キイ逃義懇彗認撃鷺重暴簿}ミ甕聾

II‐ttinlilil亘正三III亜
=垂

奎壼

|     IΦ暑:警辱書警尋曇慧薄よF奮≧ふ轟見馨曇聾菫窟菫聾等|

〔 学 習 彗 動 )

写
日
諄
一嘉
‐

‡薦ξl壁 助ヽ走から
ハードルをとぶ。

(学 響 轟 題 }    ´

募喜薯ス〔百豪藁覆ご丁墓菖亜百嗣
しなさい。

看言議喜t、デ

の振り｀主体の爆き鋳諄習
|

―

一 ― ― ― 一 ―

・

一
― 一

―
―

´

―

―

― ―
―
一 ―

―

J

短い職走から強く踏み切る織習をしなさ
|

土_________―一一二
動走鞭鍵をのばして走り、
嬢習をしなさらヽc

1陸 |

1上 | |

1競 | |

=|(14時間
完了)

1薦墓     童壁登

漱 塩溝壼驀萱I:彊I
音 |―

…

1

ユ
3時間

=T轟
函
~1_電

霊   壼重電骨:

憂 ‐|

50m～ loOmの 障害走を行う。

インターバルを同じリズム、 3歩または
5歩
‐
ごとぶ繍習をしなさい。

詈曇警意し琴警猫F｀
リ`ズムを考えなが

|

tlj Filt.l-ri$JHL* o. F*ea*r ",r:4 ;

|こ′なさt・
l。                 |

踏み切りと着地の練奮をしなさい。

記録会をしなさい。



1体-10

纂l学年5。 3組 (露手}銀鍵鉢育科学彊指導案
曜秘63年 10理 T日 (齢第 2時限 麟

攘 者 安 藤 研 彦

1 単   元  サッカー
2本 騨暉咽  ●置F2/14)
(1)目  標  。 インサイドキックを使った亜確なパスができるようにさせる。

o 班活動に積極的に参加し、相互による評価醸動ができるようにさせ
る。

o コートや麗具の安全を確かめ、自他の餞農・安全に留意して練雷が
できるようにさせる.

(2)準  備  教議 サッカーボール   生鮭 学習カード
(3)

1.給 ・― る。

盤)斑ごとに績隊で集合する.

e準轟運動をする。

2.繊 の響罐野獲肇覆踵るe

3.パスの議習をする。
ω 確実にトラップしてからバス
をする.

総  ノートラップでバスをする.

4.走りながらパスの繰習をする.
(1)2人糧■糠習する。

9 対列で走りながら繊習する。

5.整畿運動と夏書をする。
(1)整理運動をする。
総  難ごと鍾反篠する。
拳難ごと鍾議し合等ヽ発表する。

総 次時の予告と議題を聞く。

o個曇講悪菫・麗躍蒙捻轟安する。
o見学者の指示をする。
ボールリフティング・

プも行わせる。

o各自参目標 。菫の覇標を明確
にさせる。

o建首をしっかり固定してパス
をさせる。

トラップをしっかりさせる。

o走るスピードを徐々に速くさ
る.

o班ごとに、協力して練習させ
る.

o贈 を中心に鐵 る。

o班内で鞭匡評撮させる。
o次 時 の 悪 覇 を 告 喚 意 崚 化 を

はかる。

本時の目標を

たてたれ

て輔

建の内蔵を使

ってキックじ

ている魂

鶴

穣極的に練警

に参加してい

るれ

齢

通轟翻暮鏑諄こ鰹

できたれ

鮮響

カード)

イ ンサ イ ドキ ックで パ ス ① 練 習 を しな さい 。

走りながらインサイドキックでパスの練習をしなさい。

斑 ご と に 本 時 の 学 習 の 反 省 を し な さ い 。

動髪習学 意警 点 評  轟
準

議

選

縫

κ

Ч

幸

心

逼

穫

確

譲

選

程
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第 ■ 学 年 保 健 体 育 科 学 種霧課 題 構 成 1図

(学 響 活 動 )

学習計藤の把握をする。

スローインからの動きを練習する。

(学 理 鰈 題 )

グループ編成をしなさい。

準備運動を作成しなさい。

〈`
:饉
;「:「:::1::「::'「

‐
i:「:;:‐ :;::ii:1::1::;F:;テ 1::…

:::‐
i「

い
:::i:ii::「

1:::i::i:::中 l

lし :・     _____   _   i

違いドリブル、運しヽドリブルを練警しなさい
|

2対 2でポールキープの練響をしな
|

スコーインを トラップし、ドリプンヘとつな
静二練善暮こな碁ふ」

V｀ =′ /‐ ~~´‐い
|

フォームとアットず―クの練習をしなさい。 |

プツ
　
・

テ
る
ス
す
ン
を

イ

習・感
ド
の

イ

ク

サ

ソ

ン
キ

イ

ト2～ 4時間
(本時)

対
い

１

さ

トラップからドリブル、
卜への練曹オしなさい。

ドソプルからシュー
|

―

‐

ドリブルからシュートヘの動きを練習す
る。

―
   |

|                      ＼
＼「 L:_、 ′二

…
F三百瓦丁菖:正蔦竃Yl鐘鶴 |

//,                3動

き「言軍1
謳      百五覇
練習をしなさい.             |

各ボジシヨンの費割を考えた攻防の練習
をする。

各ボジションの繍書をしなさい。
11012晴蘭

チーム鍮特色を生かした練習をしなさしヽ

昌慧身覧蓬言「 Fム
を通して自己の役割と動

|

一二  戻

19時
間  4下 三 二 ニ ニ ______J＼

＼  盪
しな
量 卜 |二 ______   11

1                               
｀
、、

13・ 14難綱昌「 ζ『薯懸こ基雪FT~ム
をイ予い、攻防に 審判法を理解しなさい。

集翻技能を生かしたゲームをしなさ碁ヽ.

ゲームの組み立て ,攻務について反省し、
のダームに生かしなさい。

同
iッ |

111

インステップからのシュートを練響する

10 月

ィンサ三二・■4ろ言二ごlづ イアロント |

|:舅 :禁ギヤ〕3こびY軍 1菫五轟き喜1遜 :|
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教育轟程  1理 …8
鶴

豊。掌   元
2.本時の学奮
≪l≫ 匿霧     機妻   ・

■ 学 1等二7逢 量 理璽 塔等 義許 躍野 書諄 理撃 鱗鍵
駆:雲穣38年 19踊 7轟 く理鶴ξ》』等雲2時『猿邊 瑾琴電理菫重

指導者  幸 轟 博 之
動機母世界

(本時 1/10)
身近な難権参生活韓注轟して動機と櫨機の達したにつしヽて考えさ彗感む

今までに見たことのある動務を,セ キザイ動物と羅セキザイ難警 :ご
分類さ鬱る。

・  資装をもとここして,績轟鈎|=懸 し合いに参擁させ る。
(2)準  饉   教鐸 競み警『セキヅイ難鶴とは』。プ リント
(奪)学彗逢種

評   轟警

轟く。
2.本時の轟標を知る.

。 学奮轟選構成図を説明
する。
・  態度理糠も燿らせる。

。こ織撃元母覆
観浄ゞわ力lつ た力、
(饉寮 }

中

′心

曇

壇

|

3.動物参特畿を櫨待と比 |。  食権をとつたり身を守 |。 難特織特数が
較して考える。 き るた時:こ壽くことを押さ :理解されたか.

r 
*--*

L 
*i : { ry3?' rytr f t=ryi-fal: :
4.セキツイ難務の運動轟 |。  ぎもし餞舟拳警骨がな :。 自分の考えを・
富
・ごあ轟「青骨壼母幾き

を考える。 考えさ慧轟。 をしているか。
(轄番法 )≪1)セ キザイ畿権と鑢 |。  『警彎壼のあ轟壽詩と |

セキツイ幾特につい

(2)で婁輩襲奪屹鼻磯ィ |.る曇菫み物『セキヅィ

曇詩とは Jを崚む彗 み籍を嚢ませ基e
磨設撰塾』峯J彗つくしたら量竜|。 う彗揮予σ〕爆難き働パ

・  籍 :こ 懸発な運難との理 :(鐘寮・発表》

知ってい基難警の幸から ,

警
:こ奮骨があ碁ことを確麗理を見つけたか書

させる。 (畿寮 =発表 )

|セやノイ難権の生懸と体のつ<りに参もヽてま主監整重竺_‐____J

ち
亀
う
け
の

つ

犠
琵
動
を
参
職
攀
翻
鐵
イ
参
ツ

身
尋春セ

轟

「顧
舅
饗
珈
壺

学 習 活 動

攀

醸

選

饉



黎認 ■ 囃降裁爵擁雲爆導彎許癬錯躍嚢罐轟毅簿鍾亀緩鷲

貫寺周 攣麓・饉輔亀 勲 鶴 仰 鸞 弊 窯争覇講難選了

「

驀鍾習撃鶴濃調学

だ

　

」゙

ルＲり
　
・奥
響

か
る
き

の
管
で

慾
き
が

動
解
と
。理
こ

り
を
轟

鐵
と
す

を
こ
嚢

整
轟
分

習
幹
で

や
で
つ

轟
し
よ

く
轟
に

な

書

母
に
時
轟

だ
境
の
摯

ら
畷
そ
さ

か
鑢

」解

録
憑
戦
躍

獲機
1慧

轟 機 ハ 鮮 轟 ぶ :も 彙 島 ふ 負 ぽ 島 囀 ど 綺 轟 轟 懸

鸞0ボ讐轟豊隧量轟よ
からヽ勤秘と機物鍮進しヽ

怒不
薄耳τ〈誉曇Ц遮:

醤鯉恣占雰藷晟警摯Fセキ
ツイ軸機と態やキツ

ξttI暮萱袢ぶ塁F?γ :ITプ奪il二丁T
5つ鍛グループに悪する動物理をな轟べく多く
轟げなさも`.

2・ 3時 ホ ニ ュ ウ漂 の 生 活 とか らだの つ く 撃 ぞ難 し選
つ。

量彎董象テ
=ウ

饉のかわだのつくりを比綾して
4 時 露T喜鶴f′

。`″″` ′し犠“小ヤ咽
＼

嗜
掛
の
さ
建
な
や
え
じ
奪
ば
か
ヽ

う
く
さ
鍮
か
轟
機

りが壺糧饉饉轟導でい

麓撃桑言警菫壌奮象辞
のセキツイ動警と飽較じ

翁薯品塞藝言警奪轟慇言碁よ雪諄聾覧曇奮もヽ「壼勇暴率警募馨華警塞弯Pだ?つ
くりとなか

雖替書蒙な象等貨墓二ぶFの
ように永中壼瑶‡こや

　
教

鑽

ま

鐵
　
て

豊

じ

き

策

な

比
・
を

摯

　

ま

く
　
か

つ
　
な

鍛
　
鋳

だ
　
彎

ら

。
３

か
う
の

ス
轟

睡
も
動

生
懸
イ

の
を
ツ

゛

燻
方
キ
る

魚
じ
セ
轟

象薯轟盛鸞警拿デ霧畿
の多少争。その意購に準

鑢虫のか毎鍾鈴警憔警あげむ番毎`

替菫轟懸基讐警TPる
銭虫織からだのづくり

話機?冒呻穂讐種琴薯拿警量暴貸薯患よ∬
豊灘

りや運動鉾攘子を轍鑽じミミズのからだのう≪りや運難のよ希すを轟

い電ιヽ暮な無セツイ轟物がいることを知る.

S07時

一　
撼
時
間
完
了

）

轟占菫重鸞警言酢ク
だのつく零と豊議につも`て

警た理炒鶏難讚糧懇与賛咆警予賢
難が中るがヽ

雪讚言
盤葬鍛務等賣轟準を患も`進じで意とめを

辱轟筵雪警

幾擁鉾鸞隷器移攣変わ準につ与`て議べる。



教育轟程 重数―重◎

1.題  材
2.本時の指導
≪i》 醤  標

(2)準  饉
(3)学習逢種

鬱轟:重 」竃彙奪 摯 纏 勒 撃 躍毬群ゼ電彙祗覇警蟄 孟 案
昭和事事年 重攣舞?認 《金)第宏鋳騒 教室

指 導 者    伊 藤 彰
方難式

〈本時量/18)
○ 一元一次方程式を等式鍛性質を使って解く方法を理解させる。
○ 自らの考えを持って、横纏的に権亜麗動に参加させる。
教師 プリント

準
鐘
逼

竃

貫幸難鼻覆 雪 をず る舎 チヤイムと麗時ここ饉難薫竃蒙葱

3          
重:    る「今'理

のメ「~ルを鐘底させ
|

○ 態菫轟標ここついf重〕湯景す丞_1

1璽憑ヅ:F「げ
〈観察》

○等式の性質
が確認できた

/

か。

(隣接法》‐

lil

○正しく解け
たか。
(llンドサイン≫

|

1

≫亜導≪慶鐸薔ナ
簸か幸
ξど猿烏韓ヽ

攀 |

]

:

碁
:

ま

:

:

曇:

言

:

:

鐙

:

:

l

(2)=+S=2

≧ 使った等式の性質を発表させ:

(2)-8x=48

|

:

__          |            |

叢

慧

達
難

T        l。

i

》 速く正確ここ解くことを心がけ |○速く正確 tこ

:3重翼」
議ゞで

:_菫蓬甦難鐘2_

させ①肇

:

:



轟 学 毎 数 学 科 学 爾 眼 鑢 構 成 議

重鋳

3時

2時

終噂
性質警使lを曇曇轟魯[、∫

ノ摯露bの方種式を等式ぞ

鵞恣量警轟写轟馨よF=° '轟 Xtt b x+基 ,の形轟

勝つこ録轟轟方程式をの難き方警考えをさぃ。

(1時爾
完了〕

10層 曇元・機材曜 方 種 式 1轟 時簿完了

方種式勢薫饉≧畿鍵を奪えも盛 嘩式勢睦鸞警4つ轟げを黎もヽ.方
穫
式
と
そ

の
解

@馨奮奮彫凩熙珀響F催
爾警鍵つて

方程式奪鷲議節に警慾する。 プン壕璽壺鐘警潟翠く自薫種蒙をしなさひ.

≪響黛『

つて機X+b言
?x+dの 形の方程式を解き方

躍
式

の
解

書
方

いろしヽろな方穫式の鍵き方を轟ぺ轟

懇数が分畿の方寵式尋麟き方警簿え転さ懸ヽ

一致方穣式舎童とめと糠警をす轟. 方轟式を解く手簸につしヽで最とめなさもヽ

方罐式警つく曇手懸警奪ぇる。 等量の鷺係に騒警っけて方程式をゅく準なさしヽ

節寵式警舞鸞こで代量の購鐵警鸞く滲

暑:聾よ]幹

爆診発議暑澪漏轟臨懇警ず》晴¬『リン泰菫藤鮭むつくり書爵離き

仄プ曇響桑∫
時間鍮鐵轟鮭馨警鬱けで方程式なづくり

機嚢鍮鐵儀鍾簿を締けて方種式警嗜く 解き敬さ懲ヽ

方程式を使って欝鍾警解く手懸な意亀めなさぃ

爾Q・ テ武卜を解く。
翼l議糞鋳

T轟飩督魃言暑鸞?鸞嚢馨κ覺奮馨董[ 元
~次方程式を等式の

議 橿
|?欝
霊婁警冬量冒飩警募盪ンにき喜警Fを手艤としで壼とめ,一
○方穫式警疑覇解決鑢利購で議番ょも証さ皓機中
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教育課軽 1美 ―攀

第 ■ に葬穐二 9纏鑽 美 媚園爾導 学 詈 督曝薦撃 案

霧種S奪年鑢周 7日 (豊 》第 2時限 鶴 畳美籍室
指導者 畿城 吉雄

1.単   元 .毅材でつく轟
2.本時鍛学曹  (本 時隷/総 )
(量》轟  糠 騨続しヽやすく美しもヽ作品になるように全体鍵量とめをさせ暴む

鬱鑑賞の要薫や見方を理解させ、北工作品盤対する饗心と興味を高め轟せる。
(2)準  艤 教 籍 I異・プリン≫
(3)学習邁程

学 習 活 動 雪  菫  点   1評 価

撃
儘
鷺
轟

護作に集中して作品のまと |。 進慶磯検討
ドできるような雰囲気にす |がされてしヽる

③ る.           |か 。

監賞がしやすい場ま りに |

議する彗        |

|1逓文錘轟;

⑤ 作轟

5・ 聖時奪予告を覇く.    1 

盛り

            1

¥

爵傍

邊

覇



(10鋳藝竃了)

(2鋳翼)

鑑

菫

轟ヽ

S鋳

8ヽ

3尋

l書鋳

(車警)

〔学習活動》

教科書の作轟餐や参考作轟を見て使うもの

や鱗るもの通ついて議じ合う。

《撃醤纂鐘》

襲銀鍛鐘上げをしなさか

11時霊)

第 1学年美構科学警蒙選繊戒菫

9～ 1憩蝿 畢元名 畿材で―Jく 轟 l霧諾幾完了

覆 響
◎ 材料の性質や翔興の使い方、本Iの構歩釣亀難議や技響を理解
させるL

O 製作0順序や方法を考え、技法むくふうして表理させる事

本工作品鍮つくり方を嚢べる. 饗作亜種警蒻べをおい .

つくつたし`物を考える. 質をどのような形でつくるか考えて、
ァィデァスヶッチしなさい .

製作新薮 を立てなさ等ヽ

緩

材

で

つ

く

る

各都の大きさを考えな尋い.本取 りする。

三難紅賛斜を爾議 しなさい機切銹 し轟藩する。

切断 した材製をていねいにペーバーガ

コけしなさい。

鐘み立てる.

自分の製作の愛奮 を導な基い作品を纏互鑑賞する.

友達の作轟を見て,彗懸や披衛や美し
きについて批群 しなさい。

材料の無菫がないように本取 りしな碁

し` .



教育調購電 1道…19
第 菫 盛許 等 ■ 参 繊 道 竜恵 学 習 ま蟄導 案

曜魏撃3年 10疑 7藝 《金)第 2時頸 教室
指導者  11ヽ 林 千 轟

i.主  趨 割れたガラス (轟  寛容≧議菫≫
2.ね ら Lヽ 。鐘入め動言や意告に議虚ここ耳を罐け,これを自己の嚢雀と鐵上に生誹:して

しヽこうとす4貪持ちを轟義る。
・ 轟分鋳考えを持って、穫魏 こ議し含建ゝに参鸞する態菫を蓑う。

3.準  饉 教難 ・フラツシエ弁―ド  生徒 。読み物 F譲れたガラス聾.明るひ人生
理.指導進種

学 習 活 動
二薄
圏

占
¨

慧 轟貫平

準

轟

遇
種

資料「割れたガラスJのあら筋  :
を知る。              ⑬

フラッシユカードを

使用し。あら筋を明確

:ヒさせる。

一聯

I

を表奮黛言扉雪「
もと:こ。問題点

 |。 1き套曾?曇箱壼:言

・  級友の態度から,主
人公の日覆母姿勢を明

ら歩はじ,大鐘鋳順轟
:こ気づかせ昏。

(1)三

  :菫
喜量墓憂言倉濾象鱈 I    I    11奪

(2)主人公のfテ動についてどう思
うか話し合う。

3 主人公の日頃の生活態度につい
て考える。

(1)ク ラスJ_l仲間が注意をしなか
った原因について話し合う。

轟ら場がつ

かめたか。

(斃 嚢》

ガラスを駆
うてしまつた

本当の販国が

理解できたか

(魏聞巡観≫

く発 表≫

|

中

むヽ

曇

種

鰹入織雛言や意告を

薫直 :こ覇き入れる広い

fかを持つことが入どじ

て大切で轟ることをま

ど轟させる。

T---
i ft ff . #*fi7lri'i€e L {rt$ 6 f}ft*) -: fr fifr)ilh L' &l' ft iL___ --- t--

4.#ffi*ffio{rr}fi1;ffil$Epifdil i" tt6t4,o;HEll:
-:fr*:ffiLaa" I r,T+i.fft.f;f :

{1) tt68d,CI#EtliiE/rftfi ' Tl'7* r' L*i/"P"1t L
f+5 rr*$ i;tl,{ L. 6 r}i.6 t, 6 €5) { . & < a t t'l' L f; L
f r. **-&#&6" I l, i,*e L -; nr 4 =ti>I *ua"

I
--#+

1自分たちの生活をふり返って考えなさい。
ピ主
=L二
二主I三
～~~二
三

自分たちの生活を反省し。鰹か

ら学ぶ広い心を持とうとする意欲

を高める。

(1)翁分たちの生活の中で、鐘じ 器
様な甕題を発表する.      :
〈聖)の
R霊菫戴軍重拿慧奮警憑鷲」 |

lL__」

|・  問題を個人
| ではなく集団

1 営LE換奪警
| たか。
| (観 察)

二著'しから仰

自分を考える
ことができた

か。

(点 検》

確

認

選

種



r         .

教育轟種  1英―プ

第 ■ 鍔諄年 ■ 麓 轟量葵 書甕科 讐 冒 鍮 写 甕
爾雛66年 10月 7露 (金シ舞震時震 教室

指導者 機壇 諄代
1.題  材
2.本時の指導
紅)目  標

総}準  灘
〔轟〕 学奮選程

要本に住んで
《本時 重/7)
・ 二人称・単難・現在形の鍵爾文を理解させる。
・ 菫鍛話し合しヽや績習を話発銀行わせる。
教 師 _F二 露 h鍵 壼 s,Pict理 鍵 轟 だ 露シ 亀 貯 告

学 奮 活 動 留 意 薫 涯了

準

錆

邊

曇

新轟懸旬の発音・意味を華雲しなさいこ

|・ 発音、アクセ
| ントは正しい
| か.(観察 )

菫
|・ 集中して麗い
.ているか.
(鏃 )
磯相互活動鐘話
発か.
(梶欝運視 )

・ 纏亜轟動は総
確か幸
(蜆甍運縫》
。本文の内容が

孟躙垣冒
たれ

。聰帝為蠣◎寅
がよくかかつた
が癬
(縄爾巡穐》

1.新轟語旬を発音する.
(1)裁師の後について発音す《

総)譲句をブニトに織習す碁θ

摯Fl鑢塾軸 を露肇ゝて
Sp鍵鍮に練奮させるe
・ 2分覇書かせる。

中

心

饉

種

イントネーシヨンに注
意させる。

・ 嚢讐鐘鑽理す鶴参

2。
^(1)

12)

う。

13)本文の意味を発表する。

醸

壽

選

轟

本時辣学奮角書をまとなな墓いゃ

4奉 本時のまれ心をす壌姜
(1)毅書なプー群韓まれ轟釉
:霊}譲曹鑓鷺糞瞳ザ鐘む申 く

(3)次時の予告壁爾く。

蓄ぎイント壁鍵示する。
幸魏‖巡畿し、攘Å指導
すほ。



■ 鋼率盤昇拶導藩語澤率母率灌翼癬轟絋 欝攣燿鼈鶴甕

19澤 撃元・饉輔轟 爾本に饉んで 7時鷲完了

0 マイクの藤本でC夏盤緩、マイケや爾驀歌な闘薄銀霧≪理露じぶ
り、そして、日本食の好みなどを理解させ轟。

露糠 |。  次曇語識を理解させ、表現さ巻る。
= 購調鍮三人称撃畿鑓整影 (肯定平毅文 )
・ 動震の三A称単数現在形 (疑簡文と応答文 )
“ 一般動議を驚肇ヽた否定文

互S鶴録～。と臨 sttti∝～.の進171
について理解しなさい。

露本に住んで

疑間文の時の動爾鐘壕形になることを
理解しなさい。

二人称単数現在影の鍵蘭文と応答文の
使い方の難管をする。

身近な鋳響で友達鍾士、闘等の麟響を
しなさい。

聰輔 露i鷺●spttk J叩鰺鑢配 の文を鑢
唱しなさい。

一般動詞の否定文の作り方を理解する I do ttot ―.還二 Fr鍮銀 does not ‐申.J鬱
文を理解しなさい。

―蛾動認め否定寛の鍵い方を鑢奮する do not～ と dtts ttt― の使い方
を理解しなさい.

I do not litte J饗鑢銹ef雌 を構唱
しなさい.

斃Ft(1卜(轟)の内容の重点範簑響、鐘
習をする。

本文の動欝の変化に注意して内容を理
解しなさい。

轍爾を 一s,一 iesに直しなさい。

三人魃 在踊猿腱競議して英作文を
しなさ警ヽ.

憂鑢Fi暉 憲奪st鍾答えな書いゃ

(7鋪導義蓬了)

本課の学書内容のテスト、評轟を受け
る。

「
　

　ヽ

　

　

　

、
　

、ヽ



I   髭
鶴 麓
~―
年

,「



::

教育議種 2社…13
纂 甦

1.単   元
2.本時の学習
(1)琶  標

(2)準  鐘

彗)学習理軽

鑓許翁界 ■ 剤腱   毅i髪蓋導等鋸許濯蜃銀鋳導襄鐵鍾
睡和尋3年 10月  7目 《金》鶴 2時議 教室

指導者 毛 利   公

攀饉 む圏理地方
(本時 3/7)

拿  套
                    『

さ港る°

1.本時の藩篠を知る. 為 態度琶標についても指示す

li:]:二I::尋 L「⊆竃三二百二重:桑二百丁l

鷲事琶i冒之鑢奪墓ミ鷲 |°
分布の特機鍾譲蓮させる.

心:4ン,7¥ゴ苧覇冒菫χ≦事達仄整薯讐撃藁由魃象暮雖菫

幸

邊

仕組みなどにっいて議べ iナー トができたことを知らせ
できたことを発表する. |コ ンピナー トの特色こついて

も補足する.

を考える.      :ザ g:

予告警爾く鬱 ~~~ :そ 華警暮サ冨百夏暮懸通轟1

○璽ンピナー ト
の特色・仕鐘轟
が理解できたが
(挙手・発表 )

◎立燿条件が理
解できたか。
(発表 )

ひて議 し合う.    lも て`も触れさせるI (甕寮・斃蓑》
寵l            人        ~     lё百藤の悪夏鯵

発表できたがむ
(震察・発表》

3.畿戸内海の湾難母状況参:3警警魯婁与雷雷菫曇墨盛Ъ:量震撃言賛馨Γを護べT璽 ンピナー トギ

通「曇二番  星倉夏二置曇看曇量こ私も、
とま

・シ

嚢
か
察

事
た
機

一
趣
く

ノ
帰
◎
轟

コンピナー ト護つ与ヽて議べてきたことを発表 しなさしヽ.

コンピナー トの分布を轟べ静発達した理由を考えなさい.

菫ンピナー トによる影響を調べ,コ ンピナー トの良い轟 と
悪い薫を譲 じ合いなさい参

菫で本詩の学奮0轟盤を発表 し合しヽ9ま とめなさい。

―驚2-

学 習 活 動 留 点轟患 饉評

準

議

進

程

轟

議

達

纏



「

   :

2学 黎諄 =趾 ≦奎 I群 彎亀 1翼 議褒 :理 網奪 J成 図 :

9月 摯元・霧輔名 中国・困躍地方 7時轟完了

幸理・菫彗地方の自然の機手を理解さ管 る.
凝戸肉工業地域の威 サ立ちこ続績を理解させ
る。

コンピナー ト等特色 とそれが発達 した理由ゃ
問題真を理解 させる。

集約的な轟業経営 をめざす醸戸内の農業の特
色 と瀬戸内海の漁業の現状を理解させる。
南理覇 と由陰の農牧業や林業・水産業の特色
を理解させる。

億地域 との織び付きを理解させる。

通 )(学動 )奮(学

自

然

の

機

子

一
　

　

　

　

　

一
産

業

桑

中国・四国地方を経観 し,地 影ゃ気
候の特色を調べ る.

1時

議戸内工業地域の特色を譲べ,発達
した理由を考える.

を最背な羹費麟と置位の
　
ｏ

方

い

地

さ

憂

な

麗

妙
・　
〈
目

曇

じ

幸

話

蟻形 と気候鑢特亀を譲べをきもヽ .

近代I繋発豊の歴史を轟べなさしヽ市

2鋳

3時 〔本時》

工業地域の特色 警襲ぺ3発達の理羹を考
えなさもヽ .

コン L

と理竃 F轟
史:発達の理畿

|

ｗ
特

曇

蛾
「

ξ籠餞鷲経 したコノ 懸アー トにつ

いで議 し合 う.

‐
Ｌ
『
…Ｌ

コ
■
―
―
〓‐．１
‥―
―
―
……
…
…
…
…
…
‘〓ｌ
ｉ
ｌ
ｉ

甕声内の購菫轟襲や漁業の糧子につ

辱詩

漱・みかんづ くり難等もヽで轟べ る。

泰困鶴・曲陰の農救叢幸靭薬 。水産
業の様子を菫べ る。

繭爾豪の質戒趣鱗備覇饉点む奪えなさい

6時

T鋳

砂雄難難饂よ毒轟書の量戦 警運べなさひ

外海の機難の現斌を購ぺをきもヽ

T鋳聞完

と参緯 び 澱戸内や京簸神 と轟籠醒 。曲陰の難 J参
きを調くなさもヽ。

人

々

器

暮

ら

し

攀轟 0饉甕地方 と亀翁蛙域
つきを譲べ るe

… 2撃 ―



一

重、通   材
盆、本時の指導
〈l≫ 目  標

盤≫準  機

(3≫ 学習過程

教育課軽 量国-23

筆 餓 学 年 鸞 纏 轟難懸 準ふ盛許 磯欝まわ崚難糎
曜誓導輔年1曜 T襲〈金)第 2時眼 教菫

指導者 本爾 直鑽

接続詞、感動詞

が、理解できた
か。(縄聞巡授≫

1ずで愛主ず二十せる。

轟詞、連体詞、

≪本時3/5≫
○ 接続議勢性質、議さや議饉ここつひて理解させる。
● 班で義護し合もヽほ積極的に参撫させ4.
教師   プリント
生徒   新修舞舞甕文綾

蜻 握する.
:o感動詞翁働きと種類を学習

準

饉

学 奮 涯 動   1  奮 意 点
 .__■ _il__豊__」司

~~~~~・ ~~~―
一 ― 一 ―

―
― ― 一 一

― ―
一 ― 一 ― ―

―

_止____二____三____L____三 百
「

~~~~~~~~~―
           

―

一 ―
―

1 接続詞つもつ性質や機きを確か織なさひ。             |  |I■
=1■

1ピ■    ■二 _三二__~~~~~~十 一―――_一一‐J
長、陸轟蒻機性質ゃ鍾きをプリlo冒常難言護生涯の中で使わ10接続詞の性質
ン≫ここ墓≧Åする。     |ゎ れてしヽ辱接嚢調をもとに考|や機きが確認で
(1》 各自で取り鰹む。   |ぇききる。

~~~~~~~~イ
1基π悪:

く2)発表する。      理,  ‐

菫iひ
しひ他の品詞に注   警普意、鐸文勢中から、接続詞を選loまぎ

〔 
・
甕薯仄替 驚藁嚢事聰。 

意させ
          |

i~~~~~~~~~三
二 _________―

― ―
  l― _____―

一 ― ― ― ― ― 一・
―
― 一 ― 一 ― ― …

―
― ―
二
一 ―― ―

______

1例購 鑢 鑢 機 きによっな
王 讐 空 上 _二_二___二 」

3、 ・Fll文中の接続詞を、鐵きの|(Dどんな意味蘭係があるのか10全員が積極的
上から六つの種類に分ける。|も話し合わせる。     |ここ班懸動に参加
(l≫ 各自・で分懇する。 っ | |し てひ碁か。F島 ヽ  ■1貯す ittL〕 Aを 、妻卜=彙 ―≪露≫ 班で話し会建ゝ尭蓑する。|             lν

｀
ξ轟鷺饉寵≫

|

○ 正しく分類で
磯          |き 房ふ.…

… T
4、 接続詞の種類≧堪称ここつひ |● 握示された接続薫参議きと|    ≪挙手)で鶴4・         l名熱を確認する。

~十 __Ti    、‐
辱、プリント鍵整理をす4. |             |
|~~~~~~~~~一

―

― ― 一
―

―
― ― ― ― ― ―

…
1_____一

一 ―
―

一 ― ―
― ―

―

― 一 ― 一
一
――

― -1_____―
― ―

― …

L_F響 雪 設 輩 _____二 __―
―
― 一

二

:1闘       壁≫4.  卜      ip     。 接裁墓覇砦鍾畿

T、 次時動予告を聞く。

|

|

―一―――J

義

　

心

　

饉

種

確
認

饉

覆



2学 髪手 鰹藝 轟驀 藩鋳 裁許 確響 言羅 遅憲 奪簿 桑鷲 萎聾

:量尽咀_壁f響ず萎
巨、登  炉 輌 仇
1時  ( 学習内容 )

―^一―一――――――一―一_一―――J

(轟  趨 ≫

|「

す
~~~~                 _

2時
            |[ギ 資文から副詞ここ:或 どんな種類があ轟かまとめなさぃ。 |

1文 鳳轟ム
=

|

|「
~~~~~~~―

―

― ―

―
―
―
一 ― ― 一 ―

― ― 一
―
―

―
― 一 ―

― ―

1、賓IIF

響
感動詞を三二凛 ζ類霧分け1~喜

~れ

ぞれの機きを考ぇな
|

|さ
も`。             |ヒ_______………一―――――――――――・―――二ヽ‐____」

「
Ｆ

Ｉ
‐

||「:轟
4趙 鍛職き覇 ‖響重摯
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教育課程 2数-24

第

1.題  材
2.本時の指導
(1)目  標

(2)準  備
(3)学習過種

2学年3組鶴轟甦露扉霰М轟時眼
指 導 者    松 本

不等式

(本時 8/12)
O A<B<Cの 形の不等式が解けるようにさせる.
0 積極的に班活動に参加させる.
教師 プリント

数室

幸 予

1.計算繊習をするo ⑤O 自己採点させる.
準

備

選

種

申

心
遇
種

2.上の問題を解く.
(1)各自解き、発表する.

3`本時の目標を簿る.

8 鰍冒警警基≧軍合饉奮晶墨≫
⑬ るようにさせる.

4.上の甕題を解く.
く1)2つの不等式ここ直す。

(2)各自解き、発表する.

解決する.

6.次時の予告を麗く.

O A<B<Ctま A<Bと B<C
C)の 2つをまとめたものであるこ

記
う
募菫震露菫重継は、多リントを
やらせる.

○ 文章題を解くことを知らせ亀

教科書P82匿憂を解きなさい。

5,本時のまとめをする。
(1)罐警自轟奪く.

(2》 発表する。

○ 携轟巡視し、爾人指導する。

奪》邊で話し合 Lヽにより疑轟を
:● 疑蘭点をJ・E全体で解決するよ

○正しく解け

たか.

く挙手〉

Oわけること
が理解できた

か。 ≪観察》

◎正しく解け

たか。

(黙手》

〇積爆難鋳ζこ環

りくんだかo

≪観察≫

３一Ｘ２く

１
一
Ｘ

く

３

３

一

一

２

Ｘ

ｌ

ｒ
ｌ
ｌ
ｔ

を解きなさ毎ヽ.

不等式  ―轟<2X+3<12-X を鋼:きなさいこ



2~― 」準 翼響撃 準絆弊 理「 層熙 選願1雪撼≧逓翼

9月  : 麗材名  : 不  等  式 1 12時饉完了

事標 :0数量奪大小撻係を不等式盤農せるようにし,不等式とその解砕意味、不等式の性質を理解させる.

O不等式の性質を使つて一元一次不等式を解くことができるよう亀じ、これを輝題解決に覇薦できるようにさせる。

0撼単な一元一次不等式を達立させること、および。その解の意味について理解させ、これ警解くことができるよ

. l うにさせる。

3時間

穐

・

亀

鵞

ｒ
．■

ま

ム

Ｔ

島

聴

聾

番

ｌ

ｉ
撃

上
弓

・す

１
．１
　

壕

　

亀
，

3χ +7≦ 5だ -1を解きなさい。

3時薦

量

つ

の||「腰戻扇懸画面醜覇己
不

等 : :8時 (本時 )
式

2つの不等式のを使つて問題を解決

3時簡    :す る。

教科書P72調で品物の選数χとし画係を式
で表しなさい。不等式の解の意味について調べる.

教科書P73目を解き解の意味についてまと
めなさい。 ・

不等式の性熙 正の数の場合 )につ

いて露べる。

不等式の要辺に闘じ正の数をたしたりひいた

りすると、大小興係:ま どうなるか調べをさい。

不等式の再退に日し負の数をたしたりひいた

りすると、大小棗係はどうなるか調べなさい。

不等式の性ダ (員の数の場合)につ

いで翼べる。 不等式の再週に賢じ負の数をかけたりわった

りすると、大小嚢係はどうなるか覇べをさい.

不等式9=>-27を 解きなさい。
藩阜を不等式の解き方を考え墨.

不等式-2χ <18を解きなさい。

4ζ +7<10-3(χ -5)を解きなさい。

数科書P30め鰐麗 Sを解きなさい。

χ+2く 7
3χ >… 6 を解きなさい。2つの不等重脚騨再き方を考える。

4だ +5>-11
14-5χ ≦2+χ  を調:きなさい。

-5<2κ 十参<12-χ を解きなさい

教科書P尋 3の轟轟4を解きなさい。

閣
　
　
題
　
・

一プ

ス

ト

纏冒爾題を解く。 政褻穣P84の範懸 1.2を 解きなさい。

救要書P84鋳理題3.4を解きなさlF l.
10。 11,12時

勤 ) 遜 }

6時

T鋳

輝習く学活習〔学

不等式の両辺に同じ正の数をか:すたりわつた

りすると、大小関係はどうなるか翼べなさい。

不等式3χ 一う>4を解きなさい。



教育課程 2英-16

舞響2豊諄 費昌 4難盤 撰萎語 群響諄 灌譜普 華諄葬霧
覇和63年 10爵 7日 (金》第2時餃

指導者
教室
桑原 進一

1.題  材
2、.本時の指導
(1)璽  標

(2)準  備
(3)学習過程

What Do You ttant to tte?               ´

(本時 2/5)
。轟ve(h器 )to～ の文を理解させ、本文を暗唱させる。

教♂内凛P亀難声略導琴
Fnt鼻薇渉しようとする零度を育てる。

学 習 活 動 留 意 点 振評

準

備

過

程

ff・テストをうける。   6 。新轟単語かし
つかり書けたれ
I(プリンけ

。Lve(has)t。
がわかったか。
(観察 )

(1)

I Ⅲ 9(魅
S)tO～ の用法を理解しなさし、

竜す文蓮童雪蓬彙 
参
彗聾讐TI貫
言

have(Ms)
教師の澤
を考える。
意味を発表する。

資った 
。

管理謹響lhave≪Ls)to～を1
英文を作る.

〓

轟

申

」心

過

縫

|

本文の内容を理解しなさい。

3.
lll

韓)

13〕

い
　
ム
ロ
　
　
。

ｏ
つ
　
し
　
る

る
に
〓
話
　
す

購
睦
＆
鞍
　
鞍

理
プ
す
を
　
を

を

一
議
味
　
昧

容
テ
音
意
　
意

蒔

・
を
の
　
の

の
語
文
文
　
文

文
教
本
本

。本

本
　
て
　

つヽ

O短いフレーズで音読墓
せる。
・机問巡視し指導する。

。指名する。

。相互活動は活
発か。
(説闇巡視 )
。本文働内容が
理解できたか。
(指名 )

。本文の暗唱が
できたか。
(指名 )

i李文を警雫じ琴さい。

4.本文を暗嘔する。
(1〕 各自で錯唱する。

幹)`ペアーを決めて会話をす
る。
13)発表する.

・ 各自のベースで暗唱さ
せる。
・ 班内で、役割を決めて
会議させる。
・ 指名する。_

本時の学習奔容をまとめなさい。

5.本時母まと織をする。
(1)重要文を確認する。
(2)次時の予告を聞く。

Э
‥
卜
上

。ポイントを明示する。 。ポイントが確
認できたか。
(観察 )

確
認
進
種



一

2学 年 英 語 科 学 習 課 題 構 成 図

10月 単元・題材名 臨 t Do Yo毬 爾attt to 3e? 5時間完了

動活

○ 自分の両親や兄弟について、小さい鋳何になりたかつたのか
また、自分は将来何になりた17Lと思つているかについての簡単
な問答ができるようにさせる。

目標 lO 次の語法を理解させ、表現できるようにさせる。
・ tellの導く爾詞節
・ 懇聰 儀郎)to～  とその疑轟文、否定支
。  Wby“…Ⅲ・・?  T●・‐・"‐ .

マイクの両纏が4ヽさい時何になりたか
つたのかをとらえる。

教師の示す文を見て意味を考えなさい
爾hen l was a little girl,‐‐喘““‐"・・・.

恥銀を用いて2つの文を1つにまとめ
なさい。

臨 t轟 篠id)yolu ttt toぽ
I聰就 ←畿ted)to梅 一ヽ―.
輸応答文の績習をしなさい。

マイクが激 何になりたかったのかを
とらえる。

載師の示す文を見て意味を考えなさい
I Lave to stutty science.

本文を暗唱しなさい

響hat Do llou
曹ant to Be?

マイクとキヤシー鋤対議文の内容を理
解する。

have to～ の疑間文、否定文の作リ
方、また、意味を考えなさい。

冒球 …? To…?の応答文の練習を
しなさい。

(1卜や)の学習内容の重点鋳復督、麟習
をする。

自分の両親や兄弟が小さい時何になリ
たかったのかを班で発表しあいなさい

P.42練習Bを用lr lて have to～ の
疑問文の作琴方母練警をしなさい。

P.42練習Cを用いて 響時 ………?
To……?の応答文の繊習をしなさιヽ

本課砕学習内容勢テストを受ける。 本議の学習典審つテストを受け、理解
できていない点を優警しなさい。

2時
(本時}

ぐ5時溝完了)

(学 習 課 題 )
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教育轟種 蹴数―盆4

欝諄 2ギ許 奪■S鐸彙 数 =響暉鶏 学 習 警諸馨 :纂墨      |
曜和63年 10躍 7轟 《金 )纂 2時眼 数室   |

指導者  伊 藤 富 男  :
1.題   材 不等式
2.本時の指導  (本時9/1重 )
(膚 }目  標 o 2つ の不等式を利層して数量の費係の爾選を解くことができるよう |

にさせる。
o 種互活動の場爾で、積極的に発言できるようにさせる。       |

〔産〕準  備 教鐸 TP・ 定本
生徒 計算練習帳

43)学習邊難

難涯奮学 響  意  薫 糠評

撃

罐

爆

種

1.計算繊習をする。     Oo自 己採点させる

2          

る    [O       ⑤

(1)覇題を把握する。

(2)隣接で問題を確認す

(3)数量の関係を言葉の|

す。  争′
(4)不等式を立てるし
(5)不等式を解く。

(6)不等式の解を発表す

(7)解の鈴義をする。
(轟)櫨躍賢響饗を聞く。

5。 本時的復習をすふ。  T~可
~~~    ~

(で )各自で解く。       105分 覇で解かせ 1
(2)菫で解を確認する。    1
(3)全体の場で発表する 1

(4)艤越講項を鐘く。
ら,次時め予告を懸く。

幸

J懸

過

種
:

:

|

|

l

―一要

:

饉
:

轟 i

1

:



2時間完
~‐

f

2守 躍事 欝電ゼ絆 準絆蓼 灌霧機 癬顎礁 薄≧巨藩

○数量の大小蝿係を不等式:こ嚢せるよう:こ し、不等式とそ・の解の意味.不等式の性質警理解させる。

○不等式の性質を捜つて一元一次不等式を解くことができるようにし、これを聞鰹解決に利鷺でき機ようにさせる。

○饉単な一元一次不等式を達立させること、および、そめ解め意味:こついて理解させ、これを解くことができるよ

う↓こ導せる。

3時間

不等式の解の意味鍾ついて灘べる。

難 )(学

糞

・
・

園 属

~卜

＼
＼
巨匡菫蓮互yttIIttIヨ

ゝ
｀
＼

i:::::::::::::::::::::::::::II::::::::::::ilil:::::::::::i::::::::]

扇轟豪轟轟藤¬
一
― ― ―

一
― 一

J｀ デ 轟 悪 薦 百 熙

~嚢

蔦 西 ご
Tョ

1懸巨y病鰈亜‐‐‐ふ、一

教科穣P7懲鍔で轟鞠の羅数だとし爾鴛脅式

で表しなきをヽ。

k―運電
=轟
藝電蓮轟轟

ヽ

<〔
(12時霧 1   事鋳

]  「懇覇謳餘孫.//運雪眩凩鯰厄璽
|  |  |                    

「
______― 一一

      
― 一等置

完了l

教科書P73覇を解き震の意味撻ついてまと
織なさい。

=ィ
/[藍萎互憂五董彊亜奎≡江IIIコ

彎 再∫ ＼お [`壷≡憂憂獲饗亜II亜
＼
＼

1属

「十一
1冒 |1鬱時
L望整 雪 整 壺 _‐て

｀
‐ 輩 鶴 .墨
＼、、 _______― ――――

―
・―‐――一―

一
―一

1 3藤≦ぅだ一
~1を

解きな碁tt.  ~~|

琴1爾
「
L    繭 繭 ト ー機 彊 壼 驀 翁 嚢 憂 Iコ

写 離 亜 獲     
一一
{_13_屋～王 望ヽ 饗 L

4χ +7<1参 一参( を解きなさい。



数育華鶴  2理 …
鐵 量

1.j撃     づ亀
2.本時の学曹
≪1)選   撥

く2≫ 準   鸞

(3≫ 撃騒 種

1奪
電裁自露 嘔≫鑓難理難撃導電牽瑾彗警鐵 尋撃 騨醸

曜種鰺鵞隼 電器量 7暴 ≪轟》舞 2時霰
艤 審   長   蠅

罐 競 薩 健
≪奪蒔 1/11≫
ゆ 翼罐球2燿と範電池倉燿を使った薩臨に渉彗轟量竃球の購
轟さ翼つ難ヽて纂べさせる。

・  饉力して菫懸や議 し轟ιヽこご攀鍵させる。
鐵轟  菫竃球 ≪ンケッ トつき≫、鐘鸞濠、薄畿 t畿驚池本ルダー
プリント

畿寵

響

薫元↓こついての鍵議をする

窯時の難奮睦麹:る。

参心電気露轟霊尋 を燿 尋。

4懸 曇路をでき碁だけ多 く書 く曇
〔言≫饉人でノー トに書 く.
《慶≫理で轟轟する。 _

≪参≫轟擬 3ご書いて難表する曇

◎季薫時翁 まと時覆ず 轟.
(1)プ 替レ ト壁瀑:く 轟
く倉}理で答え合ゎせをして糧出
す 鶴議

79渡轟鍮季警栽ぬく轟

3.壼 竃球僣瞬 轟さを鮭鐵ず 機。
ギi》 購 るむ場畿ふこ警尋をつ彗墨心

≪.2≫ 亀諄 をもとに理 ごとここ難襲
す 轟。

く3)つ な ぎ方と明 るさとの要銀
を考察す る。

。 醸麗構成瞳鑢轟曖をす
る。

鐘鑽 糠種 も示す。

参 壷電球鍮曖鑢憾雙べて
轟な彗と運驚が鮮襲鍮 繊
で、鐘 じ鐘整を簡璽も鍾

んで比べ させる。

P 爾 じぐらい○銅 るさ質
は、日 じ番号をつけさせ

る 。

。 豆電球・ 乾電池鍵 々
に分けて考えさせ轟。

0正難ば警けてもヽ
番か。 (饉整 )

。饉の人 と鮭難 し

てい るか。

(縄互織正 )

。震力 して実麟

に奉撻 導てい

るか春

く機轟巡視≫

藝轟轟力・ 応薦角

が難翼つ亀ヽたか摯
≪プリント≫

壺購 2置と範難 倉罐賭贅予た曇議をすべて書 きな さい。

。 最も涯単な日臨を示
す 。 _

O 霊鷺球、範電池尋各々
鼻こ菫列 争並爾つなぎが轟
ることを教える。
。 9進 り書けているか
醸轟 させ る。

轟轟纏鍾麟攀 轟量電球鍮鐸 導さを鷹覇 しな どもヽ轟

菫鸞球錢購 るさ尋ごついてまとめな さもヽ。

轟覇轟朦儀鸞え馨拳

。 鸞鸞 幸瞳霊患ご争 もヽで学
曹す 轟ことを蠅:藝せる.



鐵 費 寧 奪 彗 科 学 時 鸞 機 成 圏

:警彎 1礫菫彙 摯雛 1襲肇 電 濃 轟 鶴 : 11時轟甕了

簑簿

電黙彗の長さゃ断覆論と畿鋭の大鬱さとの
震藤奮無毬晨

菫魏圃籠、菫爾鋳路の竃競と彎麗籍鐘係を
まと峰轟.

舞選量管麓曇響星賛霞yけ予奪機撲と全体

,塞態や購鐵警通し、亀競圏鐘籍纂醸的庵性鷲を球鸞させ
も。
寺罐驚・ 鸞題・ 機競の機像を重態させ懲奪

( 撃 讐 薩 麟 ≫ 醸聾警撃

:鋳

(1腱ヨ彗〕

{1:毒崎
宣y)

鸞籠麟鰺鑢等壁鮮ぽえなき幹攀

グラフから種熱彗の轟事と糧統の大きさとの鑢
儀を考えなさもヽ。

ダ争

「

つヽら電鶴婢脅断藤蒲亀轟鎮の大きさこの
難餐を考えなさもヽ.

嘉肇璽籍墓:こおける電漆と竃垣の大きさを測定し′
をさもヽゎ

畿贅騒難ここおけ為電演 o電層:こついての規難性
を奪鴛しなさい。

痙醗藝轟、選yll難鷲瑶藤難と燻覆登の懸 を構と
めなさもこ。              '

仄 警 翼
yけ 諄 翻 ザ

鰤 臨 欄 鑽

ド ξttF鑢琴
濾倉磯を鸞つた機鍵をすべて

暑MF榜
軸 ざえヽ鰈 ・ 竃麟 蝙

竃鸞・ 電題癬饉念警罐解しなさい。

電流重十・ 電壇齢参使亀ヽかたを警得す番.
琶理覆翼魯‐
接つてヽ量購の臨・雛

電簿装鍾参錠もミかたをおぼえなども黒篠

罐奮冬駐Fた
を灘しヽmとり 躍寵鋼離/」繭鶴〕こかか鶴竃圧嵩菫え尋と電議 i轟 ど

魯ように変わ機か畿べ考1さい。

罐麗と鸞境との購礫を構鐸露ずる。 雛期鶴割験をグラフ亀し、電歴と轍 脅魔係を考
撃しな奪盤ヽ。

織魏の範念を罐躍しなさ義ゝ篠

難驚轟饉ξごぉけ辱電流と電麗鍛大きさを麟 翻 饉圏議だ修ける電難饉と電鑽酢鋤大きき竜濃鞍館じ
なさい金

墨辟耀饗颯拗露ず臨
趨輔

難到醸簿ぱおけ機鸞競 `竃理についての規則鐘
警篭爾じ稔ξ藝.

並F/f圏繁ぱおけ譲各抵携と全体命轟統母鐵繰警
欝べなさtゝ゛

畿
'驚

こ責」蔵骨キ争もヽを知 暮藝 難湯ダイォー算こ選藤湾、鸞漁竜それぞれ流して
光り方のち蒔亀もを穆 しなさもヽ.

1につもしてま義轟なさもヽ。



教育課種 2技 ◆家 -14

(2)準  機

(3)学習過程

第霊学年11012纏 く鷺子≫技術 ◆家庭襲学奮指導案

曜和彗年 l参周 ?懸 ≪金≫  纂鸞時恣
指導者    籍 襦

本輔鶏騒工 菫
≪本時 6/35≫
o難重に対する本材の強さ参覇薇ここついて曜蝙さ彗纏檬
o褒内で相互批正が積極的ζこでき轟よう範さ彗る。

重六 千琴うbば
ねこJか準

雪の 11教菫
菫 夫

元
習
糠
学傷時

甕

単
本
≫

・
・傘

盛

鵞

繭鋳翁学奮
寵害をは剰
できたが寺
≪挙手≫

畿纏鋳慧こ鑓
溝鑽を通参鑢
して鷲Lるか。
(縄熙巡縄≫

III内でしっ
かり話し合
えてひるか。
′《観察)

フ
・
Iノ ントlこ
学習内容が
まとめられ
なか。
(隣接バズ)

量,欝時の学奮を振奮すほ
≪量)プ至ザントtこ奮≧録4◇
≪藍≫鏑で確議する。

宣。本時の準奮凸書を鰺る。

雛゛ぱねζぎか準を理耀して ,

八抒言扮仄骰轟種襲彎ざ幅◆高さの関係を知る。
(1)ぱねばかりを使って,覆
重を最まかる。
(2)プ リントに数値を記入す
る。
(3)班で話し合う。
4・

轟諄嚢番難亀象零警雪竃
る。

6し 本時のまとめをする。

7.次 時の予告を開く。

5。 本質材料の特徴を考える。

る
る
べ
べ

調
譲
を
を
称
畿
堪
特
吟
静
≪
く

桑種類の蔚重の性質を確認しなさ毎ヽ。

o認知目標と態度目標ここ触れ
る。
o不明点があれば補足する。

繭げ強さと角材の難 高さとの爾係ここついて考えなさい。

◇実難縁裁事分鐘を曜罐登こさ
せ轟舎

◇こfねξぎかりの最大謹難麺Å
させる。
◇灘げ強さ警菫結の幅と,農
詰母轟さこの購藤をぎづか
彗る。      ″

本質材料について考えなさい。

不暁な点につ Lヽで購同士で
教え合わせる。

o教科書を参考にさせる。

蘭重ここ対する本材の強さの関係を確認しなさ鷲ヽ。

幸班内で糠力さ彗,プリント
ここま≧録さ彗壕幸

o本材の禁工濃量こつヽゝで学習
ず轟ことを鶴らせる。

選
　
軽

-

学  習 活ヽ  動



鶴 霊奪鐘準 響轟轄・要家農爾鶴 奪亀弩野‐鐵翻購響動臨爾

9～ 22蒔 単 元1 名 本 ば 加 :工 麗 導轟鋳難竃了

鰯 饉 §魃箋餃祗轟山眩貪菫量曇
書

で理解さ彗墨。
◇ 遷驚金涯や産難の中で難たしてい轟未結の機爾を理解させ
る,

{尋 時鐘》

時
彎

〉奪
本

《轟時轟
甕了≫

ぞ慮時爾》

末轄を羅いた構造務を丈夫な構造にす発ため翁
くふうを考え碁.

姦近ζ通轟碁舞輔縫穫燿した本震轟を考ぇなさ静.

崚麗驀難、贅饉饉件をもと涎彫・大きさ。使いや
すさを餞鯖する。

折惨なな尋購掛け鰺磯鐵藩鋳や鍵麗鍵簿を考えな

三角彫や饗角影の構造を安定しな,丈豊権韓遼ξこ
す碁麹 層考え感.

鋳鷺鐘つしヽ電欝べなさをヽ。

角結機撥舎譲とそれぞれ0嶋轍義考える。 農紳鍮撥舎濃とそれぞれ機構鐘警覇べ毅さ路ち

薦重に対する木材の強さと機鐘薄向織爾爆銀つもヽ
て考える.

薔重aこ対す機本材の強さ0饉等ヽな考えなさい。

套誓『 警
さと舎水率
'比
重,機種と

言
関係を警え

角結の文夫な使啓ヽ方重ついて考え儀. 轟ξガ強さと材料舎纏・高さなの購饉篭備えなさ得ヽ議

蒋 軸 寵轟へ鰺それぜ海鐘 鍾鐘われる
絆うぐ警欝へ辱。

本工轟と本聾畿鐵を鷺載してそれ響れ鋤彎畿避舅
べなさいe

襲 作 磐 準 機

木 製 品 の 霧 作

学 奮 の ま と め

《亀鋳轟》

〈量攀時薄》

難活冒学

(1時鷲》 1時

蓬時

5時

≪T時欝》

拿鋳

《S時溝》

(20時簿》

7鋳

木

製

品

の

最

針

糠 轟曜潤轟醸瞳鋳構造り鞍韓撃鰺藤薫滅護こ警等ヽ
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第 3学 年



教育譲程 3体…35
舞毬 轟 輩詐 彙馨 ■ ‐ 2爵 難 爆 健 4簿二華等 科 学 霧藝「警諸 導 案

昭和63年 10月 T困 (金 )第 2時頸 武進場
指導者  吉 轟 英 雄

1.題   材  鷲  道
2。 本時の指導  (本時 4/12)
(1)目  糖 ○ 二段わざ・出ばなわざの技能を修得させる.

○ 自他の健康安全に留意させ,練習や試合を通して,自主鋳に,礼儀正
しく互いに協力する鐘度を養う。

(2)準  議 生徒  竹刀,評任表
(3)学習選轟 、

学 習 活 動 留  童  点 評 轟

撃

罐

選

羅

幸

滲懸

選

種

難

議
遥

種

1,判
2.集憂
報告可
3.本懸
習雷擢

議運動を行う.

ン・整亮じ班長は欠席者を
ドる.

ξ言璽菫讐奮『
把握し'学

|°鐘撃雪冒F饉
度轟
琴
につし`で

o鍵ま ,安全を維議する。
o見学者へ母指示をする。

o撃艤運動か
白主鈎銀取

撃鐘量れて
いるが難
《爾寮》

正面 一 連続左右繭録繊雪をしなさい.

五しヽに憾陶

多ながら糠

野してし`る

P。

(観察》

4. 2ノ
左右覆
をす還

(1)露

羅

重ヽ組になり,正面一連続
『
F打
ち孝と受け方の禁影

鼈進・後退 しながら後左右

霧の練雪をす暴.

豊本 1本を正蓬に打たせる.

o集合もヽをこめて譲甕碁せる.

７
Ｅ

．Ｉ
「
調
要

４
ニ

０

二段もぎ・轟ばなわざの練議をしなさい.

巨し曝ヽ姿纂
ご董濃鍮打

等ができて
か轟か暴

響互評轟》

5。 班ごとに,二段わざの練藝を
する.
(1)小手→繭
(2)小手―購
6.出ばなわざの練習をする.
(1)出ばな蓋       (
≪2)出ばな小手
7.亜機隷書をする.
(1)互 もヽに練習してきたものを
試して轟る.

o正薩に達く,連鐘じて打突で
きるようにさせる.
o受ける者は 1歩後退して受け
させるニ

|

o手先のわざにならないように
身体全体で,轟て打たせる。

参 且

）
―
　
タ
ノ

こ
で

４
ｆ

本時母反警をしなさい肇

鍾確を評畿
ドできてむ`

纂か準

《評爾表 )

入ず碁・
 夕鸞欝蠣熙曇文貪重⑮憲盲]｀

で

|

壌
疲

ず

竃

く

０

一-37-



繹 5纂 理寮 奪三イ躍 健 鶴哺彗 群卜奎撃 習 翻騨醸 構 ぶ 群轟

①難進の基本動作や対人鋒技鏑を正しく身につけさせる。

○練督や試会を通して,自 主的に会礼儀正しく,互 む`に鶴力する重魔
鷺纏 i を養う゛
◎罵具や練奮場の安全を確かめ,禁 じ技に雷菫し,撻康・安全江鷺意
して議饗を行う鐘度を養う。

(学 習 活 動 ) (撃 習 議 種 )

構えの線輩をする。 グループ饉成をしなさも`.

体さぱきの機響をする。

4時
(本時 )

正臨 。左右面・小手の打ち方と受け方

の糠習をしな基い。

出ばな繭 ▼轟ばな小手の輝雪をしなさ

も` .

ひき轟 `ひ き鋼の筆書をしなさい。

―一一――一

―

――――一一―

―

       t
かか り鐘習をしなさい。       !

壺

グループ内の試合をしなさも` .

菫対抗の議会をしなさい.

試合をする。

素振 りの練習をしなさい、

理の打ち方 と受け方の糠書をしなさい遷統左右面の打ち方と受 :す方の練雪警する

二毅わざ 。出ばなわざの練習をする.

彗:き わざ・抜き技の練警をする。

払いわざの様習をする.

(12時 間完了 )
払い小手・感・慶の擁爾 をしなさい。

約菫糠資をしなさい。

すり上げ場ざの糠爾をする機

互格練習をする。

-38-

10層 題 材 毬 剣 進 12時間完了

小手す争上げ繭 壺菫す雫上げ銀の隷習

をしなさし`.



教書轟霊 導体― 感9

第 轟 響塑撃 ■ 02麗 整≪難 無鑽 本 磯蒙 鶴 穫試鑽 幾攀 諄 k     l
躍稀導墨年二奪爵T爾 (金)欝量時畿  運輯壌      |

躙 者  藤 藁 二 三 代    |
2,単   元  パレーボール ≪奪Å制≫
2,本時議学奮  (本時3/14≫
く菫≫轟 穣  ○ オーバーハンドサープ参技畿邊冒得させる。           |

0 自惟参纏農 。安全銀警意させ,=程 こヽこ樵廃して請轟鞠通瞳習が   |
できるようにさせ爆.               _・

く2)華 犠  畿舞 _バ レーポール 21曇 警 評饉表            ‐

(3》 学奮選竃
学 爾 涯 難 菫慧警 評 涯

導
畿

轟

難

可丁薩鑢藩
~瑾

隣卜撃薩誌簑を

ξテう惨
2.壌晏鐘欠藤種,見学者を
轟べ簑畿す壕藝

憲.本時の準奮轟篠を簿導.

○健康・安全を確認する。

●見学者に指示をする舎

○本時のれらいや学習内容を知ら

せる。

0自主鋳鍾涯
動が響昔われて
鶴ヽ4か鶴畿諄≫

しヽ鸞  :

●轟習参被饉

が身はついて

もヽ建かく観察≫

○霧亜いここ注

意しながら繊

奮難して苺ヽた

か{櫂亘批正》

○本時器翼標
が達成できた

か≪発表 春

評鸞嚢}

オーバーノヽンドバス・ アンダーハンドバス鋳糠習をしな竜

中
　
　
心

蜃

鐙

4.2人 重襲になり,オーバ
ーノヽンドバス,アンダーハ
ンドバスの練習をするe

○ボールの下に素駅 入機,警を
使い,からだ全体でボールを押
しだすようにmを さ繊る。

碁.オーバーハンドサープ銀
繊奮をする.

(1)驚 A重 組で,ネット
よ参6饉 れ,オーバ
ーハンドサープの鐘習
をする.

≪2〉 エンドラインよリサ
ープの線習をする。

○ネットに対し,直角に向き争腰
をひねりながら体菫を鱗通鍵か

けて打つよう鍵させる.

○ポールから甕箋難さないように

させる.

○能力に応じて,距態を伸ばした
り,レシープを入れたりするよ
うにさせる.

本時の学習鍾標を反書しなさ毎ヽむ

オーバーハンドサープ参纂雪をしなさもヽ参

畿

簿

　

卜

　

鐘

轟.反省,整理運難をす轟奉
≪1》 褒ごと鍾集会す轟拳

◎ 各類で疲省をす轟書

O嚢ごと鍾難し舎慾ヽ覺
表す暴。

T◆ 次時参予告≧覇選を簡く。

◎爾,指,腰を申心亀こしつかりを
行わせる書

○経内で権互評優瑳させ争自分で

分からなもヽ薫鐘鷲づかせる。

③次時の麗轟瑳告が,重歓を持亀
せ馨.



=

パ
ル
ー
ボ

ー
ル

一
１曇時闘完了)

|

|

○バレーボール翁披能を警等し,鷺爾鐘饉睡生かした婁鋳の仕方を考えてゲーム

ができるようここさせるe
Oチームζ通おける自己鍮役構を瑾解して,その資置場曇たし,互いに糠力して鮭

轟撰|。薄壁覧ン『言「曇畠瑾巡墨辱ネ立霊竃暮量じともt手 ,その購果を腱警レで畿麗
方法などを工夫し,ゲームは藩層で奮辱ようtaさ 鸞曇。
○載警卜や躍翼の安全を鑢かめ,自饉磯健康・資金盤鬱載機鸞冒やゲームができ

饉ようにぎ彗轟
`

(学 警 感 動 )

グループ鐸成。導爆汁甕覇運動権作成する。

|バス・ フ ン`トワ
~クの糠習をするo

2時
アンダーハンドバス嚇綴響をしなさしヽe

サ…プ鋳彗奮なするo

3時 く'本時》

4時

スバイクの綴習をするo

5,S,7時

手で投げ上げたボールをスパイクしなさい.

三鱗攻撃・ ネットプレでの嬢奮をす轟る

10,11時

|

―

―

一
一 一

― 一

―

一
一

一

―
―

一

嚢 1_lI三 二 _■ ■ _…
… … _― ― 一 一 一

―
一 一 ― ― 一

―

一
― ― 一 一

―

菫2.菫 3,14時

サープレシープから二最攻攣の構奮をしなさ

三鑽凌撃を生かしたゲームをしなさЪ`等

―バ…ハンドサープを交えたゲームをしな

もヽむ

オーバーハンドバスの纏鸞箋鶴なさむヽ構

オーバ摯ハンドサープ罐 鸞をしなさい.

サープ～サープレシープの轟響をしなさもヽ.

直上トス・流しFス醸覇層をけなさい。トスの糠習をする。

トスされたボールをスパイクしなさい。

レシープ～トス～スバイク機構響難しなさ毛`

集
圏
鋳
披
鐘

ネツトにポールを投げアンダ"ハンドバスで
機うに返しなさし`・

バス～トス～スバイクの二鞭 爾奮をし

なさい。
サープレシープ～三鑽政撃0糠響をする.

《 学 奮 麟 爾 )'

菫時

6～ ?人⑫グループを握成しなさちヽ.



教育課程 3甕…35
第 3~― 年 3組 国 護 科 ~―習 指 導 案

昭和彗年10月 7壼 (金〉 筆霊時限
指導者   竹 圏 幸 難悔

1。 題  材
2.本時の指導
(1〕 目  標

(21学習過程

日本語の特色
(本時 4/6)
。嬢本語の表記上の特色ほついて読みとり、要旨をまとめさせる。
。読みとつたことを班内で積極的ほ説明、補足させる。

◇読めなひ所
奄教えあって
いるか。
(魏聞巡極》
・ 漢字振堪交
じり文機rlf点
を説明できた
か。
(机間違凝)

O llM序立てて
説明できたれ
〈幌闘巡授≫

◇轄色を読み
取れたか。
(観察)

。ノートにま
とめられたか。
≪観察》

予蟻議題猛取り組む。
本時の甕標を無轟。

3.漢字仮名交じり文のTll点
を考える。
(1洋三節の1.鍛落を読む。

例頓堪だけ鬱場合勢欠点を

(鑢名勢欠点を補う漢字坂
名交じ務文efII点を読み
取り、理難で説瞬する。

4.漢字・ 振堪鑢轟本譲へ錢
取り入れられ方を知る。
(1難三簾3.4.謬 量落を読む。
爾歴史的に、漢字数どのよ
うことして理本語ここ取り入
れられていったのか読み
取り、班塞で重簑する。
制板名の成立の仕方を読み
取る.

5.漢字仮堪交じり文の特色
をまとめる。

3.本時の学習内容をノート
にまとめる。
7.次時の予告を轟く。

嚢字額名交じ諄文の利点を説嚢しなさい。

。班内で形式段落ごどに読ませ
る。
。それぞれの例文がどんな欠点
|を示しているのか考えさせる。
。振名だけの場合の不便さに気
づかせる.

′濃

選

藻字振堪交じ準文母特色をまと織なさもヽ。

。2種類の取り入れられ方に気
づかせる。

。漢字・ 仮名の成立状況から、

「表意文字」「表音文字Jを
確認する。

・ 漢字 ◆仮名の性質の違いに注
意してまとめさせる。

本時分学習内容を整理しなさい。

。第四節の読解を行うことを知
らせる。

中

難



3響 螢J事駆 薔露吾撃事早 鷲贈隠 遜割彗 謬≧江測

10月 i単元・趣材名 言 業 の 追 究 1時購完了

霧攘

○文章の震轟に即して筆者の考えの進め方をとらえさせる。
○文章の農灘に即して内容を的確にとらえさせる。
○日本語につぃての理解を深め、言語生活への鶴心を高めさせる

(学 習 内 容 } 糧 }(議

(3織鶴}

日本議の特色を考える。
全文を通読し、内容のあらましをと
らえる.

『 lJの内容を説み取り、要旨をま
とめる。

英語と日本轟を比較して違いを言いなさい。

本文を通読し、各鷺で取り上げている観点を言いな
さい。

輝幅 にとつて今儀ゴ鳩翻騒は輔 表しを議い。

.14壌 )

難轟旬の意味を確認しなさい。

日本語の発音織織ここ関する特色を言いなさい。

掛誦やじゃれや語昌合わせができるのは、なぜかま
とめなさい。

警詞・じやれとはどういうものか言いなさしヽ.「2Jの内容を読み取り、要旨をま
とめる。

同音轟や類轟語の多いことによつて、どんな不都合
がある勢ヽまとめなさい。霧

本
語

の
特
色

漢宇嶺名交じり文の利点を説明しなさい「 3」 の内容を読み取り、要旨をま
とめる.

日本語の表記に爾する特色を言いなさい。

菫本語の文湊:こ慶する特色を言いなきい。「4」 の内容を就み取り、要旨をま
とめる.

題本語の幣農について、筆者の考え
をまとめぶチ

輿暑貸馨∫篭誓
をふり言えり、自分

文法の面から見た再題点は何か説覇しをさlr l e

日本饉の特色をまとめなさ与ゝ.

顕常会議で使われる中学盤の言葉の特徴について考
えを書きなさい。



教育課程 3数…38
欝 轟 鋼識J撃 4還 醜 数 学 筆斗学 理野J警導 察

曜泰63年 10月 7菫 (金》 爆
'2時
機

構導者 桜 井 雅 弘
1,題  材  潤  '
2,本時の難導   (本時2/9》
(1)目 標  o三 角形参井接霧器侮鰯霧方携鑢聯いで理解さ鸞碁.

o轟 らの考え警もって、戦鍾鋳銀議し舎じLに参麓させ機。

顆

轡準  ・ 鑢

機学習過程

教拝  コンパス・定規・ プリント
生徒  コンパス・定規

‐g

fζ

〔ノタ

撃: ・

ヽ
Ｊ
ノ
／

・

姦が
冽
【

／
ヽ
１

ノ

一　

　

猪
Ｖ

　
ａ

√
　
協
件

め

　

聟

ｒ押

動活習学 占
朴

意響 懇評

準

備

進

程

η △ABCの 3つの頂点のうち、2点 B,C‐ を通る目の中心駐
な線上にあるか考えなさい.

よど錢よう

1,目の申心がどのような線上
にある命か考える。
(1)襲内で確認じおし穐発表する。

総作爾する.
≪

2,本時の種標を知る。

③国にフリーハンドで躍をかか
せて、中心ポどのような線上
にあるのかを考えさせる。

③垂直二等分線勢作図の方法を
1 確認させる。
○態度爾標についても指示する。

oどのよf
群こある新
ったか。
(机轟

かな線上
移かわか

覇巡視》

中

ご怒

轟

経

三角澤軸轟書の菫真を通理聾再を作麗しなさしヽ.

0積極鋳に話し舎
いに参加してい
るか。

(1日署嚢蒙議)

0作国参方法がわ
かったが二
モ挙手≫‐

正しく作藝でき
たが.
(魏爾巡機

3,三角形の3つの頂点を通る
円の存在について考える.

4,三角形総3つの頂点を通る
円の申心の求め方について考
えるぉ
(1)褒内で話し合う。

0発表する。

③作園する。

総作図の方法をまとめる。

2点を通る霧鐘無数尋こあ辱鮮
一直線上にない3点を通る閑
は 1つであることに気づわせ
る。

③円をかくためには、申心の位
置と半径がわからなければい
けないことに気づきせる.

0理由についても述べさせる。

O用語 F外接再」を知らせる.

0作国の手順をノートにまとめ
)させる.

確

認

過

程

プリントの作図轟題を解ぜ彗理箕遊馨しヽ攀

5,本時のまとめをする。
(1)各自で解き、班内で確認す
る。

6,次端 を聞く。

◎鏡角三角形、直角三角鰺、鐘
角三角形それぞれ参掛攘鶏翁
)申Jかの位置雑註爾さ燈機。



一

第 3磐 暉導 難鷺J鋳摯事ぜ婆 雇霧羅 趨爾奪 層覆襲

l⑬鍔 轟 械 名 簡 傘鋳欝完了

用と直線の位置闘様を調べ、

2つの霧の位置闇f暴を調べ、

く本時)

:三角形舎内裁再あ打国参方法について考える。
3時

L一

一 一

― _____―
一

一 一
一

― 一

一 ― 一 一

2円の共通接織ここついて調べる。

8時

再の弦,接線の性質を理解さける。
2円の共通弦や接線の性質,共通接線などを理解させる。

く学 習 憲 還》

LI= 二三二二■二懸ま重_二 .さキ1.      |

5時聞

再

と

慮

締

:円
罐'円の警の雫響     |
△ABC03つ の頂点のうち、2点 Bo Cを通る円の
中心はどのような華上にあるか考えなさLヽ .

三角影参2選通接する縄の中心はどのような線_Lにあ

るか考えなさしヽ.

舞0鍛外母点より、こめ羹iこないた2つの描諄曽長さ
|

ここつ臨ヽで考えなさ鶴ヽ尋              |

5種類に分類された2円の位置饉係の図に、共通接線

をy」 きなさい。

軽
‐‥‐‐
卜‐昌
覇
癬
端

３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

(学 習 活 動)

三角形の3つの頂点を遷る露を作画しなさいな

2円ほ接する円について調べる。

議れて発ヽ発2縄ここ外接する鍵を作難しなさい。

「蔚重‐写聖二
2円とその中心線の資係:こついてまとめなさい。

円の壺量と、2つの再目の共有点の優数について翼べ

なさい.

く9時襲
完了)

について考える。

円と直結の位置聞係、円の弦,接線の性質ほ
いて調べる。

3つの運に接する円を作図しなさい。



教育課程  3音 一

舞 多 3

準  鐵
学習過程

材
導
標
指の時

目

題
本

シ

●　
●
ａ

ｌ

２

言
年Ъ禦纂奮欝毒    ・轟楽:
思ぃ出は空に

禿     轟彗F う
。

２

３

0響きを感 じな
がら歌えたか

(挙手 )

。相互活動は活

発か。

(机聞巡視 )

oっ られずに歌
えたか。
(発表)

。本時の目標が

達成できたか

(挙手)

1.『モルダウの流れ惑と「大

ハーモニーを感 じ

とりなから歌わせる

2.「思い出は空にJの 自分の
―バートの旋律を覚える。   |や
(1)全体で通して歌う。

(2導

意賛F集望筆裏讐警暮製参
°

(3)パート31J評価表に記入す |。

轟。後半翁醸纂合唱の練奮をす

る。

手L導多手み返鯉墓奮警琶FC理が警象ばこli彗
き

5.ftr*i.F*l&ffi<o 
v trffi*.hHt0ffiffie

驚評籍鯉「鼻纂夏魯Ъせて歌延濃

411奔
雪2轟纂集夏畠λする。  1

音程のとりにくい

部分を確認しながら

歌わせる。
パー トリーダーを

中心に部分練習をさ

せる。
パー ト内で、 2人
ずつ歌わせて、評価

させる。

把握させる。

既習曲を歌いなさい。

自分のパートの旋等が確実ιこ歌えるようにしなさ
い。

混声四部合唱をしなさい o

本時の反省をしなさい。

一



‐
~

舞 諄 3・等量J事 撻 誌 疑 準 F鉾 覆 奔 機 遷 蒙 毒 輝亀I翼

[:::::::][:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::11

動活習学 学 習 課 題

(本時)

時間
完了)

議を通して歌轟内容なつか

ぷなさい。
歌轟内容を理解しこ曲のイ

メージをつかむ。

範唱を穂き曲のイメージを
つかみなさい。

バートに分かれて音と呼を
しなさいも :

パート練習をしなさしヽ彎自分のパー ト母音を確実きこ

とり混声饉都合理をする。

パート施で確篠諄こ音がこれ

ている:券評畿 じ轟むヽなさい基

ァンサンプル繍習菱もなさ

し` 静

鐵懸を書けて合唱じやさント気持ちを込めて、表情豊か

な合唱表理を工夫する。

歌調内容を生かしてド表惰
豊かに合唱しなさい。

1番 爵 題材堪 思い議は空に 寡鋳躍完了

2時



教育課程 3数…3懲
纂 轟 彎盤Jtt Υ 鑓爾 簑 学 科 学 理 ぎ参撥 鐵誕 轟

昭和68年 1参躍 T目 ≪金〕 第 2時限   教室
指導者   山 内 農 仁

1.轟 輔

麓。本時傘錯導
(1)ぼ  機

(21撃  鑽
(3)学習遇種

霧

(本時 lノ9〕
0露と直線参位置関係と、円の弦 0接線の性質を理解させる。
番義らの考えを持って、話し舎いに参加させる。
教痣華  コンパスp定規,プ リント
生徒  コンバス,定規

燿鰭
多
Ｌ
癌
鶴
刊
ダ
犠
獅
終
パ
ノ

。議し合いは
彗発か。
(観察》

。3つ鐘分類
できたか。
〔挙手〕

輌性質がみつ

けられたか。
(発表)

O爾の中fかは
求められたか
(執間巡視〕

1.魏についての最習事項を
振習す場。
籟鵜 密ノー≫ζこ警〈。

(2理で謡じ舎響、発表す辱
2.本時の野標暴知る。

3.共有点の個数で、理と蓮
線の位置爾係覆分類す碁。
(1港 鶏秀警してノートに書
くΦ
(2爾で確認し発表する。

(3)ま とめを懸く。

4.2点 で交わる場合、援す
る場合について、始の性質
をまとある。

(1洛 自2つの国から気づい
たことを理に記入する。
(2爾で確認し発表する。

5。 円暴中Jさを作図で求める
(1洛自作図の方湊を考える
(2灘表する。
(3麗で確認しながら作図
る。
6.次時の予告を聞く。

理について知っていることを発表しなさい.

魯調の定義と語の対称謹をおさ
える。
轟灘炒鑢成図を離藁し、鐵輔警
釉鶴させる。
尋饉度襲機にもよれ悪。

斃と直纏の位置聞係を譲べなさしヽ。

・ 振警した国で考えかたを示し
アリーハンドでノーートξこ書か
せる。
額半径 :こ垂直な藁線を平行移魏
す為ことで、3争の位置を分
類しまとめる。

｀

間の強j縄の畿なの難贅警尋つけなさ等ヽ。

O長さや角度ここ着運させる。

・ 新塞用語をおさえ、補足説明
をする。

プリントの蠅め中Jかを作図で求めなさい。

翁円の弦の性質を使って作図す
ることここ気づかせる。

・ 垂直二等分線の作圏方法を思
い出させる。

鬱

幾

ぬ



「
………………………1:_ゃ

(学 習 活 動)

爾と直線の位置聞1系、円の弦,接線の性質につ

5時闇 ‐ 三角形の外接興の作図の方法について考える。
2時 :               _
鐵 〉

2円に接する円につヽヽで調へる。

湾の弦,円の接線の性質を見つ:ゴ。なさい。

三角形,2辺に接する鋼の中心こまど鋤ような線上にあ
る静考えなさい。

円の位置と、2つの円周の共有点の個数について調べ
なさい。

3時間

1時間

第 3守 騒零 費範」許 泰キ豊諄 鷲 F言栗趨獄奪 悪覆理

○ 胃と直線分位置関係を調べ、再の弦:接線の性質を理解させる。
0 2つ勢湾の機鑑関係を調べ、2胃命共通弦や接線の性質,共通接線などを理解させる。

爾と直線の位置聞係を調べなさい。

ΔABCの 3つの頂点のうち、2点 B.Cを通る円の
中心tまどのような線上にあるか考えなさい。

三角形勢内接円の作図Φ方法はついて考え4。

円0の外の点より、この円にひいた2つの接線の長さ
について考えなきい。

接線勢長さの性質を使って証明問題を解きなさし1.

2円の泣置間係ここついて調べ4。

2円とそ傘中心線の関係についてまとめなさい。

離れている2円に接する円を見つけなさい。

離れている2円に外接する円を作図しなさい。

2円の共通接線について調べる。 5種類に分類された2円の位置関係の図に、共通接線
をひきなさい。

三角形の3つ鑢頂点を通る円を:ヤ図しなさい。

接線の長ぎここついて考える。

10月 題 材 基 購 9時間完了

議 )奪
添習〈学

1時

〈本時)

(9時間
完了)

3つの運に接する再を作図しなさい。



教育課霧 3ヽ運 -2轟

纂

1.単   元
宣.本時分学習
(1)翼  糠

〔覧)撃  鷺
(3)学奮邊轟

尋 警 甕 手 轟 鑽 諄 鐘 季 酢ダ鉾 薩 羹 種 は 難 羹
曜稀 轟3毎 重_‐ 参薦 T覇 〔金》舞 2時騒 数室

指導者 奮 獲 真

大地毎幸轟動 く
(本時 墓/6》
幸 藝本英島霧近磯震糠分布母特徴を議甕できによつにさせる。
學 妻分母考えを持って議 し合いに参撫させる。
教舞 震源分布模型 ,TP渉 プリント

1.予鷺課題 3こ取 り組む。
(1)プ リントを行 う。
(2)班で確認 しあう。

2.本時の目標を知名 .

3 地震のおきる場所はどのよ
うなところか調べる。
(1)震源が集中して Br・ る場所
の予想を立て,話 し合う。
(2)震源分布模型の説明を聞
く。

(3)地震のおきる場所を調べ
る。

(4)地震のおきる場所●特徴
を話 し合う。

4。 地震器票轟を考える。
(1)震源分布模墾や震源母分
市断面理を債って考え曇。
健》地震の票蒙とプレートの

動き録轟響を聞 く。

悪絵本時母学習薩容をまと総轟
〔旦〕プー トうこまとめる。
(宣》翁墓評轟表に記入する。
導謗次時の予告を聞 く。

。 地震総ゆれかたの
ちがぃや,初難微動
と震源まで母薩係 を
確認させる。

0正 しく解けた
か 。

(プ リント}

。経験をもとに
予想を立てれ
たか。
(机間巡視・

発表 )
。自分織考えを
もって議 し合
しヽ通参舞 して
いるか。
(視聞巡視 )

。課題に沿った
話 し合いが行
われている蛉ゝ
(机闘巡視 }

寺翼本付近の震
源織分布の特
徴が理解でき
たが癖

〔自己評価表 )

どんな場所に震源が集中しているか調べなさい。

参 予想を立てた機纏
を響らかうこさせる懇
。 震源分布母特徴が
理解 碧やすい模型を
提示するな
舎 平面義だけでなく
立体的善こもとみえさ
せる。

轟本付近でおきる地震の原因を考えなさい。

警 火彙F難麗など多
蔓難きこ考えさせる。

。 震源母分布断面甕
≧プンート要を重ね
合わせて議明する心

轟本付近の震源分布の特数をまとめなさい。

○ 震漂分布とプレー
ト織動きとの関係を
確認させる。
0 数時の課題を構成
図で確認させる.

ぃヽ

轟



纂 1爵 ギ響壁盛撃■憂量運藩彗争罐等壼薦藝F菫蒻霧撰議鍾理聾警魔が亀鍾浸肇

1● 薦 単元轟 大 地 も 参 れ 動 く 疹時爾完了

0地震毅よる大堆鍮曼動や災害‡こついて理解させる。
甕攘 :。 地震蒔やれ方の解析か亀=震糠鍛分奄十二ネルギー翁大き

さを理解させ機。

《 学 習 活 動 }

地震ξこよる大地鉾変難を
調ミる。

世界の鍵源の分布と火山
の分布めようすを比較 し
その購連性を調べる。  |

___二 _麟

蓬轟習学

(各時間
完了 )

地
震

の
選
き
る
場
所

地
震
に
よ
る
大
地

の
変
動

地震‡こよる大地の変動の縄磐轟げをさぃ。

地震が起とつたとき母対嶋のしかたを考え
を導懇ゝ。

大

地

も

ゆ

れ

動

＜

地震計;ま どのようなしくみで蛙震の中れを
記録するのか轟べなさい。

地震計の範鐘から,地震鍮ゆれ方縁違いを
調べな碁い。

震度‡こついて調べなさい。

や
れ

ぬ
伝
あ
り
方

蛙震母ゆま襲よだめように
伝わるか調べる。

等発震時I10織と震度の分布を自地震に記入
しなさい。

等発震時曲線と震度身分布のようすか轟:
震央を推定し奎さい。

鶴覇畿動鐵畿時聞と震糠
までの轟離との要係を調
べる。

祷覇鐘動と主要肇の機わる遼さを求めなさ
¥ゝ 。

機爾鐘動継統時間と震糠まで轟灘議との関
係を考え蒙さい。

日本養轟付近蒔震源の分
蕪の特徴場調べる。

冒本付近における震源の分布のようすから
どんな場所に震源が集中れているか調べな
さしヽ。

地震帯,人曲帯,海嶺,轟溝の分布のよう
すを調べなさい。

プレート翁動きからF世暴寸趣きて与ゝ番地
震の原醸を説明しなさ機ヽ。

日本付近で起こる地震の原因を考えなおい



教育議種 3理 -23

第 3~― 妥手 ■ 0讐 華 璽 群 暮壼許 雇『 参旨 壌 鍵 襲
昭和63年 二〇月7匿 (金)第露時限 第 2理科室

指導者    石 黒 照 入
1。 単  元
2.本時傷学奮
(1)露  標

(2≫ 準  饉

(3)学習還種

酸 ◆アルカリ・塩

(本時6/10)
。 酸性の水溶液とアルカリ性水溶液をまぜ合わ管たとき,ど器よ
うな変化が起こるか実験によって調べ,このとき勢変1ヒを,H+
とOH~との反応で説明できるようにさせる。
。 実験を,協力しながら慎重ここ行わせる。
教師 うすい塩酸水溶液,う すヽゝ水酸1ヒナトリュウム水溶液
BTB溶液,スプーン,ガラス棒,ビーカー,プ 1ノ ント

・ 各イオンを

思い出すこと

がでまたか。

(発表≫

。イオンをも

とに考えれた

か。

(帆闘巡凝≫

。慎重は実験

を行移,中難
点を見つをまれ

たか。

く縄闇巡観≫

舎酸とアルカ

甲を混ぜた時
の反応を理解
ずる遜とがで

きたか。

(プリント≫

1.予饉講題ここ取り轟む。
(1)プリントここ取り経む。 |。  隣接バズを使う。
(2)理で確認し合う。  ③。 板書する。
.量 。本時の目標を無る。

3.酸性とアルカリ性舎水溶 :。  H+と OH~が くつつい
液が混ざるとどうなるか, : たらどうなるかに注藝させ
今までの経験とイオンの考○ る,
えをもとに議し合う。   10 中和したときのイオンの

状態を考えさせる。

曇.中和参実験を行う。   :・ BTB溶議を使馬する。
(1)塩酸≧水酸化すトリウ 10 醸性の液体ここアルカリ性
ム水溶鍍で実験を行う。① 機疲を注入させる。
(2)中和した渡を譲熱しf可 :。  中和点付近ではガラス棒
が残るか確かめる。   : ここつけて難えさせる。

藝.イオンをもとに,中琴甕反 lo F中 権」「塩J壮 建ヽう尾
暮に覇する変《しについて確 l 書を確実ここおさえる。
認。まとめをす通。   ①・ プリンかこ罐 入させ饉。

等.数時通詩告を轟く。    :。  次時の議量菫を現難遺図を篤
しヽ確認させる。

酸性 。ア菱

「らせる≧どうなるか。イオ

ンをもとミこ考えなさい。

醸性舎水溶液_菫 _二主主三量水

酸性≧アル菫_二



。酸性・ アルカリ性簿原因こま樗か理解させる。
国標 |。 中和反応と速の生成をイオン式を理いて表させる。
。売療壼難感と吸無反応を理解させる。

議奪学動活学

第 拿 等ヒ妥華 瑚棗群 彎誓饗 言栗地動毒 澤ξ彊藩

9民 単 元 馬 酸・ アルカリ・壌 10時爾完了

肇警λ瑾な意暴讐2恵肇?曇奮「
こ
:一＼

酸性・アルカリ性。申性参本溶渡にはどんなものがあるか爾難あげ
なさい。

酸
性

ｏ
ア

ル
カ
リ
性
水
藩
液

の
共
通
性

1時
＼

／
酸性予アルカリ性。中性の水癬液は電流を流すか調べなさ鶴ヽ

うすい範酸や驚魏こ共通する性菫を,ひ るいるな方法で菫べなさい爾 1■響 小 藉 覆 専 云 騒 職 セ 脚 へ 苺・

2時

酸の共通性をまとめ、酸性の水溶液
の電離をイオン式で表す。

うすい瞳酸や硫酸ほ共通する性質を調べた結黙から,議性の性鷲を
示す燎国となるものは何か考えなさい。

8時
いるいるな醸性の水溶液の電麟鍮ようすをイオン式で表しなさしヽ

アルカリ性の本溶液の共通性を調べ

る。
tヽろいるなアルカ :′性の水溶液にはど鍮ような共通性があるか欝へ
なさしヽ。

4時

ア′レカ:′ を示す原因は何かをまとめ
アルカ:J性のP」k溶疲の電態をイオン
式で表す。

アルカリ性を示す壕国となるものこま何》議し合いなさい

いろいろなアルカリ性の水溶渡の電離のようすをイオン式で表しな
さもヽ.5時

酸

　

・
　

ア
ル
カ
リ

　

・
　

塩
酸とアルカリを轟ぜるとどうなるか

調べる。
酸性尋水溶漆とアルカ :′性の水議 を混ぜ毛とどうなるか。イオン
をもとに考えなさい。

6時 (本時)
酸

と

ア

ル
カ

リ

の
反

感

議性停水溶液とアルカリの水藩まを混ぜるとどうなるか,実験しな
さい。

酸性とアルカリ性の水藩液を混ぜるとどうなるかまとめなさい。

幸和反応そこついてまとめる。 酸とアルカリの中和のようずをモデルで表しなさい。

中和反応をイオン式で表しなさtヽ。

尭熱反募の具体鋼をあげ薫さい。

（
鶴
時
閣

完

了

）

水溶療の反属卜鵞難ここ壼ヒじる奪零賣の書議は
何tこ聞係があるか考える。

1ヒ学変 1ヒと熱の出入りを調べる。

いるヽヽろな醸とアル角りによりどんな塩ができみか考えなさしヽ。

誕

fL撃変イLは 熱゙を轟す反応ζぎか惨島ゝ話し合もヽなど 1ヽ.       :
― 一 ― … … … … … … … ―

一 一 一 一 一 一

‐

一 一 ―
‐

一 ― 一

―
― ―

―
一

ヽ

一 ― ― ― 一 一 ― ― '一 ― ― ―  
一

  ― ― 」

塩 :こ ついてまとめる。
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教育課程 3数-38

第 3彎 量ピ舞■■

重.涯  輔
2.本時の1指導
≪1≫ 誕  攘

盤≫導  饉

2轟 聾敗 等ヒ理導 ~―¬圏 ξ管理降襲
昭和68年 10月 7置 く金〉第2時限 教室
指 導 者   澤 聞 曲 道

轟

≪本時 1/鸞 ≫
Φ 巽と直線の位置轟藻≧、轟勢弦 や推線の性質を理袂さ遣轟蓄
0 自分参考えをもち、理由で話し合うこ造ができはよう難させる。
教無 コンパス。宣瞳,プリン≫
生徒 コンパス,電瞳

3)学習還種
動遷奮学 贔菫鶏

黎 評 価

準

機

逢

程

舞ここついて鶴準てしヽることたすべて書きなさしヽ.
菫.最奮事項等復奮をする。  |
≪1≫ 各甕プ意∫ン≫こミ菫≧Åする。

|

≪菫≫理で議し合う。     |
罐

〈3≫ 糞表し鼈懃ず轟。    |
2.L輔 ここついで命畿撞をはく。|

31本時の学習羮容を無る。  |

|・る真曇遍睡言画Aな≧預菫瘍喜
≫る。

な
る R卜
釉跛咆貪祗0百八忙b

0議し合もヽが
選発に行為ξし

てヽヽ4渉。
≪甕察≫

中

心

過

程

桑.舞毅菫隷鍛鐘置轟轟ここつしヽて |

菫とめく。

≪豊≫各●プリントに作懸して考|

える。

鑑≫・理で確なずる。     垂
≪奪≫餐表し、ま装鋒導幸

|°ζ冒暮警F勢
共有点?個数

に
警

|°っ宰亀寛魯警管Fで ?露「響
を使

◎鐙弁で考え

てもヽ4秒。
≪銑闇饉縦≫,

O泣置覇係が
理解できたれ
≪観察》

鋳 接線勢性質を見つけなきヽヽ。
轟寺覇奪弦,接線奪性質をまとめ :

る。       ③こどを
言なせ  F藁
雪奮二奮量暑蟻貫し

◎鐘霊が見つ

けられぬか。

(発表)

確

認

過

程

本時の学奮内容をまとめなさい。
導。本時鍮ま造轟をず碁議

〈l≫ 鞍糠参まと1録難麗≪⑬

≪貴≫理で確認する。

錘
T.次時働予告を懸く。

層護の指導をする。

外接円につ毎ヽて学習すること
を告げる。

貯

≫
鋳

⑬本時器学習
内容が理解で

きたか。

≪相互評癬)



第 摯 等璧J事数解婆 黎炉許 理霧糠 量鐵裁 輝輔轟

10周 議 結 名 鍔 9時爾完了

藩 :0 再と直線癬位置闇係を議へ、隅の弦,接銀の性質を理解させる。     1
擬 |0 2つの電の位難轟係を調べ、2湾の共遷弦や接線勢性質,共通接線などを理解させる。

(9時購 ‐

1  完了)

周と直線の位置轟係、円器弦す接線の性質につ
いて調べる。

再辻蓬線の位置饗懇を魏べなさい峯

舞鍮饉,霧綽接線の性費を見つtナなさい.

三角形磯外接湾の作図母方法について考える。 △A酵 奪録3つ鍮霞点鋳うち、量点渉,C場進儀露の
中心t裏ど鐵ような線上難ある|か考えなさい。

三角形舎3つ翁菫点を通る簿を作機しなどヽゝ。

三角形翁内撥霧書作藝勢方濃織つし1で考える。 三角懸の鬱還ζ通裁ずる電像中心理まど等ような線上ここ轟

るか考えなさ11.   :

三角形毎3つめ還ほ接す4霧を作図しなさいゃ

接線砕長さについて考える。 鍋0の外の点より、この再ここな 竜ヽた曇参藝撥艤鋳晨ぎ
はついて考えなさい。

接線の長さ参鐘繁を費って筆購蕎議を解き蹴さ亀ヽ参

2鋳傷犠量闘爆ほつlrlで調べ碁. 簿の機置と、2つ録露篤の共有点参種数は争ゝヽで窮ベ

なさしヽ。

2露ζご接する簿ここついて調べる。 離れてしヽ轟曇覺ここ鑽す轟再を見つiナなさヽヽ各

離れている2霧ここ外接する調を作図しなさ 1ヽ。

5種漂ここ分類された2鍵の位酸鑢係の圏鷺≧:共通撥線
をひきなさ建ヽ。

2湾 とその中心繊の蘭係ここついてまとめなさい。

2再母共通接線について議べる。

1時礎

く学 奮 活 懸) 《学 奮 舞 議)



1.遷 材
2.遷材籠

轟.本時の指導
11)甕 標

1,本時奪学
習を鐸る。

2.羅響遷み
立で作撃0
準備をする。

・ 1回藩《轟
分轟》義緩
曇緩等作業
を行い断っ
た数を罐籠
ずる毎

・ よ鐙轟参
断撃作撃警
希い針った
難を維告す
饉金

実 務 学 畿 ■ 纂甕 攀 鸞 綴 _や撃 奪難 華許 習 書旨 襲華 警甕
覇和辱撃年 菫参鐸∵響 〈金〉筆曇=拿 時難実肇作業室

指導者  渡 運 敦 子
轟 島  轟
′
:ゝ 森 好 治

進んで仕事に参議 しよう (1鉦粧籍作 摯〉

本絞 tま、年間を通して、紙器製造を作業学習命柱として、カ
リキュラムに裏 り入れ、授業を 2時隈単位で行っている。作業
実習勢中で紙器製造の目的苺よ、社会へ出て、自立するため磯条
件として、働 くということを生徒無身に意識を持たせ、なるべ

く職場に近い環境や状況をつくり、職場の厳 むさを体験させ、

就職の譲簑として行っている。

(本時 1/6.2/6)
。 籍を正確に早 くつくることができるようにさせ轟.
・  覇 りの状嚢や能率を考えて、協力し合 '〕 で作業を進めるこ
とができるようにさせる。

・ 作業に集中して、最後まで持続することができ4よ うここさ
せる。
や 自分偉意見や考えを絞っき論言って、話し合いに参議させ
る。

準 饉  教響 :fヒ粧箱材料。  生徒 :ハ ン青チ、はながみ
学習逓種

寺
）
驚
ず

纂等

。説覇を鶴Lヽて熱 を理解しヽ意動澪露」覆り報もうともヽう気持ちを
持つことができ4.

。ま無雷驚崎唱菫購ここ注轟す壕こと
ができる。

・ 要響よく、平くきれいに折ることができる。 ◆作業に集中して正磯ほ新苺
ことができる.

・ 不姦晶様な轟ベ
く養てもて、1轟愛姜
闘手を豫ぬ壕こと
なく鋳等畿貯墨こ
どがで奮儀.

Ⅲ数量を
大きな声
で罐告す
毒こどが
でき轟e

装゙機の難けを得ながら構摯亀量を撥
え、種bむ ぎヽ纂でζまっきりと罐告す糧
こと濠fで き墨轟

・ 1覇彎犠援津奪業をもとにさら難要気よく、よ零多く続墨ことがで案曇参
,鸞入織鑓力装轟じて議暑蟻告す毛ことができ壕ゃ

別    到  ヽ 達



膏

3・動 作
業学習の画
標を決め壕僣

◆各自考え
班で議し舎
つ。

・ 獲種を発
表する。

4.作糞行竃
菱考え、分
握を決織、

驚鍛華議を
する。

5.纏轟立て
作鵞をfTうす

※作業申に
トイレ 看ヾ乍
業臥外参こ
とで重寿く選轟

ら義糠撻罐
告し、裁鐸
の指示:こ従
つ 。

6.作護奪幸

式で萎亀潔
護で懸ヒ子会
つ。

・覆省を発
萎する。

糠をす響
事

・ 鰹機生磯翁覺讐饉注鐵亀′、
鋳答を議きとること鮮で薄み

曜咆雪蟹竃
yで憲撮
働震機が

豪震時の作業を省界で、そ
の反攀を生かした冒機を考
えることができる. 蕊露量i暑言3量撃誓鑓曇よ『嚢鸞量轟
・穣穫攀ここ鏑の
轟し合いを進め
翼誌鋳ほ酵篠を
発表す尋ことが
でき轟.

°
蝙警理製雪誓籠¥聾詈野

をはつまりを大きな姦で ・教藤の購言を繹ながあ難標
を発表てき轟.

分霧警濾巫饉讐晉鍵轟薔電言誓聾甚曇
鑢み會で諄量翁継蟻体理がおれる律

・ 鋳時までの養鍵を発表し.
羅轟育て簿嚢舎准議をす曝こ
とができ4. 憲貫菫醤馨馨看曇量響NF警

る。

を葬彗言』纂辱讐竃:ソ
プをこまかり、奏旨率よく作業 奏分母仕事ここ等幸して作業を畿けることがで寵轟

や全体の
作業の流
れを難で
畿率の悪
い生徒ここ
動言
・
した

峰、手量
うことが
でき4.

_l息墓轟黛葬璽奪菫轟ffttLttr驚
でき晃。

・織緩や崚の生徒勢摯言を鶴
き、作業軽纂中することがで
き発。

。裁畿鍮鶴諄難繹
献がら、最畿菫で
や撃菱持続す爆こ
とがでま壕書

。それぞれ勢分響欝爾の機を書理することができ、ま|ら 博
。
すんで溝録を

ilデことができ島.

。最馨銀賛って朦嚇核壇難し
溝議を行うことがで議轟。

警馨番警5量霞屏警FF曇曖
。本時の作議を最省し、露爆鋳:こ轟し金峰ことが
でき轟命

・鋳の生宿の毅書
を艤き、議俸瀑も
少しでも願省を譲
ず通どができ轟。

・積奮を次時〇撃習:こ生かそうという気持ちを持
つことができ4.

`本時鍮学習がしっかりできたがどうかをは轍ず轟
ことあfできる十

簿

認

遺

鐙

辟マ
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教育畿轟  1菫 … 11

儡 重 愛撃 :≦事 五 畿 露核 デ 繋 科 響許 趾 警鑽 颯 彗蝙    |

輩稚 魯撃年 1警周 T議 {豊 》鶴 轟鰺饉  畿室   |
霧轟警    韓    議    |

1.議    精   方程式
26本 時 の権轟   (本 時 4/諄 》
(1)震   攘   o蓼 裏 の意味 警理解 させ ,襲理 を使 っで鐵撃 鑢

方程式が難 貯轟よら鐘 暮誉 轟参
o襲極 鏡に難 し舎 もヽこ参鷺 し,楽 しさ鬱幸鍾 蓬,   |
け じめ轟 尋学彗饉鍵 を纏 号.

≪2》 撃  饉
〔3)学 警轟襲 ‐

学 奮 話 塾  l留  意  点  :評 轟

準
鷺
　
逢
緩

(露》嚢で確議 し舎 う。

を
解
を

資
を
と

性
式
こ

の
理
た

式
方
し

等
で
を

は
じ
奮

準

詩
轟
績
轟

爵
轟
く
薙

慶
「
議

る

・

す
く
を
解
璽
轟
復
各
の
を
時
題
議
曇書勢

■

ニ

ピ
〓
、 答

た
名

藝
せ
難

し
だ
く
渉

正
が

・手

ｏ
え
か
挙

幸

j義

轟

襲

3x-7=5と 3x=5+7で どんな こ とがいえるか奪
えよう.

武

ｅを
た

ｏ

種
蕃
号
じ
る

方
学
籍
移
せ

て
を
を
通
か

つ
と
Ｔ
式
づ

使
こ

一
後
き

を
く
参
て
こ

嚢
解
式
え
と

移
を
離
変
こ

・
‥

⑬

嚢

る
分

　

・轟

難
自

・う
爆

を
装
く
合
て

舞
卜
書
し
い

轟

一
警
議
つ

の
ノ
え
で
に

時
自
毒
嚢
襄

本
書
の
各
移

争尋
　
鋳

，

ゴ
む

　

ｏ

金
か
渉

じ
発
察

議
活
機

◎
難
く

移嚢 警綾 っで 4x-5=19警 解 きな 基ひ。

理

正
き
　
　
を
め

く
に
　
　
項
集

逮
と
　
　
の
こ

・

と
こ
　
　
数
遷
認

う
る

・　
と
の
感

続
け
る
　
襄
れ
を

を
解
せ
　
辱
ぞ
と

嚢
な
か
　
字
れ
こ

移
轟
づ
　
文
そ
る

◎正 しく蒸
け たか奉
く挙 手 }
参教 え舎 い
がで きなか。
(纏 互評畿 }

難

轟

逓

轟

畿科書 p ttSの 糠習 をや 攀なさい。

参爾朦 鐘鐸
貯てい 基か命
(轟 爾艤 震 》

じ
す
　
蓬
　
種
で
示

遷
亀
　
耗
　
方
器
鑓

警
購
　
時
　
お
り
を

懸
穣
　
号
　
曝
難
＆

間
の
　
合
　
参
席
感

な
蟻
　

亀ゝ
　
難
き
は

鑢
曇
　
装

藝
い
躙
ず

体
量

魯
ｆ
儀
鋳
鍮
欝

異
で
番
麗
亀
験
式
学

讐次鋳予翁 警慶 く。 1●
枡

5・鷺



-

⑮
璽颯卜量書は言鯰馨凸魃警憲ζ: 

元~次方程式を響式の
轟 饉
::曇[曇[量量たll量亀霞53誓暑曇][[i機F量

とめ
'~~4

(13時爾
完了〕

方
程
式

の
解
き
方

4鋳爾

移壌警撥って方種式を籐くことを考
える。

方瑳式をつくる手置を毒える。

菫警ヂ
を利驚して等速運動参闘瞳警

性墨尋曇l等贔暑轟:こ、「
/魯
T卜
の方種式を等式の

雪蜃贔ン鷹菖亀意轟FttC'篠
x霊じx+o,の形藝

山ξよド
の議不鮭に轟むつけて方轟真を囁くり,鮮き

方穫式豪繊ザ
‐て爾睡を解《手議を重と等なさい。

鼈
　
　
一鶴

|

一

麗

轟り'

曇彙:■ 1弩轟自界驀斃彎業翠等彎鋒響響畿 鍵轟攀 鐘驚爾観

量O薦 鷺元 瞳ヽ輔窪 方  程  式 且滲鋳購竃丁

奪竃式鍵饉籐 と饉菫警考える筆 等式の性質警基諄轟げな基い.
方
種
式

と
そ

の
解

饉繁な方軽式警等式の性質を使って
解くことを理解する。

方程式藝解警方は警慾す等. 方程式を解く鑢書をしなさい。

襲畿警機って骨x+b=寧 Xや 遺器形の方種式を解き

かつこのあ儀方纏式場の解き方警奪えな辱い。

いるいるな方程式の購き方な轟へ轟

鵠畿が分数の方曜式の構書方警考えなさい。

方纏式警解く手覇轟っもヽてまとめなさもヽ。
一次方穣式のまと等と繰醤をする。

等量保艤轟難覇をっけて方藩式をつく警をきもヽ摯

方饉式讐寵購して代嚢母爾覇警欝く, 駿量の繭爆範懸警つけてヵ籠式警つく攀會馨きな夢も`

信量僣
『
曇:ξ轟」
≧轟詳轟鐸感警選霧儘基に層をてフけ1『ジタ騨国鸞鐙なつく攀



教育課程 1音-9
第 ■ 等量=警■ 2凝轟 [理彗 楽 寿尋学 習 警旨 導 案     ‐

曜和63年 19月 7日 (斜集3時眼 第1警灘室
購 睦 名 輸 賣

1題  材
2構 の鱗
(1)目  標

(2)準  備

獅 雛

鶴 2/3)
。麟 子のリズムにのって、主旋律を美しく― る。´
o積極的に参加する態度を養う.

教簿 カセット犠蒔霧辞、Sリ コーダー
生徒 Sリ コーダー、リコーダー進度表

撃

鐘

進

種

1。 発声糠警をする。

(1)歌式藩戦の繍鷲をする。
o難 で政う。
◎ 轟奮露を歌う.
2.藤理舞)彗劃震機 る。

醸争 暮 参曇算を選を撃溝―ダーで
嚢く。

や  アンサンプル鑢警をする。
◇燿Å颯種をする曇

oグループであわせる。
oグー プ響 麟 る.

総 全体会嚢をする。

4。 会唱練習する。

(1)推手     して歌う.

e ピずノ醸 により簿 る。

o正じしヽ姿勢で緩 る。
発音をはっきりさせる。
命のびのびと歌わせる。

oアプ♯攀運指濃を最書して
注意さ讐轟。

o2つのパートに分けさせる。
oリ コーダー進度表に記入さ
せる。

oバランスに奮慧させ轟。

o種々の:酸酵うこより藝/8抽
させる。

o旋簿参流れにも気をつけさ
せる。

暴熊を充分轟じ

てもヽほ魂

罐 蒙 鰺 諄

゛

磯 鎮 餞 扮

◎纏躙彊醸酵豪通趙

に懸施して与ヽる

れ  鰯
o饉力してしヽ悪
I 麟
◎ノヾランス機

えながら演奏で

きた瀑ゝ

輔

фリバ轟轟希争

で歌えたな

欲

5.縄 参童とめをする。
(1)感態も議じ舎う。 難轄へ総意敏ずけを行う。 辱議し舎い]ま鸞

饂  輔

(麟》質許燿轟鍾爾量

発 声 練 習 を し な

リ コ ニ ダ ー の 練 奮 を し な さ い 。

導 /霧 推 子 録 特 鐘 を 感 じ て 歌 い な さ い 。

自分たちの演奏を轍 もヽて感想を懸 じ舎いなさい。

嚢彗奮学 蓮響 点 壽  犠

警ゝ

華

♂心

屁

轟

鑢

鐘

選

種



…

儀舞 ni罐華盛諄堰雪覇銀撃諄竃華覆響菫甕 鷺轟鋼畿蠅菫襲甕

19罵 選輔堪 夢傷世界難 拿時聞完了

2時

≪本鋳≫

3時

懲リコーダーを使って、
分のパー トを吹きなさしヽ。

パー ト鑢習をしなさもヽ。

パー ト内で罐実は音が難れ
て鷺ヽるか評無しあいなさひ魯

演萎轟号の確認をしなさい

歌嗣内容な生かして、表濤
量球は舎罐しなさ鶴ゝ。

≪ 学 奮 轟 飩 ≫

≪ 学 奮 遷 議 〉

鑽藤なつけて、気持ちを違
めてき埋する。

歌繭内容を理解し、山舎イ
ズージをつかξ争

範罐菱難き醸のイメージを
つかみ敬さしヽ。

パー≫錢舟診れて蓄と等を
しなさ鶴ヽ。

夢

０

世

界

を

義分のパートの音を確実ここ
とり、最声合曜する。

全体で舎唱し、不確実鍮糠
分を搬燿し献さい。 (楔童》

醸態をつけで舎鴫しなさい

≪穣鋳闇
完了≫



教育課理 1理二3

第 ■ 等鍮f鐸三3理鐙 _理霊科 学 習 警鶴 }導撃彙
昭和 63年 10周 7圏 (金)第 3時畿

指導者  岸  宏纏舞1,単  元
2.本時の学習
(1)選  標

121準  饉
131学攀

難窃勢世界
(看襲「2/1警 )

言曇     菫繋量轟ξ]llの
から

1鸞

「置霞Ω23量鶴ヂろ・〔
甦事轟 轟標警鰺墨・

轟.ホニュ幸鐘を分嚢する。

4怒
警暑董言Fく
サの特徴と生

〔1)ライオンとウマの動
特徴を議し合うょ

〔
lttξF竃
鐸錆竃

欝 特盤つある歯の名募を調
べ基.

懸
桑
l量旱旱募‡鬱言暮重lめ ,

sPL    蓼又:テ
む・

審り機の難轟
量きな分類辟
理解できでい
るか幸
くプリン≫・
梶難連機》

暉正しく分嚢
できたか。
(鐘 》'

讐互もヽ通鰺力
しで議し会え
で碧ヽるか彗
《轟覇遇機 。

霧難選難》

9正 しく理解
できたか。
(プザン≫》

難警参分嬢菱を完鐘させなさもヽ.

・  動作数,セキツイ動物と無
セキツイ魏義 とこ分けること
|ができること,セキツイ難雀
ll12 5つ参なか量鍾分けること
ができはことな薙認さ替轟.
鬱 饉魔理鞣蓬難示する。

幸

』妙

選

軽

鰺って参轟ホニュウ嚢響、量諫 と草量幾磯亀鍾分けなさい。

磐
難躾咆警嚢八な重璽募諄讐奮
とができ畢こ≧む鰺ら崚纏彗

羹量勒翁こ掌食難警参からだのっく警≧生活と書飽載しをさもヽ.

曇 饉参つくり・饗のつき方・
轟ごの骨のよ渉すに籍江注目
させる舎
◎ ライオンと参マの生活を懸
もヽ浮かばせで,それぞれのか
らだの特鐘が生きていくうえ
でどのように鐵合がょしヽかを
考えさせるe
O 教科書を参考工させる.

肉豊羹難≧草食勤勢母からだのつく拳こ豊活この比較警藤とめおきもヽ.

番 毅書をもとにからだ轟つく
りと生活について渡とめさせ
る参

蕪 ホ翼二+理のからだの議く
りと繁整のしかたの特鐘録豊
駐めをすることを知暴せ轟e
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1● 異 単元 '議精名 動 機 の 世 界 19時藩完了

｛　
詩
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融
壺
争
駆
）

量葬案ぎよyプ
に議する動難饉警亀碁

千
く多く

墨憮瞳豊八 馨鮭竃奮拿言権を無
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し

壁轟9警不穂雪警琴薯拿馨ぶ鼈貧璽喜象F整活

動物の世界の移り変わりにつもヽて識べる。

整驚拿等嚢史鷺Fたや
からだのつく季母特徴 警鸞ま警轟豊穣曇轟Pか らヽ勤鶴と種機の違
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に分けで、

ξ諄131311Pだ
響り埼くりと毅式P tt σシ漁諄嘱論じプシを

量響ξttFユ
幸嚢織からだのつく手を比裁して

りが生濠 二瑾轟してしヽ

菫姦毒奮奮菫慾奮彙針
のセキツイ動機と比較し

農轟還夢≧替募冒肇ξ露撃弯Pだのつくりとなか 盤書轟墨は言警奪懇鐘で暮象鵞撃馨覧曇督も、「

麗豊讐奮警鐙蜃Iで毛轟輩撃鰺覧亀ざぃ∫れぞ
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め

冒等象驚懸霧貨基馨ボFのよう
鍾水幸生活銀

轟寺難重警警拿夢鑢数の多少と、その意味ほつ

襲量菫重量警言象クだの守くりと生活銀ついで

警菫轟喜墓警警TPる昆虫
のからだのつくり 翼虫のからだ鍛特撥警あげをさもヽ

littζl量[;T曇曇曇『馨][]曇 IF
警寛姦婁隆攀摯瞳慧難讐竃警象蜀機が

爆`暮が、

替予
p曇葬舎移争変わりを思い遂 こで書とめな

鸞警彎ぇ曇菫嚢Pから
つ可凛陸上へと替えた理

懸 標

(学 薄 活 動 ) (学 翼 議 轟 )

3・ 7時

奪姦亀警電鷺肇匙警桑酔
のセキツイ菫残斃と競簑識し

尋轟墨馨奮倉べ言でユFや蓮難
鍛轟子を機類じ
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鐸 象 量 罐華 奪 i4蝙 憑 卜 轟轟 黎 F鉾 文『ま論 Ⅲ 羹 難

1覇  輔
2 繊 の書忘
(i》 覇  檬

(2)撃  鸞
(3)学響饉経

導舞磐慇年量攀麗 T源 〔⑪ 欝 3時爾 毅 宣

ま蝠 鷺 藤 豊 鑢 子

無言亀社会の申で

結時重/4)
参 第二の部分藝要%な らえ寿億る。
◇ 嚢の議し合もで、自分の意見を機種的に発表さ錯る。
熱 プリン豪

礼墨珀
よれこ考え3略か

1馨轟又翼予 |れ
鐵

鑢)覇眩凩瑯義の節 をたどってぃる |で

あ轟連とをきさえる。

Mをつ力竜。     わ

難

鐘

遜

程

機 無言化の顧憂曇具体的な事例 |

をつかむ。
o難で話し合った後、発表する

5。 本時のまと発をする。

(1)プリントをもとに麒 する。
9J製 轟鑽を轟嗣 Fる。
6.始 の予告を置K。

o社会鐘溝の躙 理と都会イ≧
という、それぞれの原因ごと

舞分けて考えさせ碁。
o臨 に,抵藪して麟 をと
らえさせる。

oつまずいているも器は鑢麗
ξ諸導をする。

◎綴鐵殉ぶこ話し

合っている島ゝ

o本時鋤圏額は
達成できためゝ

(プリント)

動活彗学 奮   重   点  1評  驀

撃

鑢

鸞

轟

1,本時の藝響を知る。      io態度調標きこついても指示す |

0轟。

S,難‐の航 鉾輻 ともえる。 1攀 攀
畿}鶴―鍮糠分を選難し、鐘論の位鍵を

と       薔ズ:申

本 時 の 学 習 内 容 を ま と め な さ い 。

′か

轟

縫
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10月 単元轟 生 活 の 中 で 7難鶏完了

覇畿

°

警彎[金
誌の推鐵や筋道を鐸ぇ.要 旨をとらぇき

'姿慧言覇雪喜亀∫
Ьえヽ自分のも参寺斃方、奪ぇ

≪委算 鸞 動ま霧
冒 鐘轟》雷覇露

７

時

爾

覇

７

摯鋳鐵

無

言

亀

社

会

中

中

で

4時 轟

含時

(本時》

昼曇轟還義董計
まず」裁解し和く鵜 運堪から文量の内警を予馨しなさい。

菫し墓奮黒

「

糞 織を駆奪なが仁 量 亀還

ち

よ
も

菱

立

ち

よ

表

つ
て

菫 稜惑 を話 ヒきぃ なさい。

文量の義立を考え、最者の意藝をと心える。 會～春の最幕籍霧点をまとめなさい。

文章全誌を大奪く三つに分彗なさい。

肇者が二つo理 菱鍵っ彙曇磯を考えなきぃ。

参0黎鍛二つ惨騒薄の後鋼ほっぃて考ぇなさぃ

要 rl・を装与ぇ,藝 勢縁鼻録回り韓も露を難ξヂ尋 申心 tこ な辱量薄をさが等、甕警を壼とめななぃ

ご詈奮鑽曇慧轟慧曇黒璽警拿Γ
驚案や喜Fを錢

寛量の自書ゃ覇立難大づか鼻 :こ ともぇる。 題名こつもヽで自由 :こ 考えP4・ さい。

文章鍮ぁらましをとらぇなきtヽ。

第二の難分を籍読 t肉審をつかな書
撃蒼黛Γ

本参社会こ参tlで の鶏経銀鍾書簿きえ

また.そ の票彗の翼津鍛な事解をつかみなさぃ

第二・難国の部分を構装し内容をっかむ.

曇量雪警懲″な警よ「

た範餓肉で参奮彗嚢現の

また、それを成立させる三条棒をつかみなさぃ

13量鴛婁議警驚雪彗禁舞裏雪象「
とがなんの

選竃F要
旨をまとめ、自分達の言轟生活を轟り

奮言菫竃奮よiし
ていることを200字以内で

ilを il:量 F奮
言『尋賛暮碁ゝ奮菫言菖彗

鋳

　

　

“

慧奪言晨]桑Fケ
~シヨンと:ま

|う
いう二とか
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教育議穐 l社 息2轟

鱚■学年 5畿社(m纂鷲欝曇珀
権聾者 久

舞 3時難 教竃
標 遺 裁

1.
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(1》

濾
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学

　

　

　

轟

の
　

　

　

蓄

時
蒙
　
　
攣
学

単
本

彗
醸

古費社会の機立
(本時
・9/11)

o藤療氏による機爾裁摯藁ついて理解させ儀鬱
o有力農異翁寄進で貴族寺寺社参避理がふえたことを理解さ彗る。

裁議
の
ラ掌富雲墾警菱管

鍾参董墨
せ
熙塾資料集

撃  習 _活  動 点慧警 畿評

準
讐
鷺
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０
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獲
解

o議じ舎いは話
豊か癬 《鐘察}
春量量ポ土地豊
貴族記書進毎た
瑾鏡ざかかった
か。 (発表)

中

ぃヽ

轟

魃

藤原氏が政権を獲得できた瑾彙を調べなさい。

o有力農民傷成長についても
おさえておく。

よ
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一
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荘
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曇
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≧
桑
郡
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鍮
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０

等.藤顔愛の崇華参様子を翁べ碁
(ll 朦歴氏澤政権菱獲得てきた
曜羹を嚢べ摯襲で話し舎参蟻

4壽 地方叢織曇轟轟通ついて爾ベ

る.
(1)畿轟致論がお通なわれて与Ъ
た頃攀地方鍾おける轟爾籍轟
鐘と,菫轟毅緩傷くずれ通つ
をヽで崚師の鍵覇量麗く.
彗 甕司翁悪薫錢一響≧して ,
最纂書 P轟『 尾畿轟尋響司

も

冨鐘薬の訴え』を鐘み"轟虫
する毎
器 葬竃寺有力轟量が不正な量
爾≧どうやって対抗 したか纏
べ、襲で難議する。

摂翼菫諭総こ碁参鐘方のようすほ争いて議べなさ警ヽ彗

鑢
麒
飩
纏
曇奉 髯 財 已 屏 き 蓼 冤 葦 ξ 讐     竃 贔 菖 ξ 蜃 八 五 遣

下

暮Ⅲ数鋳鍵子告警鯰≪.     :

奪ノー ト甕理が
できたか奪
《魂覇巡縄ま
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■ 費詳委築蟹濃畿評鶏釧舞羅魏騨鐵轟鰭臨成 図

傘爵 輿浴 飛 l・ 欲 : 1■時鶴完T

時

　

時

１

　

　

２

鋳

輝
懲

曇

壕
麗

謳貯灘珈 夢纏蝿]｀
くな紳

○鑽澤鰺争にもとづく奎代饉議をつく撃ぁげ亀これを鸞解護管

目
1晰 り

と場 警め讐し鶴 鑢 られ
拳
こと強璽

MIM扮

蜀 明 屹 薇

壌

糠
|〔W粽鶉埃     l幾 鱚湾
る。

と購機裁推囃じ《みと燿毬にっしヽて鋼ぺ轟“ 隣 攀 と鑽 雉 藁 薔畷 罪なさぃ。

麗盗鑢亀譜覇塞薄'東ガア機古
代
鍾

一
国
家
の
農
裁

鈴 璽 輩 計
越 警)'繕 鐘 雛 購

鶉鮨蝙睫鑢魏計畿機機と鸞律争鍾慶錢主な菫塞警艤真機肇

攀鼠鍾糠難うりした連量縁鐵べ亀書しヽ勢

炒 装 珀
詢 幣 暑難 '好 鐘 動 覇

4時

5時

3時

9時 体鋤

鸞輻    蛉計ついて議

購0滅者と素織墨鋼の進攀をNべ機椰

大化の鐘裁難おこした葬鋳警驀ばな蓑ぃ。

驀爾載議働ころの鸞方織ようす靴つ懇1で爾べなさ

鼈 じ蛛 警奪
l

―‐‐―・3="………… ……_―・・………――一‐‐――‐ヽ一―～…――・‐‐Ⅲ…Ⅲ̂―――――・………態

隧骰鸞畿るたあ機 とつた輸機
律
令
政
治
の
移
響
変
琴

量轟永難義購鏡濃1出された理庭を考えなさ移ヽⅢ

急予 繋i譲計鐘 進磨費が難遣され趨 由につい講 えなさい.

覆武天皇犠裁識誕っぃて轟べなさい零 平安理糠の種轟を轟べなさい。

振武天轟母壌譲羹簿験轟べな書程ヽ準

磨働鑢亡と窯①鷺寵鋤轟懇難爾べなさぃ。

響鵞デ
意銀と違なうアジ酬鐵難譲鍛蒙ξ麟壁鋼にな

軸 につ等ヽで襲式機。 鼈 が鏡鑢を機鶴で奮ぇ覇曲讐卜べな舞い,

量轟寅fむ鍮彎象を鰯じ舎う。 食魔真学書澤鑑R‐ξきた電鱗豊彎たなさい。

悸 警 幡 齢 繹 警 轟 轟
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拠
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ゝ
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安
鷺
寸

彎√

盤

驚

周

導

霊

戦

９

碁
予

１
指

∫
１
年

顧
理

３

疵

『

６

の

和

趣
棋
曜

導
す
顔
種
ｆ
Ｕ
年

学

）

第

纂 3時隈  教室
山 本 義 則

仕事について調べよう
職業を分類する中で、職業や顔 ことへの関心、理解 3_・深め、職業選
択や職業観形成命基礎を養う。

元
標
　
闘

単
目
　
展

１
２
　
３

本時の学習目標を確轟する。

(1)班で話し合う。

(2〕 疑問点を出し合 う。

2 自分で仕事を分類 した表を発
表する。

(2)画用紙を掲示して発表する。
(3)質疑応答をする。
3 発表されなかつた仕事の例を
知る。

4 今後の生活の中での心構えに
ついて考え、学習のまとめとす
る。

(1)心構えをプリントにまとめ
る。
(2)発表する。
(3}教師のまとめを聞く。

5 次時予告を聞く。

(1)班で話し合 う。

o話 し合いが
円滑に行われ
てしヽたかを
(机聞巡榎 )

o発表は要領
よく欝灘 こ轟
来たか。
(観  察 )

o今後の進路
‡こついて真麗
に考えようと
しているか。
(観  察 )

●プリントに
自分曇意見が
じ嗜豫ゝり書け
たか。
(机蘭巡視 )

好懸奎曇業につくに薔よ、今後どうすれ〔」良い鉾か講じ合いなき
しL。

o 隣接法で話し合わせる。

0 疑聞点を轟し合うように
させる。

前時に発表された仕事の分類表を発表しなさい

0 より的確な分類法を班で
選ばせ、画用紙にまとめさ
せる。

o 事前 :こ用意 しておしヽたフ
ラッシュカー ドを見せる。
o 将来の仕事についての作
文を 1～ 2名分読み、仕事
,を選ぶことの大切さ、仕事
の尊さに注霊させる。

自分の好きな難業に付くためには、どんな進路コースを進めば
良いか、また、今後どのような心構えで過ごしたら良しヽかをプ
リントにまとめなさい。

o 今後の学校生活の中で、
自分の進轟のことを真側に
考́えて行動していくことの
大切さを認識させる。
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幸
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遇

程
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第二学年7組 (共学)
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・
・象
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鸞
本材加工 I

技術 。家庭科学習指導案

1昭管3警°T日 警ふ等了琴碧
心j曇
雷量薔警詈警了

機ここ気づかせ事それt裏轟摯た本結器寵蟻的な隻

金墨量33霞曇:季八炒置[あ
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。実嚢する者 。議録す熙量を
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。自分の仕事をしっ
かり果たしてひる
か。
(机間巡視) |

繊維の特徴についてまとめなさい。

S'1誓轟又ボン墨裏掃
.を使亀ヽ実験を行う。
・ 支蓮翁録長鶴ヽも勢
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。次時について議す。

木材の有効的な使い方についてまとめなさい。
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。本材め有効的な捜
い方が理解できた
か。
(隣接法・発表)
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額解 ■弯自奪 』響
=1鋳
彗・ :覇薄庭 準導 <ヨ鴨露

=共
―_》  ―_磯彗簿緊題 4議譲駆範覇覇

9～ 11月 難元蓬 木 材 細 工 I 20時購

。本材の競築的な利用と生活との覆係ここつも1て考
えさせる.
。構想図の進め方。まとめ方を理解させるc

轟攘 :。 製作竜舎理鋳壼進めるた機磯轟難のしかたを理
解させ発.

:。 本_T壌鍛鍵懸裁政ぴそれ暴撻よ轟競ェ機キこつもヽ
て螺 させる。

(竃許 習 聾議≫ <鋼許  雇聾  響票ま議

難轟tこつモヽて畑苺。

纂‐6時

轟爾≫

く現時鱗》

(7時轟)

(1時囃)

(11時閣)

時

　

一
時

準

　

　

一

墨

《
２
０
時
爾
完
了
）

本襲晶ほlヽかされて亀ヽ4簿の形を考えなきい驀

本継・鍛おもな譲工減とゃ欝蝿工轟菱鸞べなき毎ヽ

議態の薫め方を考える。

纏の機覇む続い分けζこついて鐵へなきもヽ.

薫 猪 む 壼 轟 翡在の生懸から本轄が一餞摯くなったらど奪撼
な馨暮がするか―考えなさわ。

木材命誇畿ここつtヽてま≧めなき lヽe

素

懇

轟

籍

設

計

立棒の表し方を考える。 キヤビネット霧と等角醸鍛磐数を爾べなさ亀ヽ攀

キヤビネッヽト置を籍畿撻注意しながら、糠奮L
なさLヽ .

等角麟を持徹とこ護意しながら:繊爾辱なさい。

襲 詐 参 準 蟻

未 製 品 の 製 作

じょうぶな難轟軽するための構造、接合のしか
たを考える。

蜘わる力舎方向や大きさから,贅遷する材料轡
大きさ.最舎①澄方場考えなさい。

本材の組織と,性質ζこついて鸞4。 本結中各難鍛堪秘を驚べなさ亀ヽ.

畿雛の時議tとついで惑とめなない。

素難磯警鸞難な欝もヽ方:こついでまとめなさtヽ .

奪鋳

{本時)

学 習 の ま と め



教育課程 菫国-9

響雲菫 響理事 9鍵 誕覇 驀疑導 彎壺竃目 ま旨裁降轄

胃管
3警 GT日
ゃ》

ili 冒翁指    壼[     』
  琶:喜亀pえさせる。

1:;輩 習 過 鍾  :顧

:    

′

室
子
教蠅
典
３第
村

言曇?:爾象を班で話
発表する。

本文 P170～ P174.4
行までを音議する。

3枚のパネルを使っ

こ寒蓼慧理彗愛慧FI
発表する。

本文 P174,4行～最

舞墨轟蓮ラ量卜叢奮
とめる。

管守轟三蕃3F交換l
次時舎予定を矢藝る

自主学習に取り組む

本時の菫標を知る。

。パネルを黒板に握示する。

「
言言      懸轟墨lヽ

°
        コE警董

。「～だから摯ちょっと立ち

歯憑逗F葛暴轟撃2yで
ま

つ橿亜ここ評優させる。

°
¥嚢豪3還卜蓮贔石鯉恵ぞ
くるように断 する。

°
歴藝難彗琴象言慧
く机問巡視)
(挙  手)

。大きな声で正しく

蓄嚢轟違轟ず。
(挙手)°
簿専言警翠Fデ:り
≪帆問巡視)
≪挙  手)

0筆者の意図を正確
にとらえているか
く親闇巡凝》

?霧琴奮讐量爾評
に

≪魏問巡授)

3校のパネル蓬ミ何が描かれてヽヽるかを考えなさい。

轟義こここ難られた筆者の意図を考えなさい。

°
    藷普ξ  嚢警曹・教科書を爾じさせる。
°

 さ 首聾 量書曇 意譲
。』ともヽう橿点で考えるこ
とを示唆する。

筆者の主張をノートにまとめなさぃ。

「

°
轟轟雪覇抵響騨警
か。
(観  察)



纂 攀 年 鶴 鍛 黎 攀 習

く零鉾   習 や彗   鐵鯵≫ 言難攀

「ちょつと立ち止まっで」
の課題を考える。

鷲 鐙議≫

雪冨fL饉
翁をえどつてぃる籠霧t逮 何かを考えな

言葉のコミ農ニケーションと:ま とういうことか
を考えなさい。

こ舎二会絆を鞍極的に身 :こ つけることがなんの
ぬ恥 tミ 遮ヽ要なのか宅つかみなさい。

警雷選露讐鼻Fも
て``ることを20参字以内で

彎読解していくため
1時

(本 時)

７

時

覇

菫

了

参時議

書

言

:ヒ

性

会

の

中

で

蓬轄欝

量奮F要
警をまと聴・ 自分逮鋳言轟生懸を鰯り

雪驚 覇 穣筆 戒 爾

7鋳爾完了

選壌から文章参内審を予議しF.・ さい。

菫[墓警ぶま
こ藁 繊鰯 きなな 鮫 を通

ち

よ
う

と

立

ち

止

宙

季
て

読検態を懸し合いなさti.

文章の種立を考え、護者の意置をとらえる。 0～ 鬱の最薄の要点をまとめなさい。

文章金体を大きく三つ:こ分けなさい。

壌者が三つの選を使った意甕堵考えなさぃ゙

奪◎鬱の三警の縁霧の役割:こ つtヽ て考えなさい

文章の内害や毬立を大づかみこことらえる。 轟堪についで自由這考えなさい。

文章のあらましをとらぇなさい。

第二の難分を縦読し内容をつかむ.

褒警拿「
本の社会 :こ ついての薦覇銀越を搾さえ

黛亀、そ鍛軍理の轟体鉾な事鋼をつか轟なさぃ

鷲三 ,薬轟の諄分を構饒 L内審をっかな。
轟量雪雪鎮奪ユ警桑「

亀鍵囲内で惨言語慶鋼の

まえ、それを成立ぎ管る三集拌をつかみなさぃ

要旨をともえ、自分め姦命回りにも目を向ける

」曇f蓬載慧姦慧基こ薫誓FF驚
きや事びを鐘

量lliliIF奮言
F尋讐警喜ゝ賛言雪薔彗

10馬 薫元堪 生 燿 の 申 で

籍攘 |・ 警青参
簿鍮構壌や筋道を押ぇ、要旨をともえさ

・
聾督霧葬富墓亀Fえ 自ヽ分のものの見方、考え

中心 tこ な幕厳薄をさがし、要旨をまとめなさぃ



教義醒 1音-9

奮富|■ 1電
=盛
芋L■  ■ :稲巨罐彗棄 ョトト錯書種覇蓄旨潤準覇竃

昭和63年 10月 7日 (ω第3時限 第2音楽室
指導者 伊 藤 直 美

1題  材
2

(1)目  標

(2)準  備
(3)奄響蓮I遇醒塁

購 2/3)
o 各自のパートを正確にとらせ、/HNした時に自信をもって歌えるよ
うにさせる。
0 バート練習に積極的に参加する態度を養う。
教師 カセットG義討聯、Sソ コーダー

＾
・，
　

一
　

ヽ
　

´
（
　

´

1:発声続冒をする。
色)猿式呼吸でプレスの繰習をす o正じむ瑾鋼:で    させ
る.

②  カデンツを練警する。
C3b 覇翼肇務機 う。

2。 本時の学警について聞く.

る.

=:10ソ ご ア イ ~て 翼 て
3. 諄電題襲建 をS饉で吹く.

o♯ソ、♯ド、♯レ、糠ファ
♯ミの運指法を毅書して注意
させる。

oリ コーダー進度表に記入さ
せる。

4.パート練響をする.
① パニトリーダーの指示に従い
練習する。・

②  2人でペアーをつくり、評麓
じあう。

5.全体糠習をする。
こ)1、 2、 3番を通して歌う.

⑫ 指難に会わせて歌う。

6.本時奪まとめをする。
(1)感豪懇話し合う。

儀)自卸 パート    る.

総 嶺難こ{誡茫理羅轟ける。.

C33 グループで議 しあう。

o美しい響きをつくらせる.
oのびのびと歌わせる.

oパートを運圏し、動言を与
える。

●バートリーダーにABCで
記入させる。

o音の取れていないパートが
あれば部分的:こ再確認させる。
o簿 る.

次時への意欲づけを行う。

o正れ 1ヽ饗象
大きな声でめぴ

のびと歌えた亀
毬 襲 璽 要

・
聴 爾 撃 0

o正しもヽ運指で
吹ξ夕たれ

o協力している
べ  鶴購

o轟議餞鵠こノヾ―

卜練習娯こ参懇弯

きている濤ゝ

参議し合いt』職

鶴  機

観 籐 を 使 っ て 発

「

~練
習 を し な さ い 。

Sリ コーダーを使 って自分のパー トを覚えなさい。

混 声 三 都 合 唱 の 練 習_を し な さ い 。

自分たちの演奏を難いて感想を議 し会いなさい。

心

逓

程



「

1大

空

賛

1歌

く専時間
完了≫

蛍諄 ■
~_盗
再 選彗饗饉翠斗督許覆野 記覆遅還有購 月驚 獲璽

1◎ 月 1 題詰名 大空賛歌  13時 間完了

猥 標 1歌詞内容を生かした合曙表現を工夫させる。

(学 習 課 題 〉

詞を通して歌詞内容をつか
みなさい.

《 学 習 活 動 ≫

二時 メ整蓼警奪轟警「
しヽ畿翁イ

Sリ コーダーを使って、
分参パー トを吹きなさい。

2時

《本時か

糠奏記号俳確認彎しなさ鶴ヽ

3時 め讐督亀FttF｀ 気持ちを込

範唱を聴き曲のイメージを
つかみなさい。

パー トに分かれて音とりを
しなさい。

パー ト繍習をしなさ鶴ヽ。
自分のパー ト機音を確実に
とり、混声舎唱する。

パ‐―卜内で確実亀こ音がなれ
てしヽるか評価しあヽヽなさもヽ藝

全体で合唱し、不瞳実な部
分離鰹鐘しなさしヽ。 〈録音≫

曲態をつけて合罐しなさひ

歌詞内容を生かして、表情
豊かに合唱しなさい。
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教
霧ξllヨ等多輩妻1112考霊 (

1.単   元
2.本時の学習
(1)目 標

(2)準 鷺
(3〕 学習遅程

場
義
難運
丈

隈
波
時
鞣
齢
遷義

鐘

子
曜
男

バスケツトボール

(本時 5/14)
○ セツトシユート,ジ ヤンプシユートがスムーズにできるようにさせ
る。
○ グループ内での練習を,協力してできるようにさせる。
○ 用具や,コ ートの安全を確かぬ,自能の健康安全に籠意させる。
バスケットボール 25饉

ｒ　・・　
　
　
一　　　　　ヽ
　　　・　
・　　　　（

学 習 活 動 占
轟

彙黒郵
睡 機評

準
轟

選
緩

.集合 ,整列をする。
(1)準備運動をする。

生徒の健康状態,殿装を
譲べ指示をする。

膝,尉などの関節を重点
的に行わせる。
目標を明確にさせる。本時の目標を無る。 ○ ○ 本時の霊標

がわかつたか讐
_   r羞 手 ゝ

中

むヽ

逼

穫

3.セ ツトシユー :
グループご≧群

(1〕 両手でセツ :
の練習をする。
(2}片手でセツ :
の練習をする。

.ジ ャンプシユー
ープごとに糠習 1

(1)色々な場所ノ
シュートする。

.整理運動をす夜

セットシユートの擁習をしなさFvL。

タイミング
よくシユート
してむヽるか。
(観察 )

タイミング
よくシユート
できてし`るか.
(観察 )

意欲鋳縫練
翼できたか。
(挙手 )

σヽ

二義

Ｉ

Ｚ

Ｊ

】

　

　

０

一

言

♪

　

　

ｂ

I事

ジヤンプシユートの練習をしなさ鮨ヽ。

〆
ゝ

〆

＼

難

認

選

継

.本時の反省をすこ
(1)グループごと標
○ セツトシユー
○ ジヤンプシ I
O 練習の態度
(2)次時の予告

L一 卜  :

○ ランニングシユート,ド
リブルシュートを行う。

／

ヽ

- 75-



「  尋

舞2学年機健体青学理課題構成選

9,10躍 単  元 ノミスケットボール 14時瞳完了

○バスケツトボニルの技鍵を習得し,業爾的技饉を生かした政鶴母仕方を考えてゲームができるようにさせる。
○チームにおける自己母役罰を理解してそ器責任を果たヒ 重与ゝに協力して計画的に続饗やゲームができるよう
にさせる8
0ルールを守り,食正な態度でゲームをするとともに,その結果を夏書して糠警方法などを■夫し,ゲーム饉轟
躍できるようにさせる。
○重―卜や露興母安全を確かぬ,自他翁健康・安全に留意して繍習やゲーム獄 きるようにさせる鬱

2～4鋳

パウンズバス鋳轟種をしなさむ`像

臨議学動議彗学

1時

5時
(本時 )

14時轟
完了)

6～ 7鋳

環1～ 14時

- 76-

7～ 8人のグループを犠成しなさい。グループ轟成摯準備運動作成

チエストパス総畿置をしなさを`。バス・ ドリプル母錬雪をする。

アンダーハンドバスの範目をしなさ争`彗
濃
人
鈎
披
畿

ショルダーバス総筆習をしなさ等`

ランニングパスの壌習をしなさい。

ドリブルの機種をしなさ奪`魯

ピボット0ストツプの様署をしなさい。フットワークの練習をする。
パ
ス
ヶ

ツ
ト
ぶ
―

ル

セットシユートの糠琶をしなさを`。シュート翁纏習をする.

ランエングシユート母纂奮をしなさし`。

ドリブルシユート備糠彗をしなさもヽc

メレーf1/を守り,審判参指示に従つて
ゲームをしなさひ。

ゲームをする墓

グループごとに,速政,カツ:ヽイン
プレー,対人鱗御を中心〔考えたゲ
ームをしなさい。

遮攻鑢撥雪をしなさ琴ヽ。攻動鍛繰雪をする響

対人饒ぎよ0穣習をしなさを`

カットインプレニの機理をしなさむ`彗

理

″、
　
　
　
　
、

轟 標

8～ 10時
集
轟
鋼
技
能



「

教育課程

1。 1単     」毛
2。 本時の学習

(1)目   甕

(2)準   備

お
慶
０
」
第

13
学 年 電爵糧 理 科 学 警 指 導 薬

昭種 63年 1番 周 7彗 〔金 )驚 3霧寺霰
指導者    片   山

電 流 回 路

(本時 1/11)
●演澤響圏賎を見た り、回路 を作ることを遥五 て́、国臨 ばよ寺て

電球の明るさがちが うことに気づか せ、電流回路の特 1数に製

味をま寺たせる。
。実験や確認に班で協力 して取 り組 ませる。

教 8面  プリン ト、白熱電琴[(40W. 1磐 OW選 )、
自熱電球用ボー ド、豆電球、ソケッ ト、乾電池

電池本ル ダー、壽繰 、延長 菫― ド

救菫

量

。わ議・ら鞣 壽ヽ 争た

ところを教え轟え

たか。

(魏讐巡現 》

争爆力 して予ブ

を菫 じ轟えなか。

〔帆置巡蝿 )
。鐘桑が確認で

きたか。 (撃辱}

0班嘲 角 ヒノて
実験が進められ

たかむ

〔桃閣巡視 》

毒正 し,Lミ i感果寿ゞ

でおから

(義亀、撃手 l

f面夢

(3)学 冒邊程

1_予 儀課題に取 り組む。
(1)プ リン トをや り、班 で確認
しあ う。

2.単 元 lt~ついて極観す る。

3.本 時 の 画篠 を知lる 。

4.40Wと 1=0彗 Wの電球 を
藁列 と並列につないだ時のそ

れぞれの明 るさの最 を予想す る。

(1)1優 ずつ点灯 させた時の
明 辱さを見て、班で予想を話

しあ う。

(2≫ 湊承を見て、予想が正 しか
つたか確議す‐7」。

5.画 臨 をつ くり、豆電球の明
るさを調べ る。

(1)理 で話 し合つて分担を決
める。

(2)じ ミろしヽ ろな回路 をつ くり
豆電球の明 番さを調べ る。

0.本 時の まとめをす る。
(1)班 で結果を確露する。
(2)実 験結果を発表する。
7.次 時の予告を躍 く。

番 譲塵義違甕で確雲させ

舎 態度 量嬢も示す辱

40響 Fと 理参彗爾の購 の朝 ろさの醸を予燿lし なさもヽ。

教科書はとじさせる。

0 家庭 での体嚢な どをも
と碁こ考えさせる .

曜轟ここ墓鸞れない。

豆鸞球 と乾電池を使って国臨をつ くり、亜騨 曇明 るさを譲べなさむゝ曇

● プ lメ LJ卜 尋こ:翌録 させる

。 できるだけいうしヽろ
な国感 で調べ るように

させる。

実 選晏鮭 果 を まとめな 事い暴

○ 結果を確認 させ、
今後の学習でその理

inを理解してぃ く事
をおさえる働

ｔぃ

遇

　

　

　

纏



露 宝 学 年 理 秘 学 響 諄 腫 構 成 圏

10月 単元・麗樹亀 電  流  回  路 11時 議完 了

電気簾圏鷲尋をおほ
:え
、電流・ 電圧の機念

を知る。

竃鼠装置の捜いかたき鸞檬し、電圧と電慮

電熱秦軍の長さや断幕覆こ糧1寛の大きさとの

関係を供選る。

直夢1回議ふぼわける電流と電圧の大きさを調
べる。

直 i充と交 ,充●ちがいを採薔じ.

く 学 習 鱗 理 )

4攣 W。 100Wの 電球わ菫F球、滋覺圃略ぽお
:す るザi電,さを予想しなさい。

電気用画記尋をおぼえなさい。

電流・電圧の概念を理態しなさしヽ。

電熱彦累の面機にかか墨竃班考変えもと電;簾tはこ
f〕撃l手 だ菫わしか鱗3′・(な さもヽ。

グラフから、電熱意豪の長さと抵機の大きさとの爾

係を考えなさtヽ .

並列回略における電鼠と電駈の大きさを測定し
などもヽ。

並下電翻鍵 におけ る驚競・ 電題 ばついての機則 性

を墨葬要しな さもヽ 。

菫フ」国銘にわける奪抵羮と全体の機筑の爾係を
譲べなさtヽ .

琵誉葺基葛票れ雪轟婆し華管∴『
義ぞれ流して

 |

、

一Ｌ

へ

（

(li織露
壼ri

ll舞

|

L

il壽

く 学 習 糧 露力 )

電流三十。電圧言十鉾使いかた を習得 す る。

並列圃『名におけも驚濃と電圧の大きさを調
べる.

壼ラ」回誌、並Fり回餡の罐醸魔と電まの農係を

まと轟尋.

欝,霧晏罐果をグラIP化 し、電雇と鼈′鷲命働候を考
零しなさしヽ。

篭魏寃の襦歌急を理が要し犠さtヽ。

電源装置の使むヽかたをおぽえなさもヽ。

ダラフから電集繹の断面積と轟糞の大きさとの
闘係を考えなさい。

菫列璽略におけ 番鐵静 饉題につ もヽ ての畿則 性

を考察しなさい。

直列回銘、並肇回擦におけも各抵抗と全体
の抵抗の鋪係を調べる。

並列圃誌における名糧鎮と全博の抵書亀の爾係を
調「
・:なさもヽ゛

直列轟略におけ碁竃i魔と電圧の大きさを測定し
なさい秦

。実難や機事を通 LJ、 電流回路の轟機的な性質を理解させ

:時

〔‡褒]

再

電流許 電庄計を使つて、重電球の電流 。電離
を援Jりなさしヽ.

|ご 套

園

療3

（　
　
　
へ　　́
　　　　́
　
、　
　
　
・．　　　　　　　一　
、　　　　、

霊電球2饉と乾電池2彊警使った轡議色に泌ける
重電球の購もさを構べなさい。

電瑾 と電 j魔と骨縄 i桑を考寧 LJな さ tヽ .



教育課程 2音-18

第 2学 年 6組 音 楽 科 学 習 指 導 案
曜継63年 10月 7日 (金 )第 3時限 第 3音楽室

指導者 児 玉  識
1.題  材
2。 本時の指導
(1)目  標

準  備
学習還穫

翼をください
(本時 1/3)
・ リズムを生かした合唱の表現を工夫させる。
・ 合唱練習に積極的に参構する態度を養う。
教諄  範唱テープ,パートIIl評価表総

綿

轟習曲を歌う。

題材の概観をする。
本時の難標を知る。

4.各パートの旋律を覚える。
(1)聴唱により旋律を覚える

総 バートリーダーを中心に
バート練習をする。
綿)二人組で互いに聴き合い
評価する。

5.‐ 他の声部を聴きながら、三
部合唱をする.

6。 次時への課題をみつける.
(1)範唱テープを聴き、課題
を話し合う。       1

T。 次時の予告を開く。

0声を十分出し
ているか。

(配鰺璽舞)

。リズムの特徴
を感じて歌え
たか。
〔羅互評価》

・機種鋳韓歌つ
てい極か。
(観察 )

活

ン鐵・機
し
か
話
発

既習畿を練習しなさい。

・ のびのびと歌わせる.

・ 態度目標についても指
示する。

各パートの旋律を覚えて藤習しなさい。

・ リズムの議 をつかま
せる。
・ 音のとりにくい部分は
何度も練習させる。
・ ノ`―トリーダ下に報告
させる。

舎唱練習をしなさい。

。他の声部の響きを感じ
とらせる。

範唱を聴き、次時の課題をみつけなさい.

・ ハーモニーの響きを感
じさせる。
・ 隣り問士で話し合わせ
る。

Ｆ
‐

１

　

２

３



題標 :。  リズムの特徴を生かし、若者らしいのびやかな声
で合唱させる。

(学 動 ) (学 習 課
｀
題 )話習

、
　

、
　

　

′
ヽ

「
　

．　

　

　

、　

　

′

パートに分かれて音取りを

しなさい.

全体で合唱じ不確実な部分

を織鐘しなさい。

歌詞内容を生かして、表鸞

豊かに合唱しなさい。

第 2学年音楽科学習課題構成図

10月 題材堪 翼をください 3時間完了

リズムの特徴を感じて主旋

律を歌いな奎い。

旋律のリズムを生かした表

現を工夫する。

パート内で音がとれている

かれ しなさい。

歌爾母内容を生かした表現

を工夫して合犠する。

翼をくだまい

前半と後半の歌い方に気を

つけて合唱しなさい。

合銀のおもしろさ、ハーモ

ニーの楽しさを味わい、自

由に表現する。

3時間完了 )

3時



教育議程 2美…13

禁 2鑓窯年 7業轟美 暴難科 毒諄議 泰旨轟 甕

1.撃   元 ポスター

竃穂饉3年 1簑躍 T理 《金 )鶴 3時隈 欝 3美籍室
権奪者 石轟 治手

2.本時の学警
(1)轟  標

(2)準  藤

(奪}学習過程

(本時 1/12)

』∫
撃
言ま
亀
言J言う言曇:霞さ5鸞八≦票

番菫覇霧電薫き彗Fし
く瑠評葬させ

].
生 徒 教科書 e鑑霊資料

学 薔 活 動 奮  菫  点   :評 価

巨

壕

塚

壼

身のまわりにはどんな藪 のポスターがあるか考えなさい

1.本時の学習毒容を知る。

2.身のまわりにあるボスター等
種類を考える.
。 まとめをし発表する.

ポスター参姜護、条件につ

考妻警慧言芦
賞資料≧菫暑募

プリン トに記入させる。

0積極鏡に轟
べることがで
きたが.
{観察 澪発表》

えなみい。
|

l

ボスタすと畿藤の経違点からボスター等特機、殺畿について考

3kttΓ夕~と織画の機 を考

機
割奮曇豊
=F特

性からその役

犠 作品鍵を経示する.
。 ボスターを幸心にまとめて
し` く.
・  視覚伝達の手段 としてのポ
スターを薫識させる.

。考えをまと
機ることがで
きたが.
(発表〕

4轟
襲季奪3奪糞ヲ馨奪登盲iめ

 ・
言選Ψ訂量
轟轟菫慧ゝ菫1こ

ポスターを難作す暮上での必要条件警考えな基い。

義毅懸鋳鍾露
じ合もヽこ参カ
できたか魯
(獲寮・発表

番

藩

　

ト

ｉ
篭
隷
覇
‥義
二

ボスターの役轟、必要条件を餞轟しなさぃ。

ア
せ

イ

ら

デ
燿
イ
を
ア
と
ヽ
い」

ぬ
う
決
行
を
を
で
チ
一
　
プ

テ
ケ

・

ス
る

機

割費母一　
・

夕
る
ス
す
ボ
轟・畿

５

次時の予翁を覆≪椰

轟要条件を
欠菫輩菫彎尋奮暮警参

ごと予
尋 .

難欠点を見守
けることがで
きたか摯
(発表》



第 2学年美構科学響驚遜構成甕

O 構成の機の羮鋳秩序や接法をいかし、
農容を彫 `饉で嬢鶏鱗に表現させる機

副
驀

纏

(学曹濃難 ) (撃彗議鸞 )

ポスターの基要条件と鐵鋼かⅢ

学校生活や身近を社会の中から主題を選び

言言言禁F生
活に目を向け、主題を考

|
理作計嚢を立てる。

アイディアスケッチをする.

アイディアを生かすために選切な置色
を考えなさい.

でしヽね毎ヽに仕上げをする多

票IttI雇墨轟藁二真IFttRI理蔦て理襲作鍛反奮姦作品を鑢賞ず墨蒙
ビ :h鵠

(12議聾豊了〕

(黛彗糠)

簸

賞

〔lttl

8ヽ

10警

12簿

参考資料警鍵饉 して、ポスターII母 目的 ,機

驚 ,必要条件はつしヽて考える.

襲作計轟を立てなさい。

文案を積選して、多くのアィディァス
ケッチをしなさい拳

文字と図経のレイアウ トのI夫 警する
°
. 主理を強握する方法を工夫しなさい。

配色計画を立てラフスケッチを完成する.

ポスターの必要条件を充たしているか義か
める。                  ・

パネル彊攀をする。

ラフスケッチを検討しなさい.

バネル張りをし亀さい

位置:大 きき、数などを検討して議轟
総蛾警じなさい。

鷹色計画にもとづぃて審亀をする。 覇るい色から彩亀むしなさい

りんかく撻がらはみ轟さないようてい
ねいな影色をしなさい.

むらの畿ないよう熱永かげんや筆鋤鰻
し`方に注意 した勝曇警しなさい筆

竃も`の作轟鍛構成ゃ鸞毯勢盤き、
働くふうに守いで懸じ合与ヽなさい

参～ 10周 単元選 ポスター・ 1鵞鋳轡完了

圏 権

ポスターの目的・役議につしヽて発表 し
な群毎ゝ.

下麗を描く.

色幅 S零度・彩度の纏互擁係を奪え総
合鋳こ色蒲、鋼色を蓋整 しなさい.



教育課種 2英 -16

舞諄 2J学 :≡暮 9議鍾 L聾難議 科 量デ=雇響指 導 案
霧和63年 10月 7震 《金》舞3時隈

指導者 林
裁菫
真 畿

1.題  材
2.本時の指導
(1〕 薩 標

韓〕 準  叢
13}学習過程

曹Lat Do Yoll ttant to Be?

(本時  2/5)
O have to～の語法を理解さ澄表現できるようにさせる。
0班内で轟頭練習を積極的に行わせる。
教師  TP Flash tts T鋼 警)・

1.新出語句を発音する.
(■)教師の後について発音す
る。
(2)意味を確認する。   |

O Fltth側郵麓を用いて
義 に言わせる。

2.htte to～ を学習する.
(1)教師の示す文を見て意味
を考える.
〔露}鋳闘士で確認する。
(3)教師の議崎を聞く。

総 Chart 6を用いて口頭練
習をする。
(5)例文を暗理しノートに書
く。

3.本文の内容を把握する。
(1)教師、テープのあとにつ
いて本文を音読する。
無)班で本文の意味を確認す
る。

4.本時のまとめをする。
(1}T OF Fテストを受ける。

(2)重要文の説明を欝きノー
トにまとめる。
(3)次時の予告を闘く。

0鸞 、アクセ
ントは三し酵ゝ
か。 (観察》

O正しく英文が
言えるか。
(縮番法・

纏
=評
価》

話
　
ｌ

は
　
視

動
　
運

活

申間

範
齢
観

０

0本文鋳肉容が
難麓できたが
《軒 》

新墓語毎の発音 。意味を確認しなさい。

htte to～ 母語法を理解し表現しなさい。

心

違

穣

0搬で提示する.

O Lve to,途 toの発
音に注意させる。  一
。班内で練習させる。

0ポイントをノートにま
・と導させる.

本文の内容を難墨しなさ碧ぜ。

0イ ントネーシヨンに注
意させる。
0班内で順番に言わせる

本時の学習内容をまとめなさい。

。テープを2回轟かせる

0ポイントを明示する。

学 習 活 動 響 意 点 評 涯

蓮
，

議
　
轟
　
種

中

確

認

選

轟



2響諄 年 英 薗購F看斗学 1議「議難題 月曜 E痴菫図

10月 馨元 ,電材名 霧hat Do Yo懇  Want to Be? 5時間完了

て)自 分釣両親や兄弟について、小さい時何になりたかったのか
また、自分鐘縛来何になりたいと思っているかについて吟簡単
な問答ができるように蓬彗る。

目構華○ 次の議法を理解させ、表現できるようにさ誉る。
・ 職銀の導く轟覆震撥議
・ 融 亀 (逸属)なo～  とその難問文、否定文0爾鞍 …… ? Ъ … ë

マイクが将来何になりたいのかをとら
える。

篤轟の学鸞薄書のテストを受け機鬱

奮学

2時
(本時)

(5鋳爾完了)

3時

マイク曇薦銀が小さい時何になりたか
つたのかをとらえ暑.

教師の示す文を見て意味を考えなきい
警hen l was a littie giri3・・・・・・“″・・・.

織鐘を用いて2つの文を1つにまとめ
なさい。

職at do(di越)p毯 爾観t to be?
I wttt無議t鑢)to be……….
の応答文の練習をしなさい。

教師の示す文を見て意味を考えなさい
I have to get up nowタ

曇art 6セ 見て聾頭練習をしなさい。

冒hat ひo Yo議
爾機逮t to Be?

hve to～ の疑問文、否定文の作り
方、また、意味を考えなさい。

鞠 …? To…?の応答文の練響猛
しなさl・ h縦

(1)～ (3わ学曹病容の重点的覆習、練警
をする。

自分の両親や兄弟が巧ヽさい時何鍵なげ
たかつた器かを蔭で発表しあいなきい

P.嗅f懸雪Bを用いで 鷺撼 tO～ の
鍵岡文の作り方の購習をしなさい。

蒸轟勢学奮農書のテストを受け、理解
できていない点を覆讐しなさみヽ。

P.盤 麟奮Cを用いで 冒賭 …な:"?
為 ,“…・?の応答文の難督をしなさい

(学 習 活 動

・4時



教育課緩 2道…12
舞撃 2環詳 年 ■ 0発盤 選 イ麺翼ギ鉾 理 事番彎 導 案

昭和 63年 10月 7猥 (金 )第 3時難 毅室
指導者  鈴 木  直 子

1.主 題  忘れえぬ友 (19.友情 )
2.ねらい `o 選手を尊重し,患告し会い動まし会いながら,互しヽを向上させるよう

な真鍮友情を育てていこうとする態度を育て辱.
。 自分の考えを持って、績轟的通話し会いに参麓する態度を養う。

3.準 繭  毅師 TPl(ア ンケート撻民『 友だちについて』),TP2(読 み物の
内容図),生徒作文 ,プリント

生徒 読み悔「忘れえな友』明るい人生Pll恣～121,作文
4ゃ 難導爆農

動義習学 琶  童  薫 評  轟

撃

艤

邊

最

自分たち鍛黄人覇係について轟し会いなさい。

1.TPlを 見て ,自分たちあ友
人巽爆ここついて議し会う。
(1)問題点を議し会う。
(霊 )友人関係獲鐘む豪理を考え
るよ

2。 本時のねらいを知る。

表面鐘なつきあむヽが多いこ
とここ気づかせ碁。
趣手の立場を思をヽやるこ≧
ができない場会ポ多い通

°
とこ

気づかせる。

。霧鍾量嚢を
持つことがで
きたか。
(醸 }

。筆者の気持
ちが理解でき
亀か。
(難 }

幸

ξ泌

選

縫

筆者が二人の友人との儀難会■で学んだことを考えなさい。

3.資料を読み,筆者に≧っての
F忘れえぬ友』につ警ヽて考える。
(1)国蓋齢 のあらすじを理くξ
(2)筆者の気持ちを懇鐘し,議
し会う。

。 TP2を 提示する基
。 二人の友人との議彙会いな
通して,筆者が真の友策を学
んだことを分からせる。

自分鍛「忘れえぬ友聾:こついて発表しなさいゃ

4.覇手鋳立場通なって簑するこ
とのできた友人覇係通ついての
事換を発表する。
(1)作文をも≧藁発表する。
(2)菫で感握を轟し会う。
5.真の友情を感じていない生徒
参作文を饉く。
(1)麗で感懇を話し会う。

挙手がなければ,事繭に書
かせた作文をもとここ警墓し,
発表させる。

発表しにくいと思われるの
で,代議する。
踊題点は何か考えさせる。

難

認

遇

程

真傘友構を育てるため鉦大切だと思うことをまとめなさい。

轟。これまでの自分場振り返り,
望ましい友人繭係鍛あり方おま
とある。
(1)各褻ブリントにまとめる。
(2)菫で発表し会う。

互いの向上を願う気持ちが
大騨であ辱通とを轟さえる。
自分醒身が『忘れたぬ友』
になれるよう努める通とも必
要であること数気づかせたい。

一
　

一



教育轟程 2数…24
第 2学 年

不等式

重 二 織 劉覇ヒゼ犠華科 ゼ警ヒ:鬱蒙ξ諸導 轟
昭和63年 二0月 7轟 (1羅

者 轟
時
は 長

(本時 9/重 2)

曇量
菫畢要
雪薩酵響F     窪慇遍雉具念i言菫事亀態度を萎ぅ春

教竃
子

皇心鍾  材
2.本時の指導
≪l≫ 爾  標

議
程選習

準
学

≫

≫

２

３

≪

＜

´
一

（

ζ
ヽ
　

一

°
議F硬轟撃テ

・
7デ賛懇掌費

警珀奮饉轟誉

拳覇懃鐘郵襲試こ話し
合いもこ参無し
て鶴ヽ環楊.
〈縄爾巡畿≫
考 え方が曜鮮
でき簸か。
≪饉欝≫

1.計算彗習する。 ◎

2。 上の霧遷を解く。

3il         曇る。
C):書醤暑書暑ξ[I I]「

きを

4.上の毒題を解く。
(1》各自解く.
(2)発表する.

:爾晉議轟轟轟:自然数であ
ることは気付かせる.

― ト
警
Ｆ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●

を
　
　
基
う

ｌ

　

童

３

４

●

≪

　

≪

く

く

轟

扮‐
°
雰覇貫蓮藁裏響彎ib選畿
ます。
o量数と金額:の 2つに褒をつ
けさせる.
o補足説明する.

不振興の指
6.本時のまと機をする。

|:巡量撃暑卜を解決する。

7.次時の予告を懸く.

てし

。

視
轟
巡
ず
間
を
梶
導
０

纂議Ｐ

ｏ

げ
る
れ
せ
お
か
が
解
書
を
余
盆
鍾
習
覇
簑
時
の
○

i言言豊置警:妻曇曇妻i量曼量言露負壁守言bふ仄轟雫室鬱菫訴lさしヽe

暑暑言奮慇奪轟折益轟雰昼轟馨〒言奮匙晶姦雫星3電拿Fttg重荷畠菫
す増tばよいか考えなさい.

中

′さ

還

緩

ま言嚢薄喜じ募竃讐?璽警ぶ尋資源
の個数よりも少なくならないe』 と
|さ 建ヽ。

轟蓼○灘譲を解きなさい。

学 習 活 動 留  意  点 評  価

準

贅

過

程

薩

認

遇

鐘



2等 菫J事郵 t壺婆 季絆諄 理「 謡臨 運割鷲 撼≧種測

9角  : 題材名  : 不  等  式 i 12時 響案I

鐘標 :o数量の大′:ヽ爾係を不等式に表せるようにし、不等式とその解の意味、不等式の性質を理解させる。

○平等式の性質を贅つて一元一次不等式を解くことができるようにし、これを問題解決に稿馬できるようにさせる。

○饉単な一元一次不等式を達立させること,および、その解の意味について理解させ、これを解くことができるよ
｀

うにさせる。

(学 習 活 動 ) 〈学 習 轟 麗 )

不等式の解の意味について譲べる。

教科書PT2瞬で轟物の機数だとし爾係を式
で表しをさい。

めなさい。

不等式の性質 (正の数の場合)につ

いて調べる。

不等式の再辺に同じ正の数をたしたりひいた

りすると、大rl.興係はどうなるか調べなさい。

不

等 不等式の繭還は爾じ負の数を亀したりひいた

りすると、大小薦係苺まどうなるか調べなさい=

寡時遷

目
閣
Ⅱ
目
目
‐の‐
「
『

式

111時爾

寃T)

|

ひ時

4時

手時

6鋳

7時

8時

(負尋数の場看■ につ

いて護べる。

1不等式を種麗して数量の麗係を解決

する。

2つの耳等式め解難方を考える。

Aく BくCの形の不等式の第き方を

考える。

2つの書 式のを使つて聞題を解決

する。

9時 (本時 )

鐘習緯題を解く。

10・ 11112時

不等式の両鐘に同じ負の数をか8fた りわつた

琴すると、大小轟係はどうをるか震べなさい。

事琴式3χ 一寡>4を解きなさ等ヽ.

I11曇 I: を解きなさ等、

ぽ

　

典

　

　

締

|:li言 ]量 llχ  を解:きをさい。

教科書P84の轟量 1.2を解きなさい:

テスト

不等式の再還に轟じ正の数をかけたりわつた

りすると、大小襲係はどうなるか譲べなさい

不等式争χ>… 27を鷲きなさい。

簡単な不等式の解き方を考える。

不等式-2χ <18を解きなさい。

等号を含んだ躍合、かつ二のある場

合の不等式の解き方を考える. 3χ +7≦ 5χ 一lを熊:き 者さい。

4χ +7<10-3(だ -5)を解きなさい。

救科壽P39の爾運纂を解きな番い。

教科書P83の轟菫4を解きなさい。

畿科書P84の問題3,4を解きなきい。

-5<2χ +3<12-χ を解きなさい。



教育議程 2国―趣3
第 我
~―
`舞
ユ菫

菫、通  結
2、 本時嚇指導

(1)轟  標

饉  教師
生徒

2轟 轟 甕 蒻 語 辞

「

許 雇 ぎま撥 運 饉 襲

昭和毬摯 明 7轟 (金)第 9時限 教室
指導者 華票 みどり

〈徹〉霧揮

副講、連体詞、接続調、感動詞

(本時3/5)
o 接続詞の性質、働きや種類について理解させる。
o 班での話し合いに積極的に参加させる。

プリント、フラッシユカード

新修解明国文法

・
|

準
:

議 |

選

:  ~~                            ~~~~                   ~~~一

一

一

一

l

|

貯彎響ゴ瞥確
かめなさ←。 ______』

LT        
「プリ        墓竃 覇L諄     蝙肇⑬

〈食≫ 発表する。      癬
         警馨亀F 猿テ

ザT
2、 例文魯幸から、接続詞を選10まぎらわしひ他の,

ぶe            l区 理ができうように
(⇒ 綾奮舞題に瞳攀纏む。
(童≫ 理で話し‐金移発表する。

撰文幸機接続講を六つここ分類しなさい。

3、 鋼文申の接続調を:轟きの :碁 分け方の要領をつなませ骨10豊墨ダ響警管 :ヽ 7■入 T警 環ス 換 鰐 ― 辞 覆 早 Iヤ ノイ ‐… ′
十 _「 ′磋―  ‐

ても に 募 ::こ
班
萎 攣 呼

参 鑢
|上から六つの種類に分けるolために、理勢尋蓄をプ

示する。

きたか。
く畿察≫

簑習誦題を鱗きなさいo

馨、

(1≫

(2》

T、

問題に取り轟むo

覇選涯を埋蟄嚢羹撃く。

理で確認し発表する。

次時の予告を聞くo

o達進生徒傷指導をする。
●正答数ごとに挙手させ、定

了彗度を鰹鍾する_o
l⑫ 感動詞舎働きど種類を学習

o接続詞の種類
が、理解できた

が.

〈挙手)

〈3≫ 学習選程

「

学 奮 活 動 奮 意 点 評 饉



‐
丁

2鋼 率ゼ諄 国 語 科 竃諄 1習 譲 轟轟 4構 成 図

l10周 |_r_元・轟材名 1 轟詞・違体詞・接続譲。感動譲

1置 標1  0四轟詞舎性質や働きを理解させる。
|   |

1時   ( 学習内容 ) く 譲

質
　
ｏ

性

毛

の

す

詞

解

副

理
Ｆ
Ｉ‥
日

や難き、種類につヽヽで 轟詞にこまどんな性鷲や饉きがあ毛か考え
|

Fll文 を見て、

なさい。
′  |

2時 1餃から恣晃
~r蔦
Ⅲ麗可蔦理也 、1

L_________一 轟――一一――一―――一」

|

畿

詞

連

体

詞

接

続

詞

感

動

詞

| |

(暮 躊遷完T)

嘉
|  1 3時 (本時)

濯文を見て、連体調に:よ どんな性質や機きがあ4か考
|

|え なさい。
1    _______十 ~―

― ―
_一

― 一 ― ― ― 一 ― ― ―
           

一

: i

「
1遍馨了i:は

形の上から員で、

|ん
な罐緩があ轟か考え

IL一 ― ―

一

一

        

一

二

一

十
_

|「        ~~~~~~~~― ― ― ― 一
‐
― ― … …― ¬

唱 F指示する護旬Jの表から「 J・ ソ・ プ・ ド」の鍵い |

1方
につ崚 1質 tL______―一

一
|

l

詳 接続謁の性質や餞ξ、種類につもヽ■事 例文を見て、接続詞にこまどんな性質や磯きがあるか考

|え なさい。

明 接続罰を六っ舎種類に分け、

|な き lヽ.

1 _ _ _.

それぞれ織轟きを説覇し|

|

|

L」理蘇墓iξ:IXI菖
‐
正三轟藁真
=贔
曹懸 覇

卜    i
|・』雪『
ず軸罐攀篭

i____   __」

1例文を見て、

|え なさLゝ ゛

|

|

翼言竃璽『言F輔
無鰤こ哄`

|

|:豊h― ―
一」

|



鶴 轟 攀 奪

r



教育課覆 3英-26

第 1日:学 年 ■ 縄 英 語 科 学 :習指 導 鑢
昭和68年 10月 7轟 (金≫第 3時鰻 教室

指導者 ∫:: 越 慎 一1.題   材  購iss ttay Telis us aboむ t Paris
2.本時の指導  〈本時 2/6〉
(1)轟  標 。関係代名詞 whichの用法を理解させる。

・ C毎群t4の文を全員が言えるようここ、積極的に績習ほ参加させ轟。
準  備 教師 Tape「 :ash cards TP
学習遜程

2.難保代墓調 警発ic舞 の文を学習す

賛暫ァ
示す文を見て、意味を

言
班で確認する。

讐]「
t4を層 Lゝて画頭繊習をす

3il  

曇露 重番[:≧婁警魯譲ず
(3≫ 置人読みの練習をする。
(m守
豪嚢誓言Fイ
ントの疑問点を

4聰ポイント臀薩議しノー
_卜

ζこま占め
轟。次時参予告を聞く。

-9● ―

≫

≫

つ
轟

争
θ

ぞ

、

≪

・
サ〈爾　　　　。

る
す
　
る

す
音
　
す

を
発
　
習

ｏ

習
て

ｏ彗
る

纂
い
極
ほ
け

音

つ
す
卜
受

発
に
表

一
を

の
後
発
ノ
ト

毎
の
を
を
ス

護
師
味
句
チ

懇
溝
鼈
疇
恥

１

２

参

４

・

≪

～

ヽ

＜

０

ヽ
ゝ
ノ
′
　
　
　
ヽ
、
ノ
ヽ
１
ノ

る
も
　
ね
奪

、、、セ
ひ
≫

ク
し
察

プ
正
饉

ｏ
は
く

音
心

。

発
ン
か

°
し軍警製欝讐
えるか。
(亀 轟会議濾》

・ 正しく読難で
しヽるか。
≪魂闘巡凝≫

新出蒻句の発音・意味を確認しなさ移。

。母音の発音に注意
させる。
。2分聞書かせる。

選

　

　

護

関係代墓蒻 警れ:Gれ の選法を理解しなさい。

00HPで 提示する。

工
け
チ
つ

ば
を
ら
○
な
鍾

。

た
表
る

え
ク
せ

言
爾
〕ｆ
質
ビ

本文鍮畿要を菫薩しなさい。

。OHPで 提示する。

新轟文型のまとめをしなさしヽ.

。●HPで提示する。



拿 竜華」暉 英 議 摯等ご群 磯鐘 栗 遭酵 鵞 厨こ筐蟄

10月 単元・題材埋 輔iss ttay Telis utt abollt Pari3 6蒔簿完了

バリ釣轟物につヽヽて蝿り、外鐵に対す毛鷲心を轟蜂させる。
蘭係代名詞

終れら

鷲懸ch く主権)
that (主格)的 轟法を理解させる。

(学 習 活 動 ) (学 習 講 轟 )

翼係代名詞 Thoの輝法を理解 しな
さい。

| :lave a f「 iend ttho 言OFkS in a

鱗tisetl感 。

闘係代名詞 7hi cilの 覇法を理解し,

なさ亀ヽ.

Tttcre ttere 奪ievators Thicれ  TeF｀ e

riJ識  by water.

関係代理嗣 that縁鏑凛を理鎖し′な
さい。

Tれ is itt ttte new traitt tれ轟trむ務s
tれ :｀ oこ :これ Paris.

蛉
　

´
（
　

一、
　

一

ず
、
　

一ヽ
、

、́
　
　
　
一・　
　
　
　
ノ
、　
　
　
、　
　
　
　
ム　、　
　
　
、

(S時闘完了〉

2・ 3

1 時
↑ .‐

(本時)

墓時

パリを竜る最新式のFll車鍛色、また、そ
の色が何を表しているか、等をとらえる

本譲の内容霧チストを受け毒.

-9量 ―

へ
　

一
．

′
、
　

．

形容詞 liReの 復習をしなさい。
I Terlt to a restat:rant like

that several tittes,

二 ソヽフェルま彗t熱 つヽてきなか、また、そ
勢エレヘータ…の動ヵは1可だったか、等
をとらえる。

電iss なヽし' Telis

t」s abo:ft Paris

1す雛疑蘭文の復習をしなさい。

That's ttte Eiffel ToveFi is織 多t
it,?

本課の内容勢重点鋳復習、績習をす4。 p.37録纏習を行い、本課の学習内
容の復習をしなさい。

本課の学習内容織テストを受け:理
解できてヽヽな Lヽ点を鑢認しf、 復習じ
なさい。

5時

１

´

ヽ
ヽ

４
　

　

・
　

　

　

ヽ

騒攘



戸

教育課程 特一覇

鋼露 3錫諄義爵 3亀風鋼諄亀民 GD野静轟彗 (学級指導)書旨導 菫蓮
躍議 63年 19月 7日 (金)第 3時霰 数室

指導者 藤 爾  滋
達法と交通事競
○ 歩行者による事故願轟,運転者による事滅顧甕を考え,安全な
歩行,安全な走4■に気をつけようとする態度を身につけさ彗る。
○ 自分鍮奪えをしっかりもらて参加し,難の中で意見を言う通と
ができる。

元
標

単
目

１
２

3. 欝

妻

ξ

学  警  活  動  1   指導上の留意点   1 評   犠

準

備

過

程
歩行者による事故漂覆を考えなさい。

中

心

峰

鞭

難
轟
艤
纏

3.歩行者が事鉄の主腰甕とな ○ 轟分の経験などをもとに ○ 漂理をあげ
3こ とができ
こゴト.
(指名)

運転者による事鏡原因にはどんなものがあげられるかについて
考えなさい。

i聴琵雪姦轟慧番蓼言Fと考えふな゚讐全込警喜曹量話琴雪象

一
      

一

二 一
―安全確認度テストを行いなさい。

一

駐の中で検討し合いなさい。

薦

む

π

磨

穣懸飾な壼
機 ができて
るヽか。
(轟爾巡機》

静かにとり
|めたか。
(籠察》

駆で設館が
rき たか。
:曲会議法)

プリントに
iとめること
くできたか。
(観察)

一

　

　

一
．

一

一
　

ヽ



教育課程 3理―

鮮 甕 3

(2)準  備
(3)学習過程

26

学 年 4鐘 理 科 学 習 指 導 案

大地もゆれ動く
(本時 3島 〕

昭和63年 10月 7轟 {金 )第 3時醗 教菫
指導者  武 山 春 雄

0 等発震時轟糠から震央を推定することができるようにさせる。
。 自分の考えをきちんと持つて ,話 し合いに参加させる。
教爾 TP,プ リント

元
習
標
学の時

目

単
本
ｌ

ｌ

２

″　
　
卜
　
鬱一
１
一
　
（　
　
ゴ
　
　
一４　
　
．．　
　
Ｆ
　
．一

動活奮学 農意奮 髄評

準

醸

過

穫

1.予鏡課題に取り組む .
(1)プ リントを行う。
(2)班で確認しあう◆

2.本時の目標を知る.

地震計の記録から機
聾微動と主要動のちが
いを確認させる。
態度目標も示す。

。正じ<解けたか。
(プリント)

申

′心

文

竃

　

．

l _警発事管羹線言自地評鍾轟

3.等発震時曲議を自地国に記入
|

轟
 量菫窟撃む替慧す

の時刻を

震度鍛分幕を白地甕紅記メ

:。か整言テ

ていね しヽに書

tしなさい。

0滑らかな曲線が
描けているか。
(机聞巡視 )

。相互に確認し合
えたか.(隣接演 )

4.震度の爾じ地域を同じ色でぬ
つて区分けする。
(1}色分けして,震度の分布を
自地区に描く。
(2}震度参分布が不規則なのは
なぜか班で話し合う.

区分争ナ母境界線:ま滑
らか韓記入させる。
等発震時菫機と比較
させて考えさせ碁。

。自分の考えを持
つて議し合つてい
るか。 (観察 )

5≧
畜露詈言菫糞急轟奎寧言
(1   
テ菫糞警墓楚じ警皇責

目から震央を推定しなさい.

水面で波紋が広がる
ようすなどから推定さ
せる◆

。霊央が推定でき
たか◆ (挙手 )

饉

轟

退

程

震源と震央についてまとがいなさい.

6.本時の学習内容をまとめる奪
(1)板書をもとに震源 ,震央 :こ
ついてまとめる.
(2)自 己評価表に記入する。
7,次時吟予告を調 <。

。 次時の課題を譲購構
成理で確認させ暴拳

0震源・震央を理
解できなか。
(自 己評価義》

一一
｛
　

一



豊ヽ欝 _RI等壼J準瑠闘叫 等罐野 議暉璽 幕鞍真 圏

10月 単元儀 大 地 も ゆ れ 動 < 6時間完了

。地震による大地の変動や災害について理解させる。

目標 :0地震の中れ方の解析から,震源の分布やエネルギーの大き
さを理解させる。

鷺轟習学難活習学

義　

プ。

す、
　

一

（
　

桑

(6時繭
完了}

地震による大地鍮変動を
轟べる.

地
震
に
よ
る
大
地
の
変
動

地震による大地の変動の鍵警轟げなされ.

地震が起こったときの対処のしかたを考え
なさい。

地震計ほどのようなしくみで地震のゆれを
記録する件か調べなさい。

地震計の記録から,地震鍮やれ方の違いを
蒻べなさしヽ.

震度について調べなさい。

ゆ
れ

の
伝
あ
り
方

地震のゆれはどのように
伝わるか調べる.

等発震時由繰と震度の分布を自地図に記入
しなさい。

等発震時曲線と震度の分布のようすから ,
震央を推定しなさい.

機爾微動簸続鋳鸞と震糠
求での難離と鍮灘係を調
べる。

初期微難 主要難の伝わる速さを求めなさ
しヽ .

警爾微動継畿時爾と震薫までの諏饉との闘
係を考えな基い。

地
震

の
起
き
る
場
所

日本Flj島付近鍮震源の分
書の特徴を調べる。

購本付近における震源の分布のようすから
どんな場所鍾菫源が集申しているか調べな
さい。

露本付近で起こる地震の原理を考えな碁い

世界の震源の分布と火山
曇分毒のようすを比較し
その爾邁性を調べる。

地震帯,火曲帯,海機ぉ轟溝の分布のよう
すを調べなさい。

プレートの動きから,世畢で饉きている地
震母療甕を説明しなさい。

大

地

亀

ゆ

れ

動

く
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教育護程 3美…15      
議

纂 轟 学 年 5経 羮 籍 科 学 警 指 導 饉

暖穂鶴年1瞬 7轟 く金 )雛 3時髄 教菫
指導者 轟 翼一部

1.単   元 東西の美籍 (横写)
2。本時の学習  (本時 3/12)
(1)目  緩 ・  作者の制作姿勢や美籍のとらえ方、磐性鋳違しヽによって独自の作品が

生まれることを気づか巻る.
。 鑑賞資料をもとに自分の考えを持って議し合毎ヽ鍾参熱させ模写参れら
いを現獲にさせる.

(2)撃  議 生徒 鑑賞資料
(3)学習選程

留  意  点

1.本時の学議肉容を燿る。

2゛ 轟菫した資料の要点をまとめ
る.

3.菫彙で鷹菫 した錢霊資料銀つ
いで護菫範轟し合う.
{豊 》鍵撻資料をもとに発表する。

(2)発表をもとに菫見を持って議
し合わ。

3.慶錢で亜いに曇らも`かまとめ
られたかを維認しなさい.

饉.次鋳の予告を轟く.

4.資料の作品の作泰参響作姿鉾
や美籍等ともえ方をふまたなか
ら穣写をする時に最も蓑理し難
も`ことをまとめな基7ゝ

釜 萎分の難意した作品のもつ
独特母護桂紅ついて菫内で発
表できるようにさせる.
L 作轟参棗風や色づかしヽ、薫
輔についての機足をしながら
発表させる.
饉 作者参美籍翁ともえ方に注
轟させで各自が気づいたこと
を書きとめながら轟じ合わせ
懸。

。資料鬱検討
がなされてい
轟か。
(穐聞運視》

醸資料をもと
通発表できた
か。
(畿察・発表)

醸瞳轟錢銀轟
じ合うことが
できたか。
(畿賽 )

O轟 うもヽ書量
とめることが
、できたか。
(魂闘饉畿・

発表 )

餞無へもヽな纏
議す轟道とが
できたかも
《纏夏詳機}

襲 資料を検討しなさし`薔

O 鍵賞資料をもとに、模写の
無らしヽをまとめることを鐵ら
せる春
機 Jlt轟や作者につもヽての鑑賞
資料参器で魅寿饒紅感 じた纂
分翼アンダーラインを馨:き な
から董とめさせる.

友達傷鷲意 した鍵賞資料を誘み酢轟とその背量について議し合いなさをヽ。

暴

心

轟

種

話し合もヽをもとに撻写す轟無亀いなまとめ亀さも`.

尋 鯰だ単に正華に写すので書ま
なく、選性の違しヽによって独
萎の表現が生まれてしヽること
こ気づかせ、各自ポテーマを
持って取季

・
組轟暴よう装させ

る。

撲写参亀らしヽをまとめ轟ことができ鉦か畿置し毅暮も`e

0 ねらいが明轟になっで等ヽ曇
かを轟轟させ、制作の意歌を
高めさ繊る。
癬 制作の計画を童́てることを
知らせる。



第 3学年美饉科学書譲瞳構成議

．
　

、́
　

　

，
一

　

（

撃元爆 索藝参義轟

譲
して理解きせるe       i
__二.______‐――一―――一―一」                 一

(学饗活動 ) (学膏畿懸〕

東西舎美籍碑共達点 と櫂違点を感 じとる。 教科書をみでそれぞれの作轟の実さや

美しさを味わしヽ、組違点 ,共通点につ
いて議し合いなさひ藝

時代・風土 ,民族の特質をふ豊えて、作品
を鑑菫する。

警色方法につもヽで考え4.

墓轟は理房戸
~~硬

自分の霧意 した鍮甕資料を饉菫 し、発

表 しなさも` .

輸薩鸞料をもとに、撰写するねらひを
まとめなさしヽ繊

鐵作母請轟警立でをさい

先ず藝嚢全体のバランスを考えで薄 く

亀を塗零なさしヽ。

自分参作品 と賣鶉警轟て、轟 らいを表
理 しされたかむ崚識 しなさしヽむ

互い鮭作品を鐘欝し、穣写の農嚢につ
いで轟賞しなさい.

磨

　

　

時

ｌ （
　

）ま
一
　

・「

、「
　

　

，
ス
´

ヽ
、一一一　

　

、́

灘

作

(緑鰺襲》

{12鋳 闘完了》

8ヽ

・・・一　

　

↓
　

　

、̈
ヘ

1醸鋳

横写する作轟の作者の美構の とらえ方を考
え感。

東

西

①
美

籍
轟量の導く拳方、菱鸞する藩彗を考え
鍮さい。

漂画の色 とつくった色を確かめながら
着色を進め F・Eさ い .

模写 した作品について検討する。

バネルほ トレースずる。

竃じ`の作鍵を鑢雙する。

10～ 1言爵

電 機

(1壽匿)



教育議程 3露―轟5

舞奪 3塁学 =基再 8組  国 語 珂調Ⅲ餐許 警 指 導 案

: 昭和器年 18月丁目 {金 )第 3時限 教室
難導者 幸由 喜久子

二.題   材 日本語の特色
2.本時の指導   (本時4/6)
(1)量  標 。彗本語の表調上の特色について議みとり、要旨を童とめさせる.

0読みとったことをもとに菫での議 し合いに雛 鋳に参加させる.
(言)学習選程

・奪
〓　
　
　
　
暴●
　
一

藍.本時の議標を燿る.

2彎 「 3』…む菫ごとに音議す基.

3.漢字仮名交じ攀文について議
み曇轟.     ´
く1)菫 字優名交じサ文が、でき
たのはなぜかにつしヽて議 し合

(2)漢字振名交じり文と戴豊か
をまとめ轟。

4.漢事振名交じり文の利点を考
える.
〔二)｀ 平振名・片領名ばかりの文
はなぜわかりにくいかについ
て話し合う.

(2)今後の課題は何かを読みと
る.

5.犀式震落ごとに内容むまと
め轟.

感。次時予告を轟く.

。 内審を確認しながら護ませ
る.

鬱つかえずに
菫むこと力静響
きたか.
(機寮》

。読みとった
ことをもとに
議し合等ヽ通参
議できたか。
(魂轟連機》

嚇灘字優亀交
じ攀文の特携
性に気づもヽた
武|.

(菫寮)

練酵式酸藩ご
と舎繭審警量
と1ぬ轟感とが
できたか書
{穐爾運機》

麗本議の表譲 薫する特色を言いなさいニ

薔 形式段落③①から考えさせ
轟.

・  漢字と振名参性質の違いに
注意してまとめさせる.

漢宇優各交 じ撃文の群贔警轟響しなさい。

。 「 1』 「 2Jの内容とも爾
達 して考えさせる.

形式嚢藤ごとめ肉容をひとことずつでまと機なさい。

彗 長く書かずひとことでまと
めさせ碁.

蒻 文濃_LC理〕藤1尋卜11lL革こ二つも`で学書
す轟ことな鐘らせ轟彗

´
　

一，　

√
　

　

ヶ′

姜
・

・一一“

中

心

選

種



一楊　́　　　　　　　　一

○鸞蟻 観 じ鍵者轟あ轟 轟ごぇさせる。
~¬

[

(学 習 自 容 ) (課 艤 》

英語と日本語を比較して違いを言いなさい。

馨
理
麗
(4驀壺懸:

彎
畿

r2」 の内容を読み取りt要旨をま
とめ轟.

「3Jの内容を読み取り、要旨をま
とめる。

「4」 の内容を読み取り、
とめる。

要旨をま

翼宇薇名交じり文の利点を説明しなさい。

文濃の画から見た鐵題点は何か説明しなさい.

日本語の特色基皇二み轟翼1:~~~
― ―

一

              :

3ギ詳 毒誕理 灘狐鶴 等電饗 議議糠 挿舞裁 図

言 葉 の 追 究

日本轟の特色を考える。
全文を通読し、内容のあらましをと
らえる。

難轟毎の意味を確認しなさい。

「 lJの内容を読み取り、要旨をま
とめる。

曇本語の発音経織に関する特色を言いなさい。

掛詞やしゃれや語昌合わせができるのは、なぜかま
とめなさい。

掛調 Cじゃれと:ま どういうものか言いなさい。

同音議や類義語の多いことによって、どんな不都合
があるかまとめなさい。

言

葉

の

進

究

闘
本
轟
の
特
亀

日本語の文法に薦する特色を言いなさい。

日本轟の特色:こついて、筆者の考え
をまとめる。
各自の言轟生活をふりかえり、自分
の考えを書く。 日本語にとって今後吟課題は何か発表しなさい。

1學月 単元 。選材名 1時轟完了

増彗

本文を通読し、各節で取り上げている観点を言いな
さい。

2時

(G覇菫層}

日常会議で使われる中学生の言葉の特徴について考
えを書きなさい。



教育課種  3ヽ技 。家-42

動 準  備

(3〕 学習退種

元
習
標
学の時

運

単
本
‐

●

●
韓

１

２

第 3学年9・ 19纏 《男子≫技術・_家庭科学習指導案

曜義63年 10馬 7轟 く金≫ 第 3時限 3の 3教室
指導者   押 谷 政 紀

電気 I
く本時 8/拿5)
。光導電セルの働きやftj躍方法について理解させる。 .
0話し合いや実験に積極的に参加させる.
教舞 光導電セル,回路構成板,みの虫クリップ,小黒板
生徒 乾電池 都騨'2≫

1.本時参学習難標を知る。
(1購路灯自動薫滅装置の

構造ここついて議し合う。

爾光導電セルを知る。
2 i CdSの性質を確かめる。

3.発光ダイオードと乾電池
と光導電セルを使って,衡
燈鬱よう翼睦い時点灯する
甕路を考える。
(1怒自で睡路を考える.
韓襲で話し合う。
(3実際に璽路をつくって確
かめる.

4.光導電セル参SII露につい
て実際に理用されていると
思われるものをあげ,さら
に新しい利用方法を発想す
碁。

5。 本時のまとめをする.

6.次時の予告を固く.

◇光導電セル
母性質ここつ聰ヽ
て理解できた
か。 罐 察》

。暗しヽ時ここ薫
灯する回路もこ
ついて理解で
きたか。
(観察≫

◇光導電セル
の理燿方法ほ
つもヽて考える
ことができた
か。 く発表≫

0光導電セル
ここ書穂ヽてまと
めることがで
きなか。
≪lJL間巡福)

瞳くなると嬢 が豊動鋳狂点灯するしくみにつ≒ヽて考えなさい。

。態度翼標についても指示する
。光に反応する電子部品がある
ことに気づかせる。
●光導電セルは強化カドミウム

くC鉾からなることを知らせる。

暗い時に点灯するにこまどのような回路にしたらよいか話し合いなさもヽ。

。光導電セルをそのまま直発に
つなしヽだのでこま明るいときここ

点灯してしまうことここ気づか
せる.

0圏路をくな時こま可変抵抗器で
電流を護難させる.

光導電セル参その権総利用方法ここついて考えなさい。

。カメラ翁自動露塞装置や照度
計など狂ひろくfll用されてい
|る ことを説曝する。
O音や温度ここよつて抵抗匿参か
わる電子鐸轟も紹介する。

光導電セルのしくみと農きをプリントにまとめなさしヽ。

。光導電れ につしヽでプリント
にまと轟させ,班で確認さ造
る。
Oト ランジスタもこついて学習す
ることを知らせる.



3学年  競構 o家庭科  学習漂題構成麗

9月～12月 単元・轟轄爆 電 気 H 諄5時間完了

°
事整聾準奪寧鷺竜懲轟鱗ゝ蘊鑢勇き,

選欄叫
。増幅置路を燿いた装置の概要を通轟さ悪悪I
。緩踊渡増幅器における増幅の内容を理解させる.
。増幅回路に層いられる電気回路要素の機きと使題方法を理群させ

藝常生活や産業の中で電子機器の桑亀す役割を考えなさい攣

籍
時
聾

〒

電子機讐と他の電気機器減どのように匡扇ず畢か考えなさい。
身近猛ある電子機機亀考える。

情報を相手に知らせ爆にはどのような方法があるか考えなさい。

増軽警●しくみについて考える。 音声薦渡をどのようにして電気信号こかえるeか考えなさい。

達く離れた曝所へ現醸に構緩義 える手繊について考えなさい

電機e機 について知警てい辱儀機種すべで轟げなさい。

磯壁霞鯉紗しくみ≧爆難きを蒻べる。 一次電機盤二次竃池のちがしヽを爾べなさ等ヽ。

電機のしくみと量きはつもヽて慶べなさい。

抵抗器の種類むその機書はついて爾べなさい。

抵抗穣ф餞きを窮べる. 電駆と電流と轟議鎮漣張 欝ヽ舎鐵保鍾ついて褒べなさい.

カラーコーFで抵抗憧を予轟し甕路計で彗定して確かめなさひ

コンデンサ録種類と機彗を要べなさい。
螢ンデンサ録饉き凝襲べ轟.

電気を書える能力鐘どんな実験で霊現したらよしつ 考えなさい。

マイク壺ネンの種類と機き壼ついて菫べなさい]

スピーカ○畿きを要べる. イヤrttンとスピーカの議 ≧機奮について爾べなさい。

変議 備しくみと崚奮ほついて震べなさい。

発光デイオードのしくみを秘薦方濾ほつもヽてまと機なさい。
発光ダイオード輸機奪を灘べ轟

鋼卜蝙駆中聾運りしくみと督豫きつlfbて菫晴べなさもヽ静

暗くなると衡燿が自礎鋳磁点灯するしくみ継ついで考えなされヽ

光導電セルe番きを奎べる。 尭導電セルのそ④饉鍮利麗方法轟ついて考えなさい.

サーミスタの利用方装について考えなさい.
モ鍮飽鋤電子罪品の機き

インタホン鰺製作

《 学  習 活  動 〉

1倒時間

10時獲

1時潟
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教育鑽穫 掛裁・家-80

算ら学年参t10畿 《貴子)数甕 “家庭科学奮指導案      |
曜権 6掛 年 1参 月 7甕 《全シ 鶴霧時眼 藤の IO数室    |

指導者    高 本 臨 子     |
1ョ 単   元  彙育
2,本時傘学習   (本 時2/2暴 }
(1)厨 標  o幼 兄身体の特徴を理解す轟ととも‡こ,環境母影響も大きいこと

を基識させる。
参轟し合いに積極釣 :こ参旗させ轟。                |

｀  《2)準 鑢  教鐸 新生児とS菫賃め体型模型 ,スオモンの発育濃難
生徒 プリント『鳶ラマの生涯墓                 ‐

《参}学習轟種

難轟習学 点黒思留 癬評

撃
　
備

ヽ
過
　
程

鳳
―

―
―

銃生時から3繭まで鉾身長と鉢重の変化を譲べなど多ttヽ .

等
: ろが大きいこと3こふれる

o話 し合いが鶏
来ているか。
(机聞巡続 )

中

J心

通

種

体の特徴を説覇しなさい g

2摯 幼児の体の特徴をノート

lo奔念喜詈 F生
理現暴↓こ気

に記入する。
(1)体型,体の難きを話し轟合う。
(2)スカモンの発育曲線ξこ

lo響雷警響甕暫審警テ
成す

ついて話を聞く。

o幼蠅蒔体鋳特
数がわかつた
力ゝ。
(指名 }

環境の影響と覆入叢事こ嗜いて話し合等ヽなさい。

(2れぜ多3y?警轟轟行
つ
|°文響雪繁胃
の大き言を強

の
い
で
感

瞳
き
解
く

轟
大
理

◇ 多響が
1と を
事た力ヽ

量文 )

確
認
轟
種

本時鋤学習轟客から轟態を書きなさ繰。

4。 感慧を書く。

次時予告を簿く

正しい姿勢で書いている

力L。
ΦプT― ≫芝
する。

≧鍵轟

´

ｒ
　

一一　

一ヽ
一・　

・・ヽ
一ヽ・
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節鼻学年 鏡衛・家菫科 学習馨畿構成図
10,11爾 単元・題轄懇 繰 育 2参 時饗完了

(学 習 活 動》 (学 習 課 題 )

達

理

発

。
，

め
る
も

身
論
が

豊
轟
な

の
を
せ

そ
碁
さ
轟
甕
藻

て
思
ユ父

Ｌ
予

を

機
鱗
警
見

を
糞
意

習
見
鐘

学
動
い

る

，互

喜

，

轟
さ
り

に
解
運

物
理
り

ｏ

食
て
ふ
う

，い
碁
亀
爾

覇
餓
響
暫

絞
鍵
搬
度

や
藩
鱗
慈

び
生
命
る

避
た
ち
め

の
し
た
藤

児
薦
分
警

鱗
鍵
自
解

０
　
　
０

自分の端児鏡から銀育の学習を考える 塞分の幼梵難を調べをさい

警盲黛孝歌、F標
`内容誓ついて

爆轟琴詈警雷碁奮嚢[社すと
のか

幼児の体 :こついて調べる。

奢横奪暫讚ナヂ人差について話しヽ

運動難畿と遊び装つむゝて調べる。
警摯辞
競の発達鋳特徴

奮
説明しな

れさ現表で解なん

ｏ

ど
酔
は
さ
織
な
′貫鋳
調
児
か
幼
る

幼児の心について調べる。

ことばの侯塾蒙最階を議訂tなさしヽ。
銀育と環境

亀）〓を
鱗
　
一

知≧

ｏ

達
い
発
ざ
め
な
ば
季

姜彗繊鍛難爆

幼梵の生活

:撃時)
体母特数を説明しなさい。

13時

奪轟彗各籠馨雪曇ず
に鐘何が大切

社会性の発達とことば↓こついて考える.

3時



教育轟程.3社 -43                          ~
鶴 参 学 年 ■ ■ 組 社 会 科 学 習 指 導 案

昭和も3年 10月 7轟 《金 )第 3時隅 教室
指導者  撫 藤 武 文

1.単   元
2.本時鍛学習
(1)猥  糠

(2)準  備
《3)学習過程

f翼費生活と経済のしくみ

(本時 2/9)
○ 現在のくらし:これける覇費水準の高度化 :こ気づき、ほんとう
の生活の豊かさとまま、ど鈎ような内容の生活をすることかを考

えさせる。
① 自らの考えをもって積極的に話 し合いに参加さ壼る。
教師 フラッシュカー ド

評  価

塗量生奎菫墾聾聾塵璽菫盤 う3こ
.し

て得られているか彗 じ合いなさし

L    ~~~
2.家計ほおける収入はどの虞も各自の家計を参考‡こ碁せ、毒○一人一発言カ
暮董じぞ轟氏∴ぞζξ墓暴発表 そ二人上発童

Ｊ薦り物″勧
ン多斗一

SkttFは豊かな  ヶ筋4

素 で一人一発言させる。
|○菫内で確認させた後、する。

轟本ξま豊かな画かどうか じ会議ヽなさい。

理かどうか発表する。  1 鉢発表かせる。

全体

|°1案曇ざ量誓糞膠磋不墨警曇

できているカ

(反応器 )

理踵nをっけて

発表している

か。

《机聞巡視 )

○理義をつξすて

1 発表してしヽみ
| か。
|(机 轟巡穐 )

卜まれ ノートにまと
めることがで

きなか。

(机聞巡視
・反応器 )

づかせる。

生活の豊かさとはどのような内容の生糧をすることかをまとめなさ
しヽ 。

.本時のまとめをする。
(1)ノ ー ト城まとめる。

.次時の予告を聞く。

い理を発表する書
    :。曇璽菖貨晃≧曲づけの幸か



|

第Sl野瞳減幾鋼聾轟轟撼懸

10月 難 罪寵難盤ゴ鶏と動 しくみ 9:覇聞完了

籠 i私たち     警中」心江さまざま亀経済活動が行わ
れていることを理解させる。

甕 額 l魯 瞳轟の鑢通のしく尋と尋またちき韓ついて理解碁せる。
魯 個覇揮研はたらき導哺師豫的動き,またそれらをめぐる轟
爾証ついて理解させる.

、豊添惨変化鍾ついて議卜る

2覇   2時
(蒻 )

家計における収入はどのようにして得られているか話し合い
なさい.

護費者江必要象財・サービスがどのよう嚢還られでく暴のか
蓼べなさい.

金定歩合の_L華・下げは弱のために行う勢か奪えなさい

〔鐵
完了)

わ

た

ｔ

た

ち

ｐ
溝

量

生

量

財・漉費難・家計の支轟の内訳を調べる われわれはどんな財を使って豊添しているか嚢ぺなさしヽ

家計韓おいでどんなもの難支農す轟かあげなさし、

エングル攘数が示す議味について考えなさい.

曇本鐘豊かな国かどうか議し合いなさい。

濃

壼

生

活

と

経

済

ふ

し

く

み

流通をたすける仕事轟 さんなものがあるか奎べなさい

貨幣のはたらき,金融についで調べる。 費警こはどんなはたらきが基るか話し合■なさし、

金融糠翼のはたらきにつもヽて考えをさい.

目本銀行のはたらな韓ついて轟べる。 藝本鐘行録仕事義ついて議へなさい

『彗ゅうりJを魏難して,その優等がどうして秩るのか轟じ
舎もヽなさしヽ。

ピ
6詩

需要と供給だけでは決らない価格に輸どんなものがあるか考
えなさも、

儲 議 1-‐ 1鶴電猥 駆 '鉢

―
=7

方・鬱儀と額幅の違い曇ついて調ドる。

T時

価格と犠薇めちがもヽにつもヽで考えなさい

亀 菫 ″還壺 Lコ脇4懸♂直鍋養 整 銀 野]― -1、 ザ 輩 ュ 纂要量≫撲結量,議費量)轟轟量つ状態があるとき,物驀繊
どうなるか考えなさい.曇. ＼

8時
インフレーシ鶴ンとデフレーシ闘ン難ついてまとめなさtr・ .

物薇上昇鍮響響とその対策難ついて考え
る.

鞠額上昇磯轟影響裁 びそ鍛対策について考えな藝い襲

9時

(撃 醤 活 動 } モ 学 曹

4畿



教育課種 B英-26

第 3学 生蓼L■  摯 織 英 講 理事卜篭象覆彗警犠彗:導纂案
昭和63年 二6月 7日 〈金≫第導時眠 教室

指導者 久本田 ま導み
菫.連  材
量。本時の指導

≪l≫ 爾  標

(2)華  懺
(3)学習選種

賛iss ttav Telis tis a毎 o銀 t Paris

(本時  1/6)
。関係代名詞 who鍛雇法を理解さ管る。
。Cttrt 3の文を全員が言えるように、積極的に練習に参加させる。
孝費痺著  Tape  Flas:l caFdS  TP                       "  ・

・
サ（，　　　　０

る
す

　
る

す
音
　
す

を
発
　
習

ｏ

習
て

ｏ糠
る

難
い
る
に
攀

音

つ
す
卜
受

発
に
表

一
を

母
後
発
ノ
ト

句
の
を
を
ス

語
籍
味
旬
チ

農
教
慧
議
小

新
≫
≫
≫
＞

・盤
犠
綿
攀

確

認

遇

竃

211了
鶉纏ξ饗轟評颯鐙
える。
(2)理で確認するな
く⇒ Cttart参 を露いて圏頭練習をす
壕.

3ζ

l奔轟塞鍾轟轟FTttЪを知る。
(2≫ 教彗の後について本文を音識す
る。
(3≫ 優人読みの練習をする。
(4)内容理解のポイント機疑欝点を
壊で解決する。

4.T◎ FFテ ストを置をま睫。

碁颯ポィント壮轟菫懇プートξこまとわ
4。

「
。改蒔り予告を麗く。

らテープを2懸轟診
せる。

・ ●Hア で鍵示する

セ
秒
≫

ク
し
察

ア
正
電

ｏ
は
く

音
卜

・

発

ン
か

織
言

≫

舎
が
　
法

３
文

轟

ｔ
て

ｏ会

が
み
る
轟

機
を
え
自

。
　
　
　
　
　
　
ノ
ｆ
ヽ

。菫巨しく譲竃めて
いるか。
(帆聞巡疑》

の
た
ン

容
彗
手

内
で
挙

母
が
く

文
慧

。

本
饉
か

新出護毎の発音・意味を確轟しなさい。

・ 母音の発音に注意
させる。
・ 2分轟書かせる。

麗銀式堪轟 晋鶴 録層濃覆曜鐸しなきもヽ幸

中

′い

週

種

00HPで 提示する

。言えたならlSiチ ェ
ック表 lこ○をつ 0ナ
させる。J ′ ^
詈場L酔汚多(多雛

本文鍮鐘要を運鍾しなさしヽ.

・ GHPで 提示する

緩出文壁嚇まと恥をしなさい。
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学 年 英 蓼 科 ~―習 課 題 構 成 図

重O薦 単元・題材名 錬:ss ttav T罐 ::$ tls a場 o睡 t Paris 6時閣完了

。バリめ轟物についで知り、外国ここ対する蘭心を深めさ惜辱e
C関係代名詞

目標 :  織o
鬱れicれ  く主籍}
that (主格》 翁覇渡を理解させる。

≪本時〉

2・ 尋

時

本豪の内容参チス

鍾轟奮難す動活習学

重時

露:舞 亀ぎ職 ::奪

讐s ttbo懸 亀 Pa『 is

(尋時閣完了》

パリのレストランや人々の様子を≧らえ
る書

闘係代名欝 智鍋 の覇嚢を理簿しな

さもヽ.

: れaVe a fFtend 普れ。 響。「資s ttt a

麟緩SC懇構.

影審爾 :i資eの復奮をしなさい。
: 管ent to a restattrant iike

tttat severai tittes.

エップェル塔はいつできたか、また、そ
の工じベーターの動ヵ減簿だったか、等
をとらえ尋9

羮係賛名詞 奪姜icれ 参轟義を薩爾し

なさい.

Tttere =ere elevators 彗舞ich ぎere

rti会  議v T・.ter.        ´

1す加疑鋼文の復奮をしなさい.

T島轟t's the Ciffe: Tob・ er、  isn't
it?

バザ暴走る最新式の列車簿亀、まえ、そ
翁色が悔覆蓑してしヽ暴か、答種とらえ曇

麗纂裁堪欝 ttttの覇漉を理解しな
きLヽ。

Tれ is is ttte 澪繭警 tr轟 i露  thttt『響舞s

throuぶ韓 F轟『 :s.

本鮮鋳内容の鍵窯的甕習、鑽管をす轟. p.爾 義療奮を1テ もヽ,本策の学奮内
容の奮奮をしなきもヽ.

下

本篇の学奮内容のテストを受け、理

解できてlヽな讐1点を難簿 L′ 、復習し

なさt il奪
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